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　遠くから喚かん声せいが聞こえてくる。

（……さま、ガランシアはすでに砂に吞のみこまれた模も様ようです）

（西方蛮ばん族ぞくによる被ひ害がいで、今年の飢き饉きんは）

（沼の小こ賢ざかしい魔ま道どう士しが徒と党とうを組んで）

（やはり、あの噂うわさはほんとうなのでしょうか。──が蛮族を扇せん動どうして我々を潰つぶそうとしているというのは）

（異い端たんは排はい除じよすべきです）

（もはや民衆を抑おさえることはできません。ご決断を、フェシアさま）

（ご決断を。カリミア女に死を）

（死を）




　びっしょりと汗あせをかいて、シーフォは目を覚ました。動どう悸きがする。夢見が悪くて、眠りながら興こう奮ふんしていたのだ。全身が疲つかれていて、体が石のように重かった。頭も鈍にぶく痛んでいる。指一つ動かないほど、力が入らなかった。

　自分の下半身が水に浸つかっていることに気づいたのは、かなりあとになってからだ。体温と力が水に吸い取られていく。シーフォはのろのろと水から這はい出た。そのまま岸辺の草むらまで這い、ごろんと大の字にひっくり返る。これ以上は、ほんとうに動くことができなかった。周りを見ることも、自分がどうなってしまったのか考えることも、今の彼にはできなかった。全身が泥どろと化してしまったようだ。シーフォは瞼まぶたを閉じた。

　どのくらいそうやって寝ねていたのか分からなかった。強い夏の日差しとむせかえる緑の匂においが、少しずつ体に力を与えてくれる。

　空が青かった。雲一つない。水の流れる音だけが聞こえてくる。とても静かだった。

　ふと、誰だれかが笑ったような気がして、シーフォは重い体を起こした。笑い声は聞こえなかったが、すぐ近くに少女が一人座っていた。ほほえみながら彼を見つめている。いつからそこにいたのだろう。

　シーフォは息を吞のんだ。とてもきれいな少女だった。年は同じくらいだろうか。

　少女は美の結けつ晶しようで作られていた。こぼれるような銀の髪かみが愛らしい顔を縁ふちどっている。双そう眸ぼうは北洋の彩いろどりを見せ、見つめると吸いこまれてしまいそうな錯さつ覚かくに襲おそわれた。それは深しん遠えんな、次元のはざまを映している彩りだった。朱あかい唇くちびるも柳やなぎの眉まゆも、精せい緻ちな人形のように整っている。陶とう器きのように透すける肌はだに、ほんのりと薔ば薇ら色に染まった頰ほお。白魚の手。触ふれれば壊こわれてしまいそうなほど華きや奢しやな体。それらがみごとに調和しあって、一つの麗れい々れいしい作品を形成している。

　そして、神こう々ごうしいまでの微笑。少女の内面を表わしきった、婉えん然ぜんたる微笑に、シーフォは我を忘れて見入った。こんなにきれいな少女を見たことはなかった。世界中の人間を集めてきても、彼女にかなう者はいないだろう。世界さえ彼女の存在で色あせ、霞かすみと化す。ほかのものが目に映らなかった。頭がしびれ、もうなに一つ考えることはできない。

　シーフォは茫ぼう然ぜん自じ失しつのていでいた。だから、彼女が困こん惑わくの表情で胸元を指すまで、自分の異い変へんに気づきもしなかった。

「あっ？」

　胸を見て、驚おどろきの声をあげる。傷が塞ふさがりかけていたのだ。チラチラと光の粒りゆう子しが患かん部ぶから流出していて、大たい剣けんが貫つらぬいた胸の治ち癒ゆを行っている。シーフォの意識下の作用ではない。おそらく、自じ律りつ神経とつながっているものだろう。

　アミュールの力には治癒能力もあるのか。シーフォは呆ぼう然ぜんと胸元を見つめ、そして、再び視線を戻もどしたときには、もう彼女はいなかった。そこに人が腰こし掛かけていた形けい跡せきさえない。シーフォは狐きつねにつままれた気分だった。夢ゆめでも見ていたのだろうか。ならば納なつ得とくがいく。少女はまるで夢の住人であるかのように、どこまでもきれいで、存在がきれいで、この世の人間とは思われなかった。

　そう、あまりにも鮮あざやかできれいな夢。

（自分の体に謝あやまりなさい）

「え？」

　シーフォは反射的に空を仰あおいだ。水辺に集まってきた鳥の群れが、はるか高みに見える。

（錯さつ覚かくか）

　だが、彼は自分の胸に両手を当てがうと、目を閉じて一心に念じた。

（ごめん。おまえはまだ生きたいんだね。ごめん、むちゃをして）

（ぼくは自分を守ることすらできない愚おろかな人間なんだ）

（ぼくはぼくであることに意義を見いだせないでいる）

（でも、ごめん。もう、おまえを傷つけたりしないよ）

　少女は自分にそれを認めさせるために現れたのだと、シーフォは思った。ならば、思う。自ら命を投げだすなど愚かな真ま似ねだったと、反省する。それで、彼女に許されるならば。（もう一度、会えるかな……）

　たとえ、夢であったとしても。

（彼女は女神さまだ）

　それは、アミュールが現あら人ひと神がみと呼ばれたような存在ではなく、もっと高次な、気高く貴い存在、人間とは、自分たちとは異なる次元に住む存在だった。

（彼女と同じ存在を、ぼくは、知っていたような、気がする……）

　それがなんだったかを思いだそうとして、シーフォは目眩めまいを覚えた。体の芯しんから火ほ照てってくる。彼は再び地に伏ふすと、急速に深い眠りへと落ちていった。




　再び目を覚ましたときも、体温は上がったままで頭がくらくらしていた。ぼんやりと視界に映る風景は、薄うす暗ぐらい、土ど塀べいで囲まれた小屋の中だった。閉ざされた木戸の隙すき間まから洩もれてくる光は弱く、日暮れが近づいているらしい。

　首を動かすのも億おつ劫くうで、シーフォは視線だけをぐるりと動かした。大地がむきだしの床ゆかに、竈かまどと小さな棚たな、むしろ、瓶かめ、貧しい農耕器具、そして、自分が横たわるベッド。簡素に、いや、赤せき貧ひん洗うがごとし、それ以外、なにもない。

　まだ日があり、夏であるのにうすら寒かった。それは単に日ひ陰かげだからというだけではなく、夜の墓地のような陰いん気きが漂ただよっているせいもあった。重い、息いき詰づまるような空気だ。まるで、息をひそめて世間から隠かくれているような、うしろめたいものがある。

　エイランの家で目を覚ましたときは、こんなふうには感じなかった。見知らぬところは同じだが、あそこは明るかった。不安を感じさせるものは一つもなかった。だが、ここは。

（ここは……）

「め、目が覚めたかい？」

　部へ屋やの隅すみの陰かげがのそりと動いたので、シーフォは仰ぎよう天てんして飛び起きた。人がいたのだ。起きた途と端たん、立ちくらみに襲おそわれ、少年は壁かべに倒たおれるようにもたれかかった。ぽろぽろと土ど塀べいが崩くずれる。

「お、おまえさま、一日、眠ってたよ。まだひどい熱だ」

　おどおどした声で言いながら近寄ってきたのは、ひどく瘦やせた中年の女だった。暗いのでよくは分からないが、頰ほおはげっそりとこけ、震ふるえる細い腕は肉がついていない骨と皮だけだ。つぎだらけの色あせた服を何枚も着こんでいるが、それでも瘦せた肢し体たいは隠かくしきれない。髪かみもぼろぼろで、落ちくぼんだ目の中の瞳ひとみだけが爛らん々らんと光っていた。背負われた乳ち飲のみ子はどんよりとして死んでいるようにも見えるが、ときおりぴくりと手が動く。

　シーフォは反射的に体をひねった。だが、いち早く女の節ふしくれだった手が、少年の腕うでをしっかりと捕つかまえていた。逃のがしてなるものかと渾こん身しんの力をこめて女は握り、シーフォは上気した顔を歪ゆがめる。

「い、行かねえでくれ。お、おれ、金貨なんかいらねえよ。使い方知らねえもの。羊もいらねえ。だけんど、ど、どうかお願いだ、おれたちから食い物取りあげねえでくれ」

「!?」

「も、もう少し税を軽くしておくれよ。今年は悪い、え、疫えき病びようがはやって、荒こう野やの方じゃ、羊がばたばた倒たおれとる噂うわさだよ。ここらも分からん。お、お願いだ、おれは子供がほしいんだよう。なあ、王子さまよう」

　舌足らずな口く調ちようながらも、女は必死の形ぎよう相そうで懇こん願がんする。シーフォは彼女の喋しやべる言語を知らなかった。耳から入ってくる音はちんぷんかんぷんでも、しかし、頭の中ではっきりと理解できていた。まるで白木が補助してくれていたときのように、内容は完全に理解できたのである。

　だが、意味もまた理解できたとは言いがたかった。大体、シーフォは『税』を知らないのだ。

（この人はなにを言ってるのだろう。どうしてぼくに訴うつたえるのだろう）

（子供がほしいだって？）

　その背中にいるのは自分の子供ではないのだろうか。そう考えた途と端たん、背筋に悪お寒かんが走り、シーフォはとっさに女を突つき飛ばした。

（怖こわい）

（なんだろう。とても、怖い）

（ここにいてはいけない）

　ここは、とても不健康な場所だ。シーフォは本能でそれを悟って、熱く重い体を引きずるように小屋から逃にげだした。

　戸を開けた途と端たん、斜しや陽ようが目を差す。道へ出てふらりと倒れかかったところを、通りかかった誰だれかに支えられた。

「あ、ありがとうござ……」

「見つけたぞーっ！」

　礼の言葉は男の狂喜の声でかき消されてしまった。少年の体を軽々と小こ脇わきに抱かかえ、男は一目散に村へと走る。突とつ然ぜんの事態にシーフォは呆あつ気けにとられた。日に焼けた男の額にはくっきりとしわが刻きざまれている。顔つきは中年だが、声や体つきはたしかに若者だ。彼もまたひどく瘦やせていて、目だけがぎらぎらと光り、血走ってさえいた。

　小さな村に入ると、男は興こう奮ふんした声で喚わめき回り、それを聞きつけた村人がわやわやと集まってきた。畑から大おお慌あわてで駆かけつける者もいる。

「お、俺おれが見つけたんだぞ。俺の金貨百枚だーっ！」

「おお、たしかに。たしかにこの方じゃ」

「王子さま。王子殿下。お願いします。私たちにご慈じ悲ひを」

　男とシーフォを取り囲んだ人々は、手を伸のばし、口々に訴うつたえだした。

「おねげえだ、税の取り立てを軽くしてくだせえ」

「おれたちは自分たちが食うだけでせいいっぱいです。どうかご慈悲を」

「王子さま、シーフォさま。なにとぞ国王陛へい下かに」

　真しん摯しな彼らの視線が、シーフォには息苦しかった。あの小屋の陰いん気きがまだ続いている。この村全体が淀よどんだ空気にどっぷりと浸ひたっているのだ。

　なにを頼たのんでいるのか分からない。なぜ自分に訴えるのか分からない。彼らの言葉が呪のろいの言葉に聞こえてくる。耳を塞ふさぎたいが、彼らに圧あつ倒とうされたシーフォの体は金かな縛しばりにあったように凝ぎよう固こしていた。

（怖い。逃にげなくては）

（逃げなくては！）

「おい、それは人違いだ。俺の連れだよ」

　ふいに、ごくまともな、この場に似つかわしくないのんびりとした声が耳に飛び込んできた。自分を抱かかえる男の腕うでが緩ゆるみ、慌あわててシーフォは束そく縛ばくを振ふりきる。

　男のもう一方の手をひねりあげていたのはアインだった。

「アイン！」

「ほら、見ろ。目の色は緑じゃないぞ」

　アインに促うながされ、村人がいっせいにシーフォの顔を覗のぞきこむ。その双そう眸ぼうは世にもふしぎなトパーズ色を呈していた。

　落らく胆たんの声と嘆たん息そくがあがり、人々はがっくり肩かたを落として三々五々散らばっていく。シーフォを抱えてきた男は狐きつねにつままれたような面もちで、釈しやく然ぜんとしないながらも元来た道を戻もどっていった。

　街かい道どうは再び閑散となる。シーフォは緊きん張ちようの糸がぷつりと切れて、へたへたと座りこんでしまった。熱がさらに出てきたようだった。

「シーフォ、大だい丈じよう夫ぶか？」

　こんなときでも、相変わらずアインは悠ゆう然ぜんとしていて、シーフォはようやく人心地がついた気がした。弱々しい微笑を浮うかべ、そのまま失神してしまう。




　次に気がついたときは、アインの背の上だった。意識がなかったのはほんの数十分らしい。夜の帳とばりが降りたばかりで、西の山なみが薄うすく赤く縁ふちどられていた。

　街道をてくてく歩く青年の足取りはしっかりしていて、なんの迷いもおびえも感じられなかった。まだ体は熱を帯びていたが、頭ははっきり冴さえている。シーフォは声をかけた。

「アイン、ぼく下りるよ」

「おっ、気がついたか。いいって、まだ熱っぽいぞ。むりは互いの迷めい惑わくだよ」

「うん、ありがとう……」

　素直に礼を言って、シーフォは首を巡らした。左手に河の流れが黒い筋すじになって見える。この街道はレムダリア河と平行に敷しかれたみたいだった。右手は農地が広がっている。彼らは西を背にして、つまり東に向かって進んでいた。河の下流に向かって。

「アイン、どこに行くの？」

「イサファンだよ。とりあえず、エイランたちと合流しなくちゃな。俺おれたちはだいぶ下流まで流されたみたいだから」

「俺たち？」

「俺はシーフォのすぐあとに河に飛びこんだんだ。捕つかまえようとしたんだが、オルアンがシーフォを助けて先に行っちまったから、離ればなれになったんだよ」

「キファが？」

　シーフォは驚おどろいて聞き返した。ずっと平ひら船ぶねのあとをついてきたイルカが助けてくれたという。『海神さまの使い』という名はだてではなかったようだ。水神エルヴィラを守護神とする少年は、心の中で感謝の祈りを捧げた。

「オルアンが引きあげてくれなかったら、今ごろ土ど左ざ衛え門もんだぞ。おかげで捜さがしまわったけどな。ま、見つかってよかった」

　笑いながらアインが応える。シーフォも笑い返し、ふと、自分の体がうっすらと光の膜まくに包まれていることに気づいた。アインと密着した部分は、相手の体に吸収されている。

「この光……」

　シーフォはしげしげと、自分を包む光を見つめた。平船で爆発ささせてしまった『太陽のオーラ』とは感じが違う。もっと隠おだやかで、放出されているというより自分を保護しているように思えた。当惑していると、アインが振り返って、

「ああ、それは、自じ己こ治ち癒ゆしてるんじゃないか。治癒能力者ってーのを見たことがあるよ」

「光がアインの体に吸収されてるよ。大だい丈じよう夫ぶ？」

「オハラのときも見ただろう、俺の体は特異体質なの。一定量までのエナジイは吸収して拡かく散さんできるんだ。平気、平気」

　飄ひよう然ぜんとアインは説明する。シーフォは疑いもせず、そんな体質もあるのかと鵜う吞のみにした。発熱は治癒の産物だろう。

「みんなはどうしたかな。ぶじかなあ」

「それはもう。ライラ王国の情報網もうは侮あなどれないぞ。小耳にはさんだだけだが、『一昨日の夜、さる貴族の乗りあわせた平船が河か賊ぞくに襲しゆう撃げきされた。しかし、逆にとっちめあげられ、セゲジの港で一いち網もう打だ尽じんにお縄なわを頂ちよう戴だい、貴族はぶじだった』とさ。クレジールさんはひとまずデリスアージアに戻もどったみたいだが、すぐに大だい捜そう索さく隊たいを組んで、レムダリア流りゆう域いきにお札を立てまわってるよ。金きん髪ぱつ緑りよく眼がん、十四歳のシーフォという名の少年を王宮に連れてきた奴には、金貨百枚、家畜百頭を褒ほう美びに与えるってな」

　それで金貨がどうのと騒さわいでいたわけだ。あのクレジールのことだから、不眠不休、大騒ぎで捜しまわっていることだろう。

「エイランたちはクレジールさんと一いつ緒しよにいる可能性が高いよ。いや、クレジールさんがあいつらにひっついてるか。シーフォが必ず接せつ触しよくする相手だもんな。だから、とりあえずイサファンの駅で情報を仕入れよう」

　まあ、放っておいても向こうが捜さがしだしてくれるけど、とアインは笑った。だが、シーフォは笑える心境ではなかった。少年は歩いてきた道を振り返り、

「あの人たち、ぼくを見て王子さまだって言ってた」

「検けん問もんのことがあるからなあ。占せん星せい師しの占うらないが洩もれたんじゃないか。まあいいじゃないか、王子であることは確かなんだから」

「ぼくは王子じゃないよ」

　シーフォは呟つぶやいた。

「王子って王さまの跡あと継つぎのことでしょう。ぼくはケムルのことはよく知ってるけど、この国のことはなにも知らないよ。そんな人間が跡継ぎなんておかしいや。ぼくは王子なんかじゃない」

「まだ跡継ぎになるとは限らないさ。王子は王の子って意味でもあるんだ。この場合、王の孫まごだけど」

「ぼくの、ほんとうのおじいさん……」

　そう言って黙だまりこんだシーフォを、肩かたごしにアインは一いち瞥べつした。そして、

「会いたい？」

「会う？」

　思いがけぬことを聞かれたと言わんばかりの表情で、シーフォは聞き返した。アインが頷うなずく。

「ここまで来たんだ、本当の肉親に会ってもおかしくないだろう。血のつながったおじいさんと、生んでくれたお母さんに」

　少年の返事はない。自分を背負っている青年の顔をじっと凝ぎよう視しし、シーフォは否定も肯こう定ていもしなかった。代わりに、

「……カインはどうしただろう」

「噂うわさじゃあ、彼──オハラにはまんまと逃にげられたらしい。また捜さがさなくちゃな」

　話を変えられても気を悪くした様子はなく、アインは平然と受け答えする。しかし、シーフォは首を振って否定した。

「その必要はないと思う──きっと、カインの方から接せつ触しよくしてくる」

「そう？」

「カインはフェリム・フェシアの転生を知っていた」

　シーフォは唇くちびるを嚙かみしめた。あのとき、カインはなんと言っていた。たしか、やはりおまえはフェシア神の生まれ変わりだったんだな。凄すごいぞ、これで俺たちアミュールの新世紀がやってくる。そう歓かん喜きしていた。

（ぼくがフェシアの生まれ変わりであるかはともかく）

（カインは自分たちがアミュールの末まつ裔えいであることを知っていた）

（父親のラドンゴラさえ知らないことを）

　ハービルが推論したように、ほかのアミュールの末裔とカインは接触したのだろうか。そして、島を出て大陸に赴おもむいた。フェリム・フェシアの伝説の残るこの地へ。

　なにをしに？　彼はなにをしたいと考えている？

（アミュールの新世紀がやってくる）

「……カインは四年前、おじいちゃんを、当時はケムルの族長だったおじいちゃんを斬きってしまったんだ。村の掟おきてでは、仲間を傷つけた者は体の一部分で罪つみをあがない、族長を傷つけた場合は命であがなうことになっている。だから島から逃げだした。みんなそう思ってる。でも、カインは次の火吹きの司つかさだから大目に見ることになって、制裁は体の代だい償しようだけですむことになったんだ。その制裁役は族長の息子であるぼくに与えられた」

　シーフォは声を低くして、独白するように語った。それで、彼が島に戻らないと言ったとき、ケムルの人間は引き下がらざるをえなかったのか。アインは納なつ得とくした。

「でも、ほんとうは初めから島を出ていくつもりだったんじゃないかと、ぼくは思う」

　少年は言葉を続ける。

「島を出た理由はともかく、抜け出そうとしたところをおじいちゃんに見つかって、カインはやむなく斬ってしまった──そんな気がするんだ」

「ハービルに言わせれば、オハラの方もシーフォに用があるらしいな。とりあえず、もう一度彼と接せつ触しよくした方がいい。でも、用があるのはオハラだけじゃないみたいだ」

　アインの最後のせりふに、シーフォはきょとんとした。そして、彼の視線を追って今来た道を振ふり返る。

　はるか彼方かなたから砂すな煙けむりをもうもうとまきあげ、疾しつ走そうしてくる騎き影えいが見えた。七、八騎ほどの集団だ。まっすぐこちらに向かってくる。アインは苦笑した。

「さっきの村人が通報したんだろう。やれやれ、とりあえずクレジールさんに会うか」

「そうだね、エイランやサジリたちと合流しなくちゃ」

　サジリ──血のつながらない弟の名を何気なく口にして、シーフォはずきんと胸に痛みを感じた。それはちょうど、オハラ・カインの剣けんが貫つらぬいた場所だ。

　瞼まぶたを閉じれば、鮮せん明めいに思いだされる。小さなオリクルドの体がサジリの手に突つき飛ばされるのを。振りおろされるカインの剣。かわもに浮うかぶ泡あわ。自分と違い、あの子は助からなかったのだ。彼は唇を嚙みしめた。

　サジリがなにかにおびえていたのは知っていた。だが、見境がなくなるほど重症だとは思いもしなかったのだ。

（もう少しかまってやれば。自分のことばかり考えてなければ）

　あれやこれやと後こう悔かいすることが多すぎた。もう取り返せないことばかりなのに。失われた人の命は二度と戻ってはこない。

（二度と？）

　シーフォは自分の想そう念ねんを訝いぶかった。命は戻もどってこない。ならば、転生とはなんなのだろう。

　けたたましい蹄ひづめの音にシーフォは我に返った。騎き馬ばはすぐそこまで来ていて、あっというまに二人を取り囲んだ。騎数は八。騎手たちは揃そろいの軍服を着こみ、顔は祭り用の白い仮面で隠かくしている。明らかに怪しい。夜に溶とける黒くろ毛げや栗くり毛げの馬たちも、ライラ軍では馬の所属を轡くつわの鏡かがみ板いたの形で示すのに、単なる円十字になっている。軍馬ではないということか。クレジールが王おう孫そん捜さがしで動かしていたのは軍兵だった。騎き士し侯こうの地位では私兵を多く抱える必要はないはずだ。

　そして、馬上から見下す彼らの傲ごう慢まんな態度と侮ぶ蔑べつの視線。明らさまな敵意を感じる。

　そこまで判断すると、アインは警けい戒かいしながらシーフォを背から降ろした。少年はこういうことには疎うとく、両わきに並んだ馬の腹に啞あ然ぜんとしているが、相手の様子が予想したものと違うのには気づいたようだ。

　騎手の一人が声を張り上げた。

「そちら、一昨日セゲジの港付近で河に落ち、行方ゆくえ知れずとなられたシーフォどのか」

「はい、河に飛び込こんだシーフォです」

　生き真ま面じ目めにシーフォは答える。むろん、口から出てくる言語は沿えん海かい語ごである。彼らは戸と惑まどいを見せたが、それはほんの一いつ瞬しゆんのことだった。

　いっせいに抜ばつ刀とうする。刃やいばがきらりと星の光を反射した。

「お命、ちょうだいつかまつる」

　刺し客かくが言い終わるが早いや否や、アインは腕うでを薙なぎ払った。鑿のみで横腹をえぐりとられた三頭の馬が、立ち上がってけたたましくいななく。馬上の刺客はバランスを崩くずして転てん倒とうした。一人がどうと倒たおれた馬の下した敷じきになる。

　相手は倒れ伏ふした仲間を気にしなかった。それを踏ふみ越え、容よう赦しやなく段だん平びらを振ふり下ろしてくる。アインはシーフォを突き飛ばし、自分も間かん一いつ髪ぱつでかわした。

　激しい斬ざん撃げき。斬りつけるというよりも叩たたき潰つぶすに等しい。剣は倒れた馬の頭部を直ちよく撃げきし、ぐじゃりと骨と肉が砕くだけるいやな音とともに血が飛び散った。

　シーフォは口を押おさえて目をみはったが、刺客たちは無言のまま、顔色一つ変えずに次の攻撃に出る。

　アインは呆ぼう然ぜんとしているシーフォを突き飛ばし、跳ちよう躍やくした。自分も抜刀するが、相手の剣を受ける気はさらさらない。馬上からの攻撃を受けとめるほど、彼も無む謀ぼうではなかった。

「シーフォ、走れ！」

　叫さけぶと同時に敵のうしろに回りこんで、馬首を巡らす暇いとまを与えず馬の尻しりを思いっきり叩きつける。驚おどろいた馬は悲鳴を上げて、騎き手しゆもろとも一目散に走りだした。もう一頭も同じことをし、馬同士がぶつかりあって混乱が生じる。

「馬を捨てろ！」

　号令で彼らは地に降りたった。隊長格がすばやく指示し、四人がアインの相手を、二人が弾かれたように走りだしたシーフォを追いかける。

　一いち合ごう、剣を交じえ、アインは生なま半はん可かな相手ではないことを知った。河か賊ぞくのような素人しろうととはまったく感かん触しよくが違う。剣士などというものでもなかった。職業軍人、斬きりあいのプロだ。一撃を受けるたび、腕が痺しびれる。鍛きたえ方と攻撃することへの姿勢が違うのだ。彼らは職業として殺しを行う。ためらいは一いつ切さいない。

　だが、アインも奮ふん闘とうしていた。すでに仮面を剝はいでいて、表情は真剣そのものだ。相手の剣の動きが鈍にぶくなっていくのも確かだった。思わぬ強きよう豪ごうに戸惑っているのだろう。

　アインの一撃が決まり、袈け裟さがけに斬きられて男は倒たおれた。全員、荒い息だ。アインは肩で息をしながら、じろりと鋭するどい目つきで残り四人の襲しゆう撃げき者しやを睨にらんだ。それに威い圧あつされ、思わず彼らは後ずさる。

「だめか……殺さなくちゃ、こっちがもたない」

　呟つぶやくように、だが確実に相手に聞こえるよう言ったアインの言葉は、充分な効果をもたらした。刺客たちの目に、初めて焦しよう燥そうの色が浮うかんだ。

　アインに突き飛ばされたシーフォは、レムダリア河に向かって一直線に走った。自分は丸まる腰ごしだ、せめてアインの邪じや魔まにはなりたくない。そんな思いで一心に走る。だが、脚あしはふらふらだった。熱のせいで体が重たい。

　追手はすぐに距きよ離りを縮め、剣を振ふりあげた。切っ先が少年の金きん髪ぱつをわずかに切る。刀が斬り裂く風の唸うなりを耳元で聞いて、シーフォは全身がすくんだ。拍ひよう子しに脚がもつれ、野原に倒れこむ。

　相手はなんの躊ちゆう躇ちよも言葉もなかった。大上段に振りかぶって、斬りつける。

「い──いやだ！」

　シーフォの方が早かった。反射的に右のたなごころを刺し客かくに向かって突つきだす。刹せつ那な、光の珠たまが生じ、急激に膨ぼう張ちようした。

「ぎゃあ！」

　巨きよ大だいな光の珠に刺客がはじき飛ばされる。その絶ぜつ叫きようを聞いてシーフォは我に返り、同時にパアッと光が霧む散さんした。

（今のは……）

　倒れ伏ふした刺客を慌あわてて見る。ぷすぷす服がくすぶり、体の前面に軽い火傷やけどを負っているが、命に別状はないようだ。

（これが、制せい御ぎよされた力？）

　考えている暇はなかった。シーフォが油断した隙すきをついて、もう一人の襲しゆう撃げき者しやが剣を繰くりだしてきたのだ。だが、今の妖あやしい魔ま術じゆつを見て迷いが生じたか、服を裂さいただけで辛からくも逃にげられる。

　横に転がったシーフォは、体を起こす暇もなかった。第二撃がくる。慌てて右手を突きだしてみるが、動転して意識が集中していないせいか、まるっきり光は生まれない。

（やられる！）

　かっと目を見開く。双そう眸ぼうはすでに暗い夜に爛らん々らんときらめく獣けものの瞳ひとみ、金色に変化していた。あっ──と刺客が声をもらしたとき。

「！！」

　夜空を切り裂さく短い悲鳴。次の瞬間、刺客の剣の刃がパキンと砕くだけ散った。割れるどころかまさに粉こな々ごなになって、きらきらと風に散る。

「な、なにい!?」

　驚きよう愕がくする襲撃者の声に覆おおいかぶさって、再び悲鳴が飛んできた。いや、悲鳴ではない。トーンの高い歌声だ。常人では出すことが不可能な、広こう域いきで複雑な音程に、もう一つオクターヴの低い声が重なった。さらにもう一つ、また一つと、何重もの和音が生じる。それは既き成せいの音楽とはまったく異なっていた。耳に残らない、それでいて思考回路をショートさせられるような、ふかしぎな響ひびきだった。

　その旋せん律りつが何条もの鎖くさりと化して、男に絡からみついたような錯さつ覚かくがした。

　刺客がビクンと震ふるえて、直立不動の体勢になる。顔を歪ゆがめ白目をむいたかと思うと、そのままうしろに昏こん倒とうして動かなくなった。あっというまのできごとだった。

（これは……）

　シーフォは反射的に空を見あげた。果たして、地上から二メートル離れた宙ちゆうの空間が裂け、中から白いものがずるりとこぼれ落ちてきた。べたんと派手に地面に叩たたきつけられるが、すぐさま立ち上がる。

　シーフォはその白い服に埋うまった少女を知っていた。

「白木！」
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「白木!?」

　シーフォは驚おどろきと喜びの入り交じった声をあげた。イサファンでの一件以来、まったく音おと沙さ汰たのなかった言葉使いの少女がそこにいる。

　生身の彼女を少年は初めて見た。意識の世界で会っていたときと同じ、妖よう精せいのような華きや奢しやで儚はかない体。愛くるしい顔も同じだ。たしかに白木だ。

　だが、少女はシーフォの声を完全に無視した。焦しよう燥そうにかられた面もちで立ち上がり、くるりと反転して走りだす。取り残されたシーフォは啞あ然ぜんとしたが、彼女の目的に気づき、慌あわててあとを追う。白木は一対複数の戦いを繰くり広げているアインを目指していた。

　走る白木の口から、あの多た重じゆう旋せん律りつが紡つむぎだされる。彼女は一人で、あの複雑な和音を作りだしていたのだ。神しん技ぎとしか思えなかった。

　少女は嵩かさのある服をたくし上げ、およそ娘むすめらしからぬ格かつ好こうで走った。やはり服に遊ばれてよたよたしているが、必死に走っていることは見てとれる。旋律の中にときおり混じる痛々しい高音は、たしかに悲鳴だった。

「アイン！」

　白木が叫さけぶ。残り二人の敵の斬ざん撃げきをアインはよけ、振ふり返った、その一いつ瞬しゆんあとだった。轟ごう音おんとともに、彼を爆ばく心しん地ちとして地面がえぐれる。土ど砂しやとその上に乗っていた人間が塵ちりのように吹き飛んだ。光も音もない、ただ突とつ風ぷうが放射状に生じ、数十メートルは離れていたシーフォまでもが、風ふう圧あつに倒たおれる。

　すぐに風はやみ、体を起こしたシーフォが見たものは、半球状にえぐれた地面と、その中心に憮ぶ然ぜんと浮うかんでいるアインの姿だった。白木はすぐ側でへたりこみ、ぜいぜいと息をしている。これは術を使ったせいというよりも、単に走りなれてないために息があがっただけのようだ。

（体が浮いている？）

　ぽかんとした顔でシーフォは青年に近寄り、半球の縁ふちまで来ていきなり見えない壁かべにぶつかった。おかげで顔面をしたたか打つ。

「あ？　あれ？」

「違うよ、シーフォ。これは円球状の結けつ界かいみたいだ。まったく派手にやってくれるよな」

　アインが球の中から苦笑して言う。彼は半球の中心ではなく、球の中心に固定されていたのだ。胡座あぐらをかいて、この珍ちん事じにも動じないところは彼らしい。

「結界……」

　シーフォは反はん芻すうしながら考えた。言葉くらいなら聞いたことがある。だが、彼の知っている魔ま除よけの結界などとはまったく異なった、物理的な現げん象しようを伴うものは初めてだった。

　よろよろと白木が寄ってきて、短い旋律を口にした。途と端たん、宙ちゆうに浮うかんでいた青年の体がすっと穴に落下して、彼もしたたか背中を打つ。アインは腰こしをさすって呻うめきながら、

「いててて。助けてもらってなんだけど、お手て柔やわらかにお願いするな」

「ごっ、ごめんなさい。大だい丈じよう夫ぶ？」

「大丈夫だよ。ありがとう」

　うろたえて尋たずねる白木に、穴の底からアインは笑ってみせた。シーフォの知らない、優しい笑みだった。




　一息ついたところで、さっそくシーフォは謝った。

「白木、ごめんね。ずっと呼んでも返事がなかったから心配してたんだ」

「気にしないで、こちらの計算違いだから。あなたの力を過小評価していたわ」

　にっこりと微笑ほほえんで、さきほどの取り乱した様子も見せず、白木は答えた。

「もう平気なの？」

「ええ。昨日まで寝ねていたけれど、もう現場復帰できます」

「でも、ほんとうにごめん。きみの忠告を聞かなかったばかりに……」

「そうね、もう少し自じ重ちようしてほしかったわ。あれでけっこう探知されたはずよ。あなたの存在はそこかしこに知れ渡ってしまった」

　ほんのわずかに顔を曇らせて白木は言う。シーフォは罪ざい悪あく感かんに悄しよう然ぜんとした。そこへアインが興味津々のていで尋たずねる。

「一体、誰だれに知れわたったんだい？」

「アミュールの末まつ裔えいを狙ねらう異い端たん能力者は多いんです。過去の粛しゆく清せいの記録がありますから。一か月前、ケムル島での最初の力の放出で、彼を見つけることができたのはカリミアだけでしょう。でも、イサファンでの爆ばく発はつはかなり大きかったし、大陸内ということもあって、多くが気づいたはずです」

「危ないかな」

「いいえ、今はそれほどではありません。覚かく醒せい後ごは探知するのが難むずかしくなります。捜さがそうにも並み大たい抵ていの者では探知できないでしょう」

　白木の言葉に、シーフォはきょとんとして聞き返した。

「覚醒って？」

「力の制せい御ぎよができるようになることよ。あなたのアミュールの力を操あやつる精神はとても不安定だった。でも、私がしばらく離れているあいだに、しっかりと固定したようね。自分が自分であることを認めている」

「それは、うん、そうだね……認めた」

　自分に頷うなずきかけるように少年は答える。あれは誰のものでもない、自分自身の力。自分がどうにかしなければならない力なのだ。それを見た白木が微笑んだ。

「だから、感情の激変で力を放出してしまうなんてことはなくなったはずよ。さっきみたいに、あなたの心が攻こう撃げきする体勢に入らないかぎり」

「ああ、それだけど、なんか力が弱くなっちゃったみたいなんだ。イサファンでのときは凄すごいパワーがあったのに」

　シーフォはまじまじと自分の手のひらを凝ぎよう視しした。そのおかげで肉体の蒸発なんて事態を、再び招かずにすんだのだが。

　白木はころころと笑った。

「それは当然だわ。制せい御ぎよとはすなわち、エナジイの垂れ流し状態を抑おさえることだもの」

「エナジイの垂れ流し」

　目を円くしてシーフォがおうむ返しに言うと、少女はおかしそうに頷いた。

「ええ。放出するエナジイの量のかげんができないのよね。エナジイ容量からみると、あなたのもともとの力は弱いわ。制御できないせいで、一度に大量のエナジイを放出できただけなの。でも、それはとても危険な状態だった。

　ふつう異い端たん能力者は、自分の力に幼いときから親しんでいるから、誰に教わらなくても自然に制御ができるわ。でも、あなたは、父親に力を封じられていたので、十四になるまで力を使ったことがなかった。精神が力についていけなかったのよ」

　そう説明してから、白木はシーフォの反はん応のうを一いち瞥べつした。予想したとおり、少年は彼女の言葉に愕がく然ぜんとした表情でいる。彼女は今、少年の父親について語ったのだ。

　少年が捜さがし求めていた、アミュールの血の行方ゆくえを捜す鍵かぎとなる人物について。

「ユリアン殿下のお許しが出ました、あなたの父親について語ることを。今、聞きたいですか？」

　語調を改め、静かに、ゆっくりと白木は尋たずねる。シーフォは無言のまま、何度も頷いた。少女は瞼を閉じて語りだした。

「あなたの父親は、生まれたときからカリミア皇家のもとに庇ひ護ごされていました。とても心の優しい方だったと聞きます。そして、とても繊せん細さいな方だったとも。彼はカリミアの庇ひ護ご下にあることに疑問を抱いて、二は十た歳ちになったとき、皇こう宮きゆうを出ていきました」

「誰も止めなかったの？」

「それが約束ですから。あなたたち一族を束そく縛ばくはしない。それから五年後、彼は再びカリミアに戻もどってきました。そして、我らが皇こう帝てい陛へい下かに、息子に封ふう印いんを施ほどこして南海に逃にがした、だが私の力では十四年がやっとだ、息子をあれから守ってほしい、そう頼たのみ、お亡なくなりになりました」

　淡々と語る白木の言葉に、シーフォは目を見張る。

「お亡くなりって……理由は？」

「彼も力の制御ができていなかったのです。陛下の計らいで我々言葉使いが覚かく醒せいを手伝いましたが、それが裏目に出てしまいました。覚醒も自分でできない、カリミアに寄き生せいしている自分の存在意義が分からないと、彼は皇宮を出ていったそうです。でも、ついに覚醒できず、力を放出しすぎて命を落としました。異端能力者の力の源は生命エナジイです。需じゆ要ようと供きよう給きゆうの平へい衡こうラインを超過して使用すれば、そのまま命に関わってきます、お気をつけなさい」

　冷れい厳げんな白木の忠告に、シーフォは身み震ぶるいした。もし、あのまま覚醒できずにいたら、自分は二十歳を待たずに死んでいたかもしれないのだ。しかも、衰すい弱じやく死し。なんと悲しい死に方だろう。父であった人は死んだ。制御できずに。なぜ、覚醒できなかったのだろう。なぜ、自分自身を認めてあげられなかったのだろう。

　少年の心を読んだのか、白木はふっと寂さびしげな表情を見せた。

「あなたの父親は、息子に自分の轍てつを踏ふんでほしくなかったのね。だから、カリミアから離そうとし、力を封じた。一いつ生しよう涯がい、封ふう印いんできるものならば、それならそれでよかったのだろうけど。彼は力の本質を理解していなかったんだわ」

　シーフォは口を結んだ。そして、一生懸命考えた。カミリア皇太子が父親の話を許可した理由は、自分が力の制御に覚醒できたからだ。彼が夢の中で言った、アミュールの末裔であることを納得するとは、こういうことだったのだ。父である人は納得できなかったから。二の舞にはしたくなかったから。

　十四年前、ほんとうの父親は自分に封印を施ほどこして南海に逃にがした。そして、力尽きた。しかし、彼はなにから逃げたのだ？　あれから守ってほしい。あれとはなんだ？

　あれ。

（オイデ）

（オイデ、私ノモトニ）

「あれか！」

　反射的にシーフォは声をあげた。白木とアインがきょとんとする。

　彼はあの声から逃げようとしていたのだ。いや、あの声を求めてカリミアを出たに違いない。夢ゆめの中でカリミア皇こう太たい子しはなんと言っていた。あれは血のなす声だと。血のつながった父親が同じ声を聞いていたとしてもおかしくない。

　そして、なぜか逃げた。遠く、メラミ諸島のケムルまで。だが、声はどこまでも追いかけてきた、息子の自分にまで誘さそいかけてきたのだ。

（あの声はなんなんだ。一体、誰だれの声なんだ！）

　ばっと、シーフォは白木の両手首を乱らん暴ぼうに摑つかんだ。

「白木、あの声の正体を教えてよ！　あれは一体、誰の声なんだ！　ぼくをずっと誘っている。でも、どこに行けばいいのか分からないし、なにをすればいいのかも分からないんだ。君たちはあの声の正体を知ってるんだろう、白木！」

「シーフォ、やめるんだ」

　興こう奮ふんのあまり食いかかったシーフォを、アインがやんわりと押しとどめた。我に返った少年が慌あわてて手を離すと、白木の白い手首にはくっきりと手形が赤く残っていた。

　少女は星月夜の下でもはっきり分かるほど、蒼そう白はくになっていた。額に脂あぶら汗あせをにじませ、がたがたと震ふるえている。まなこを見開き、まるで恐ろしいものを見たか、高熱を出しているのかのようだ。自分の腕うでで肩かたを抱いて縮こまる白木を、アインはそっと抱き寄せた。

「シーフォ、この子は『言葉使い』だ。あんまり『あの声』と言わない方がいい」

「え……」

「その言葉が含む情報があまりにも大きすぎて、この子の容量を越したんだろう。言葉使いは『情報』を扱あつかう反面、『情報』そのものには弱いはずなんだ」

　アインの説明が理解できなくて、シーフォはただ呆ぼう然ぜんと青年にすがりつく白木を見つめた。彼女が至るところにつけている黒い珠たますべてが、カチカチと小こ刻きざみな音をたてている。その音が見えない薄うすいヴェールを形成し、彼女を防ぼう御ぎよしているような幻覚に捉とらわれた。

　不可解な面もちのシーフォに、アインは説明を補足する。

「言葉使いというのは情報を操あやつることができる一族なんだ。異い端たんの中でも異端の力だよ」

「その、『情報』って言葉の定義がよく分からないんだけど……」

「俺おれだってよくは知らないよ。彼らに言わせると、世界はすべて情報で構成されているんだとさ。現げん象しようというのもエネルギーが情報で形作られたものだそうだ。俺たちも情報でできている。言葉使いは物体や現象を構築する情報を、『旋せん律りつ』として視みることができるんだよ。だから、『旋律』をもってして物体や現象に干かん渉しようすることができるというわけだ。分かった？」

「ううん。なにがなんだか、さっぱり……」

　シーフォは恐きよう縮しゆくして否定した。だが、白木の小鳥のような美しい声と、さきほどのふかしぎな一人和音が、『旋律使い』という通り名を表わしていたのだ、それだけは理解できた。アインは苦笑すると、

「ともかく、不用意に意味深な言葉をぶつけない方がいいってことだな。普ふ段だんの会話でこうはならないはずだけど、接せつ触しよくしていたし、それに」

「それだけ意味が深かったってことだね」

　ああ、と青年は頷く。彼の腕の中で震えている少女を見て、シーフォはうなだれた。力の制御ができるようになったとはいえ、やはり白木を傷つけてしまった。

（ぼくはなにも知らない。知らなすぎる）

（こんなこと、もう繰り返したくない、無知はいやだ）

「ところで、さっきの話だけど、何がシーフォを誘さそってるって？　あ、ごめん」

　びくんと震える白木に詫わびながら、アインが尋ねる。シーフォは少し躊ちゆう躇ちよしたが、少女の様子が変わらないのを見て、説明を始めた。自分をどこかにいざなっていること。物心つく前から聞こえていたこと。ライラに入ってから声が強くなったこと。そして、今は聞こえなくなってしまったことも。アインは少し考えると、

「聞こえなくなったのは覚かく醒せいしたからじゃないかな。呼び声のぬしは予想がつく」

「やっぱり……フェリム・フェシア？」

「たぶんね」

　しばらく三人の間に沈ちん黙もくが流れた。シーフォは頭をフル回転させて考えた。では、これから自分はどうすればいい。力は制御できるようになった。生みの親の話も聞いた。これから、カインを見つけて、カリミアへ行って──それから、どうする？

（父はあの声から逃にげようとしたのだ）

（あの声は黄よ泉みから聞こえてくるのだろうか）

　フェリム・フェシアは太古に死んだ人間だ。その声が現在生きている人間に聞こえるというのは、どう考えてもおかしい。自分の末代までああやって誘うのだろうか。

（なんのために？）

　知りたい。

（ぼくはもう逃げない。ぼくがぼくであることから、もう目を逸そらしたりしない）

（確かめてやる。あの声を、あの誘いの意味を）

「行こう、イサファンへ」

　少年は立ちあがった。決心は固く、もう揺らいだりはしない。たとえ、自分にどんな罪つみがあろうとも、自分が自分であることを否定しない。そう決めたのだ。

　ぐったりとしている白木を抱きあげ、アインは頷いた。

「とりあえず、そうだな。でも、もう一つ厄やつ介かいごとが増えたみたいだ」

　楽しげに言うアインの視線を追って、シーフォは眉まゆをひそめた。彼らを襲おそってきた刺し客かくの骸むくろが転がっている。

「誰なんだろう、この人たちは……」

「さあねえ。ま、シーフォにデリスアージアへ行ってほしくない人物がいるってことだな。たとえば、ライラ国王に孫まごがいたなんて思いたくない人とか」

　何気ない調子でアインに言われ、そこでシーフォは初めて、王おう孫そんであるというのが考えている以上に面めん倒どうなことではないか、と気づいたのであった。

　シーフォは困こん惑わくした顔を、じっと死体に向けていた。




　次の日の夜更け、二人はクル・デバンという荒こう野やの、小さな池に寄き生せいしている小さな村までたどりついた。あのまま河沿いの街かい道どうを行けば、徒かちでも一日あればイサファンに着いたのだが、その途と中ちゆうには十二の町村がある。どこもかしこも金貨百枚のお札は立っていて、目立つ容よう姿しのシーフォはあっというまに群衆に囲まれてしまった。そんなすったもんだを三つの村で繰くり返し、いいかげん厭いやになった二人は、少し遠回りだが荒野を迂う回かいしていくことにしたのだ。それでも、明日の昼にはイサファンに着くはずだ。

　白木は襲しゆう撃げき者しやのことを調べにカリミアに帰っていたが、今は戻もどっている。アインに言わせると、空間移動ができる能力者はめったにいないそうだ。言葉使いや魔ま法ほう使い、一部の特殊能力者、そして純じゆん粋すいなアミュールなどがそれに当たる。高級道どう士しなんかは制限された距きよ離り内で可能な者もいるという。シーフォがちょっとした思いつきで、カリミア皇家の人は？　と尋たずねたら、

「あー、彼らもできたはずだよ。でも、カリミア皇家は能力者とは違うからなあ」

　などという返事がきた。それは幾いく度どか聞いたことだが、なにが違うかと尋ねても口ごもって唸るだけで、結局アインも分からない様子だった。白木に聞いたら、今度は卒そつ倒とうしてしまった。それ以来、尋ねていない。

　彼らは村のそばの森の中で、火をおこした。村には入っていきたくないからだ。街かい道どうの村で手にいれたパンや干し肉を食べて、さっそく白木が本国から仕入れてきた情報を聞く。

「おそらくは、ライラ国王サラフィン三世の姪めい、サリダ・ガレ・バンドゥスの手の者と思われます」

「姪ってことは、シーフォの母親の従い姉と妹こか」

　アインの問いに白木は頷うなずく。

「彼女はバンドゥス伯はく爵しやく夫人なのですが、その息子マルクート・ガザ・バンドゥスには王位継けい承しよう権けんがあります。王女アリーシュに第一位、その息子に第二位、マルクートは第三位で、ほかに王族はいません。バンドゥス夫人は息子を溺でき愛あいしています。先日、王宮の占せん星せい師しが予見して以来、伯爵家はばたばたして、傭よう兵へいなどが多数出入りしている模も様ようです」

「そのマルクートはどんな奴やつだい。世間知らずの道楽息子なんて言うんじゃないだろうねえ。ばかな息子ほど可愛かわいいって言うけど」

「それはご安心を。とても利発な青年です。勝気で少しわがままですけど、愛あい敬きようという程度ですから。年は二十四で、カリスマとは縁遠い人格ですが、いい素材です」

「誰にとって？」

　そうアインが聞くと、白木は小こ悪あく魔まの笑みを浮かべた。

「じゃあ、決まったな。息子を王位に就つけたい伯爵夫人のしわざということで」

「はい、たしかです。私たちが視みましたし」

　それまでじっと報告を聞いていたシーフォが、眉み間けんにしわを寄せて言った。

「ぼくはライラの王子になる気はないし、そのマルクートという人は王さまになりたいんでしょう。なんの問題もないじゃない」

「そう、なーんの問題もない。ただ、相互理解ができてないだけさ」

　気楽に答えるアイン。ならば話は早い。理解しあえばいいのだ。

「じゃあ、話に行こう」

「無ぶ事じたどり着いたらな」

　シーフォも気楽な性格であった。吞のん気きな結論を出す二人を白木は見つめていたが、

「では、私はこれ以上手助けするわけにはいきません。ライラのお家騒そう動どうにカリミアが関与しているわけにはいきませんから」

　事務的な口く調ちようで言う。そんなとき、シーフォは彼女が自分に善意で協力してくれているのではないことを、改めて思い知る。好意は持っていてくれるだろう、だが、その前にカリミア皇家の遣つかいとして自分に接している。彼女の意志はカリミア皇家──おそらくはあの皇太子の意志、彼を通さずに接しはしない。いつもは忘れているが。

　他人に心を捧ささげるというのはどんなものだろう。従属して、他人の意志が絶対というのは、どんな心境だろう。あの皇太子が死ねと言ったら、白木は喜んで死ぬのだろうか。

　あの皇太子は、白木のような存在をどう思っているのだろう。他人の命を握にぎっているとはどんな心地がするだろうか。そして、彼は白木以外にも多くの命を背負っている。それが王の権利、王の義務。

（人一人の死さえ、ぼくは自分を支えられなかったのに）

　ふいに、白木が立ちあがった。村の方をじっと凝ぎよう視ししたまま動かない。怪け訝げんな顔で二人も視線を投げた。

　寝ね静しずまっているはずの村が、なにやら騒さわがしい。明りはなく、話し声も聞こえないが、大勢の人間の気配がする。たくさんの人が足早に動き回っているようだ。息をひそめて、忍び足で。ぴりぴりした空気が肌はだに伝わってくる。

「火を消して」

　白木の命令に慌あわててシーフォが焚たき火びを消す。アインが尋ねた。

「刺し客かくか」

「いいえ、あれは村人です。村でなにかあったみたい」

「巻き込まれると厄やつ介かいだ、身を隠かくそう」

　三人は手近な茂みに身を隠して、目と鼻の先の村を監かん視しした。

　村の騒さわぎは収まるどころか、さらに大きくなっていくようだった。靴くつ音おとが乱れ交い、緊きん迫ぱくした雰ふん囲い気きが張り詰つめる。シーフォは村の空気を敏感に感じとった。緊迫を構成しているものは、人々の疲ひ労ろう、悲しみ、怒り、そして殺気だ。

　胸が苦しかった。息いき詰づまるような重苦しい空気が、荒こう野やの真ん中の小さな村を取りまいている。傍かたわらのアインと白木を見る。二人は冷静だった。なにものも見逃さない炯けい眼がんで村を凝視している。

「白木、なにか聞こえるか」

「……泥どろ棒ぼうです。村人の中から泥棒が出たようです」

　アインの問いに彼女は答えた。村から紡つむぎ出される情報を読んでいるのだ。

　泥棒と言う言葉に、カインが、河か賊ぞくになってしまったカインがオーバーラップした。

「泥棒を捕つかまえるのか……」

　そう呟つぶやいて、シーフォが唇くちびるを嚙かんだときだった。

　村の一角から悲鳴が上がった。金切り声が夜よ闇やみを裂さく。物がぶつかり、砕けるけたたましい音が響ひびき、どたどたと駆かけ回る大勢の靴音が続く。

　悲鳴は一つではなかった。四、五人のものだ。実際に村を駆け回る人数はその四倍はあるはずだが、残りの声は聞こえない。雄お叫たけびや怒ど号ごうでも聞こえていいはずなのに、ただ、驚きよう愕がくの悲鳴だけが荒こう野やに響き渡る。

「泥どろ棒ぼうの家の寝ね込こみを襲おそいました。追い立てています」

　白木が淡たん々たんと説明する。シーフォははらはらと、闇に沈む村を見守った。明りが一つもつかない。声は悲鳴だけ。異い様ような雰ふん囲い気きに戦せん慄りつが走った。

　悲鳴が恐きよう怖ふの色を帯びる。村から五人の影かげが飛びだした。こちらへ向かってくる。悲鳴をあげているのは彼らだった。そのあとを大勢の影が追いたてる。無言のまま、彼らのあとを追う。ひたひたと、必死ではない。どこかに追い込もうとしているようだ。

　なにか様子がおかしい──少年が訝いぶかったと同時だった。村と森の中間辺りまで来たところで、バキバキと枝の折れる音とともに、追い立てられる者たちの影が消えた。どうやら落し穴に落ちたらしい。

「やった、捕つかまえた」

　シーフォは形ばかりほっとした。だが、心の中には不安が渦うず巻まいていた。泥棒はいけない。取り返すなら別だが、人の物を勝手にとるのは、いけない。彼らは罰ばつされるべきだろう。本来ならそう被ひ害がい者しやに肩かた入いれするはずだ。

　だが直感的に、シーフォはこの異様な雰囲気の意味を理解していた。

「制裁します」

　白木の言葉が現実離れした単語に聞こえた。

　穴はかなり大きいもので、五人がちゃんと入れるようにあらかじめ掘られていた。追手は穴を囲むと、間かん髪はつを入れず周囲の土を掘り起こして埋うめだしたのだ。

　一度聞いたら一生耳から離れないだろう、恐きよう怖ふに満ちた絶ぜつ叫きようが響ひびきわたる。

「生き埋めにする気だ!?」

　信じられないといった面もちで、シーフォは小さく叫さけんだ。人々は黙もく々もくと、貧しい農耕器具で穴を埋め戻もどしている。星光に照らしだされた顔は、冷たく、感情の凍こおりついた面のようだった。彼らの心境はそこからはなにも見てとることはできない。

　シーフォはとっさに飛びだそうとした。だが、アインに引きずり戻される。

「アイン、どうして！」

「シーフォ、これが制裁だ」

　アインの言葉にはっとなる。制裁、その言葉が重くのしかかってきた。

「よく見ておけ、これがこの村の制裁だ。彼らは半はん端ぱな気持ちでやってるんじゃない」

「で、でも、見殺しにするなんて！」

「必死なんだ、彼らも」

　くぐもった声が穴から流れてくる。慄りつ然ぜんたる低い呻うめき声が、地中から聞こえてくる。

「この荒野で生きていくために、泥棒を許してはいけないんだろう。今年は特に疫えき病びようが流は行やっているらしいから。制裁は余よ所そ者ものが関わってはいけない」

　シーフォはうつむいた。掟おきてを破った者には制裁を。それはケムルでも同じだった。現に自分はカインに制裁を与えるためにここまで来たのではないか。

（でも、でも……）

　土は穴を埋うめ尽くした。人々は感動の欠けた面もちでシャベルを擲なげうつ。そして、盛ったばかりの柔やわらかい土の上を踏ふみしめた。ぎゃっとか、ぎゅっとか、蛙かえるが踏みつぶされたような音が、地中から洩もれた。

　穴のあった形けい跡せきが消えるまで踏みしめると、人々はやはり無言のまま、村へと帰っていった。これから彼らはわが家に帰り、ベッドの上で眠りにつくことだろう。そして、明日にはこの事件を忘れて、日々の生活に戻もどるのだ。一家族がいなくなったことを、誰も口にしない。そうして、闇やみから闇へと葬ほうむりさる。

　それが制裁の結果だ。

　爪つめが食いこんで血がにじむほど、シーフォは固く拳こぶしを握にぎった。四し肢しが震ふるえているのが自分でも分かる。興こう奮ふんが鼓こ動どうを速める。

「なんで、こんな──盗みくらいでこんな仕打ち……」

　絞しぼりだすように言ったシーフォに、白木は憐あわれみの眼まな差ざしを向けた。

「ライラは富んだ国だわ。でも、それは国家レベルの話で、人口の八十パーセントを占める農民層は貧困に喘あえいでいるの。国家と領主の二重搾さく取しゆに、役人の収しゆう賄わい、貴族層・僧そう侶りよ層の横行──この国の統とう治ち形態は腐ふ敗はいしている。農民は一日を食べていくのがやっとで、盗みを許しておける状じよう況きようではないの。食い扶ぶ持ちを減らすため、老人や赤ん坊の口べらしなんかも日常行われているわ」

「ソゾンじゃ、とりあえず海の幸があるからな。貧しいほど子供生んで増やして、働き手にするけど、絶対量がないんじゃあ……」

　アインが言葉を引き継つぐ。

　シーフォは思いだした。最初の村で女が言った言葉の意味を。子供がほしい。あの背に負われた乳ち飲のみ子は、これから殺される予定の子供だったのだ。

　この国は貧しい。

　そして、この国を治めているのは自分の実の祖父である。

　命を預あずかる者の義務と権利。

（ぼくにも責任があるのだろうか。国王の実じつ孫そんということだけで、責任があるのだろうか）

（ぼくはぼく一人の命だけでせいいっぱいなのに）

　膝ひざを抱かかえ、シーフォはうずくまったまま動こうとしなかった。

　ライラの夜は更ふけていく。
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　ライラ王都、デリスアージア。街まちの北端に位置する王おう宮きゆう、ポルゼハータ宮きゆう殿でんにほど近い一角に、クレジール騎き士し侯こうの館やかたはある。平民層の住む下町と一線を画かくした、王侯貴族の屋や敷しきが密集している区域だ。旗本であるクレジールの館は、広大な荘しよう園えんを抱かかえ爵しやく位いを持つ貴族の館に比べると、数段見劣りする。王宮ばりの豪ごう華か絢けん爛らんな邸宅の並びに、こぢんまりとした小さな館が間ま違ちがえたように建っているのだ。家の中も、主人の軍人気質がそのまま表われていて、簡素な造りになっている。華美な調度もなく、貴族にしては慎つつましい生活をしているようだった。

　派手さはないが、悪あく趣しゆ味みなきらびやかさもない。召使いの数も少なく、家庭的な温かい雰ふん囲い気きがあって、最初は場違いなところに来てしまったと狼ろう狽ばいしていたハービルたちも、四日目になるとすっかりなじんでしまった。老人の厳げん格かくな性格には閉口したが。

　エイランは丸二日間、昏こん睡すい状態にあった。河か賊ぞく襲しゆう撃げきの晩、セゲジの村からイサファンへ平ひら船ぶねは引き返し、混乱のどさくさに紛まぎれて彼らはクレジールの家へと連れていかれたのだ。まあ、シーフォは河に落ちた、アインはそれを追った、エイランは倒たおれるしサジリは錯さく乱らん状態、この状じよう況きよう下かで残された者にとれる手段はほかになかっただろう。しかも、残った二人はパケンとハービルである。意見がまとまるはずがない。よって、促うながされるまま、クレジールの館で世話になっていたのだ。

　そして、河賊襲撃の日から四日目が訪おとずれる。

「ほらほらっ、むだなてーこーはやめるんだっ。おとなしく俺おれと一いつ緒しよに寝ねようぜ、ハニー」

「誰がきさまなんかとっ。あたしは起きるんだ、ええいっ、放せ！」

　羽毛の布ふ団とんが敷しかれたベッドの上で、今日もエイランとパケンの大おお騒さわぎが始まっていた。

「じゃあ起きていいかどうか調べてやるよ、さあ、その服を脱ぬいで」

「下心まるだしで言うな！」

　パケンに両手首を押おさえられたエイランは、ばたばたと暴あばれて振ふり解こうとしたが、三つ年上の彼の腕わん力りよくにはかなわない。第一、まったく力が入らないのだ。

　二人はけっこうな体勢だったが、エイランにとって幸いなこと──パケンにとって不幸なことに、客室にはさらに三人のメイドが控ひかえていた。パケンの手に負えない場合、彼女たちがエイランを押さえこむことになっている。

　パケンはエイランをベッドに突つき倒たおすと、ふかふかの枕まくらを押しつけた。

「なら、おとなしく寝てろよ。俺はおにーさんからおまえのこと頼たのまれたんだからな」

「あたしは兄さんの方が心配なんだ。もう四日も経たつのに連れん絡らくがないなんて……！」

　エイランは唇くちびるを嚙かみしめた。シーフォを追っていったというアイン。失神した自分をパケンなんかに押しつけて、行ってしまった兄。

（あたしだけの兄さんだったのに……）

　とても悔くやしかった。とても寂さびしかった。たしかに、剣けんで貫つらぬかれて河に落ちたシーフォを助けにいく方が道理だろう。理り不ふ尽じんな怒りだ。だが、割り切れないものがある。

　クレジール夫人に与えられた絹の寝着の上から、少女は胸を押さえた。

　四日前と比べてかなり希うすく小さくなったものの、まだ赤々と残る痣あざ。打だ撲ぼくで内出血した痕あとのような、破は裂れつ形状の赤紫の痣が胸にある。なぜこんなものが浮うかびあがってきたのか分からなかった。物にぶつかった覚えはないのに。

（これは、シーフォがオハラの剣を受けた場所と同じだ）

　彼女はその直後に失神した。鋭するどい痛みが胸から全身に広がり、得体のしれない、まったく突とつ然ぜんの痛みに心臓と神経がショックを受けて、失神したのだ。運が悪ければショック死していたかもしれない。

（なんであたしが）

（まるで、シーフォと同調したようじゃない）

　アインは彼女の失神の原因を知っているような口ぶりだったという。彼がオハラの力を吸収したことといい、今度のことといい、もはや単なる体質では納なつ得とくいかなかった。

（兄さんはなにか隠かくしている。あたしたち兄妹に関するなにかを！）

「あのおにーさんのことだぜえ、心配ないさ。おまえは自分のことを心配してりゃいいの」

「あんたなんかに分かるもんかっ。あたしは起きる、もうどこも悪くないっ」

「じゃあ、胸、見せてみろよ」

　そして会話は堂々巡りするのだった。メイドたちはくすくす笑って二人を眺ながめている。

　そこへ扉とびらが開いて、呆あきれ顔のハービルとしかめっ面つらのクレジールが入ってきた。

「飽あきずによくやるな、おぬしらも。声が屋や敷しき中に響ひびきわたっておったぞ」

　憮ぶ然ぜんと言うハービルに二人は顔を見合わせ、それから互いにそっぽを向いた。青年は肩かたをすくめると、

「オハラの目もく論ろ見みが分かったぞ」

「ほんと？」

　エイランが聞き返す。ハービルは彼女の世話をパケンに任せると、クレジール家の図書室にこもって本を読みふけっていたのだ。ちなみに、彼やパケンが与えられた部へ屋やはエイランのいる客室とは比較にもならない、使用人の空き部屋だった。待たい遇ぐうの違いに二人は気づきながらも、愚ぐ痴ち一つ言わなかった。サジリも使用人の部屋で、一人軟なん禁きんされている。

　人差し指を立て、ハービルは断言する。前もって彼から説明を受けていたクレジールが、メイドたちに退室するよう命じる。ハービルは胸を反そらして話しだした。

「オハラ・カインは世界に散らばったアミュールの末まつ裔えいを集めているのだ。王宮召めし抱かかえの高級道どう士したちの調査書によるとだな、ここ数年、レムダリア河流りゆう域いきに明らかにアミュールの力を持つ者が集まってきている。オハラもその一人に違いない」

「集まってなにする気なのさ」

「義ぎ賊ぞくをやっておったではないか。まあ、これは自分らの正義の誇こ示じ、民衆の支持を得るためのアジテーションと考えてよろしい。資金集めも兼ねてるみたいだがな。彼らの本意は、しかしながら、別のところにある。それは、アミュールによる世界支配の復活だ」

　クレジールが苦虫を潰つぶしたような顔になった。彼は武人にありがちだが、道士や魔ま法ほう使つかいなどの異い端たん能力者を排はい斥せきしたがっている。ましてや、アミュールなど忘れられた種族、血ち塗ぬられた過去の遺い物ぶつであるはずだ。シーフォがアミュールの末裔と知らされただけでも不快なのに、世界支配などとんでもない話だ。時じ代だい錯さく誤ごもはなはだしい。

「フェリム・フェシア──いや、ラー・カレディア王の血を引くシーフォは、恰かつ好こうのシンボルであるわけだ。オハラはシーフォを必要としている、アミュールの帝国を築きずくために」

「そんな、ばかばかしい」

　間かん髪はつを入れず、エイランは反論した。

「だって、昔はいざ知らず、アミュールの末まつ裔えいの力は大したもんじゃないんだろう？　高級道どう士しの方が力は上だって言ったじゃないか」

「そうとも。だから、シーフォが必要になるのだ。あれはフェリム・フェシアの血を引いている。最強のアミュール、彼の受け皿となる資質があるのだ。分かるか、奴らはフェシアを復活させようとしておるのだ。転生させようとしている」

「じゃあなんだ、シーフォはやっぱり生まれ変わりだったてーのか」

　パケンが指摘すると、ハービルは難むずかしい面おももちになって、

「一概には言えんのだが……おそらく、生まれ変わりというしろものではないと思う。なにかが必要で、なにかきっかけが必要で、それさえあればフェシアは転生する──奴らはそれを嗅かぎつけたに違いない」

「なにかってなによ」

「それが分かれば苦労しないわい。吾わが輩はいが四日間、不眠不休で調べてここまでだ、あとはオハラにでも聞くがいい」

　とがめるように聞くエイランに、青年はぶっきらぼうに言い放った。

「吾が輩はもう少し調べてみる。パケン、おぬしも手伝ったらどうだ、女にかまっとらんで。それとも字も読めんか」

「なにーっ、俺おれは商家の息子だぞっ。沿えん海かい語ごよりこっちの言葉の方が読めらあっ。おしっ、手伝ったろうじゃねえか」

　あっさりとハービルの挑ちよう発はつに乗って、息巻きながらパケンは部へ屋やを出ていった。うるさいのが消えてくれて、エイランはほっとする。そして、クレジールが居残っているのに気づいた。

　彼女がきょとんとしていると、老人はつかつか歩み寄ってきて、

「お嬢じようさん、つかぬことを尋たずねるが」

　お嬢さんなどと言われた試ためしがないので、エイランは目を円くする。

「そなたたち兄妹きようだいはどこの生まれなのかな」

「う、生まれ？」

　老人の真しん摯しなまなざしに、少女はどぎまぎした。なんでそんなことを尋ねるのか聞き返すこともできない、威い圧あつ的なまなざし。四十年以上の歳月で築きずかれた、軍人の目だ。相手に反論を許さない。エイランは焦あせりながら答えた。

「えっと、えーっと、北から流れてきたって兄さんは言ってたから、たぶん、カリシンハラだと思います」

「たしかなことか」

「それはどうか……ソゾンにたどり着いたのは私が五つのときです。カリシンハラがキマに滅ほろぼされたのが十三年前で、その後、三年くらいカリシンハラ難民が隣りん国ごくに流れつづけたって言いますから、きっとそうだと」

　自分の出生のことを彼女はあまり知らない。それはソゾンの下町にいた孤児の大半に言えたことで、ハービルなんかは生まれた土地も年も分からないのだ。そして、彼女も深く気にしようとは思わなかった。

「父君のことは覚えているかね」

「いえ、生みの親のことはまったく。兄さんは多少覚えてるかもしれませんが」

　上目遣いに答えるエイランを尻目に、クレジールは考えこんだ。

（間ま違ちがいない、この兄妹はカリシンハラの出身だ）

（そして、少なくとも王族の血が混じっている。ならばあの若者の体質も、この少女の昏こん睡すいも納なつ得とくがいくというものだ）

（なぜなら、カリシンハラの王族は──）

「東には変わった体質の人間が多いんです」

　彼の心を見すかしたように、エイランは言った。

「だから、兄さんの体質は変なんです。でも、決して危害を加えたりしませんから、安心してください」

　老人の質問の理由を勘かん違ちがいしたようだ。彼が能力者を排はい斥せきしたがっているのを感じとったのだろう。エイランが必死の面もちで訴うつたえるのを見て、クレジールは心の中で微笑ほほえんだ。

「それは分かっている。手数をかけたな、お嬢さん」

　老人は冷れい厳げんな顔つきのまま、部屋を出ていった。部屋から一気に緊きん迫ぱくが消えるのを感じて、エイランはどっとへたりこんだ。心臓に悪い老人である。

（兄さん、早く来てよう。あのじーさんにつきあってたら心臓が幾いくつあっても足りないよ）

　それにしてもあの老人は一体なにを聞きたかったのだろう。エイランは首を傾げたが、それ以上考える気にはならなかった。

　クレジールが去ってからすぐに、こっそりとメイドの一人が入ってきた。彼女はひどく周りを窺うかがいながら、おどおどと、

「お嬢さまに伝言が来ております」

「伝言？」

　エイランは飛び起きた。まさか。

「たった今、屋や敷しきの前で若い男性に呼び止められまして、これを渡してほしいと」

　そう言って彼女は結んだ文をエイランに渡すと、そそくさと出ていった。たぶん口止めされたのだろう。

　はやる心を抑えて手紙を開くと、兄の名が目に飛び込んできた。やっぱり。嬉うれしさにエイランは今までの不当な怒りをけろりと忘れて、食い入るようにそれを読んだ。彼女は兄から字を学んでいたので、誰だれに手伝われずとも読めたのだ。

『エイラン、緊急事態が生じた。そちらの館やかたに行くことはできないので、南町の第五アベニューにあるムンドル広場へ、今日の正午、一人で来てほしい。くれぐれも他人に悟られないように。アイン』

　南町は、デリスアージアを二分するレムダリアの支流の向こうに広がる平民街である。エイランは手紙を握にぎりしめた。緊急事態とはシーフォ絡がらみのことだろう。一体、どうしたのだろうか。

（行こう）

　エイランは即そく断だんすると、ベッドから降り立った。じっとしているなんてできないたちである。身軽な服を見つけて着替えると、彼女はこっそり窓から館を抜ぬけだした。病み上がりのせいか、ずっと待ちわびていたせいか、彼女はまったく手紙を疑わなかった。彼女は兄の字を覚えていなかったし、どちらにせよ、その手紙は代書屋が代筆したものだったのだ。




　ムンドル広場は簡単に見つかった。正午の時報にはまだ少しあるだろう。

　内陸の玄関口と自負するライラは、外国の商人も数多くいる。彫ほりが深くピンクの肌はだや希うすい色の髪かみの国民の中をエイランが歩いても、さほど目立つようなことはなかった。

　色鮮あざやかなモザイクの広場の中央に噴ふん水すいがある。デリスアージアは上下水道が完かん備びされていて、レムダリア河の恩おん恵けいを十二分に利用していた。通りも整備されている。巨大な城じよう壁へきからも街はあふれて、内陸文化の華と称されるこの街の人口は、軽く五十万を越しているだろう。

　噴水の縁ふちに腰こし掛かけて、エイランは行き交う人々を観察した。女も男も、小さなフェルトでできた円い帽ぼう子しをかぶっている。着物もフェルトで作られたものが多く、男はフェルト製のベスト、足首で絞しぼっただぶだぶのズボン、フェルト製の靴くつを履はいていた。女もフェルト製のカーディガンを羽織り、前掛けのような色とりどりの布を腰から垂らしている。そして、必ずといっていいほど、左の足首に金の輪をはめているのだ。あれはなんの印だろうかと、彼女は訝いぶかった。

　訝ると言えば、明らかに外国人と分かる者も、一様に小さな金のリングを紐ひもで首から垂らしている。なにかのまじないだろうか。自分一人がなにもつけていないので不安になる。

　そのとき、幸か不幸かその意味を教えてくれる者が現れたのだ。ぼんやりしていたエイランの腕うでを、誰だれかがぐいっと引っ張った。

「お嬢じようさん、あなたは神を信じてませんね」

「なっ、なに？」

　突とつ然ぜんの非難に仰ぎよう天てんして振ふり返る。そこには、鐘かねを象かたどったらしい不ぶ格かつ好こうな白マントをまとった男がいた。エイランがうげっと思ったのは、彼の頭は河童かつぱ刈がりで、それが長い顔にまったく、ひじょうに似合っていなかったからだ。

　男はエイランの腕を摑つかんだまま、一方的に捲まくしたてた。

「あなたは外国人です。神を信じてない。それはいけません。このままでは地じ獄ごくに堕おちてしまいますよ。神は信じる者のみを救います。なぜなら、信じない者には救う価値がないからなのです。永遠楽土は選ばれた者の土地です。不道徳な人間は立ち入ることを許されません。我が神を信しん奉ぽうしない外国人は地獄に堕ちるのです。しかし、我が神は慈じ愛あいの神、隣りん人じんも愛せよ、おお、この世を友愛といたわりで満たせよ。救きゆう済さいの機会はすべての人間に与えるというのが神の教えです。あなたは生まれてから今日まで、神を崇あがめることを怠おこたってきました。でも、それは布ふ教きようが行き渡らなかった我々の過失でもあります。よって、あなたには今までの怠りを謝しや罪ざいする機会が与えられるのです。よろしいですか」

　男はマントの中から例のリングを取り出した。間近で見ると、鉄かなんかに金きん箔ぱくが張ってあるだけのちゃちい代しろ物ものである。彼は誇ほこらしげにリングを見せびらかすと、

「これは免めん罪ざい符ふです。これを身につけることによって、あなたの今日までの不ふ敬けい虔けんな生活は贖しよく罪ざいされるのですよ。さあ、これをお買いなさい、さもなくばあなたは地獄に堕ちます。これは人間が生きていくための当然の義務なのです。たかだか──です。たったそれだけの献けん金きんで、あなたは救われるのです。さあ、さあ！」

　うひゃあ、とエイランは声をあげたかった。これはもう、言葉の暴力に近い。一方的に早口で喋しやべられ、彼女はめまいがする思いだった。ライラの金銭感覚は分からないが、男の提示した金額はかなりのもののはずだ。一いつ介かいの奴ど隷れい売人に払える額ではない。大体、払う義務なんてあるわけないのだ。ライラの国教は、近年内陸に勢力を張りだしたという、一神教のディグニ教だ。その権力と財産は、一国の王にも匹ひつ敵てきするらしい。

　家の中に十指にあまる神さまがいるソゾン市の生活に慣なれたエイランには、神は困ったときの気休めで呼ぶ相手である。パケンではないが、寺の中で供く物もつを干ひ涸からびさせているだけの存在でしかないのだ。彼らの考えには到とう底ていついていけない。

　周囲の者も憐あわれみの目を向けながら、関わりを持つまいと足早に去っていく。触さわらぬ神に祟たたりなしだ。

「あ、あたし、別にいーです。地じ獄ごくだろーと天国だろーと」

「なんと無責任な！　きみの罪は子し々し孫そん々そん、拭ぬぐい切れぬ汚お濁だくとなって残るのですよ。あなたは自分の子供に罪つみを負わせたいのですか」

　ああ言えばこう言う。初めは圧あつ倒とうされていたエイランも、次第に腹がたってきて、頰ほおを引きつらせながら反論した。

「あたし、子供作りませんから。ご心配なく」

「いけません！　女の幸福は結けつ婚こんと出産にあるものです。それは神を侮ぶ辱じよくする行為です。生めよ、増やせよ、この世を満たせよ──それに、たとえ子孫がいなくとも、あなたの罪はあなたの来世まで続いていくのです。汚けがれない、清き来世を望むのなら──」

「えーいっ、うるさい！」

　とうとう堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れて、エイランは男を突つき飛ばした。力が全然入らないので、男はよろめいただけだったが、見るまに顔を真っ赤にして、

「あなた、聖せい職しよく者しやを突き飛ばしましたね！　私を侮ぶ辱じよくしましたね！　なんということでしょう、聖職者を汚すとは死にも等しい行為です。おお、神よ、この愚おろかな娘むすめにあなたの死の贖しよく罪ざいを。あなたの罪つみは重い、死のみがこの罪を償つぐなうことができるのです！」

　男の怒ど号ごうは最後まで続かなかった。いきなり横あいから拳こぶしを鳩尾みずおちに入れられ、うーんと唸うなると失神してしまったからだ。

（た、助かったあ……）

　エイランはどっと疲つかれが出て、座り込こみたい気分だった。この男に捕つかまったことこそ地じ獄ごくに堕おちたも同然だったのだ。まさに地獄に仏、心底感謝しながら、聖職者退治をしてくれた人物を見、そして飛び上がった。

「オ、オハラ！」

　反射的に逃にげようとするが、一いつ瞬しゆん速くオハラの手がエイランを捕つかまえる。坊主の力とは断然違う。手首を摑つかまれただけで、全身の力が萎なえていった。

「おとなしくしろ。坊主を殴なぐったことが教会にばれたら、ここにはいられなくなる。この街では聖職者は貴族と同じだ。さあ、早く歩け」

　一応筋の通った言い分に、エイランは顔を強こわばらせながら頷うなずいた。たしかにこの場を早く立ち去りたかった。聖職者より河か賊ぞく相手の方がいいに決まっている。

「で、でも、あたしは待ち合わせが……」

「俺おれの名はカインだ。アインもカインも同じようなものだろう」

　そう低い声で囁ささやいたオハラ・カインに、エイランはやっと手紙は罠わなだったのだと気づいた。冷静に考えてみれば、あの兄が『緊きん急きゆう事態』などとわざわざ書くはずがない。自分の失敗に彼女は歯ぎしりした。カインは少女を引き擦るように歩きだした。

　エイランが連れていかれたのは、狭せまい小道が縦じよう横おう無む尽じんに走る下町だった。石造りの共同住宅の一角に二人は入る。暗い小さな部へ屋やを抜けて続きの間に入ると、部屋は急に明るくなった。共同の中庭に面しているためだ。

　一見はごく普ふ通つうの民家に過ぎなかった。調度品もそこそこあり、生活の臭においもある。ただ、壁かべに一列に座り込んでいる数人の若い男たちの存在が浮ういていた。十人もいるだろうか。みな沈ちん黙もくしたまま鋭するどい眼光をエイランに向けている。メラミ諸島の人間もいれば、黒人もいる。ライラ系の顔も見えた。よく見れば、オハラの顔立ちは純じゆん粋すいなメラミのものではない。もっと彫ほりの深い、大陸系のそれだ。

　エイランはびくびくしていたが、決してそれを表に出そうとはしなかった。毅き然ぜんと顔をあげて、男たちを見返す。彼らから立ちのぼる異い様ような気迫に吞まれそうになるが、彼女は負けなかった。

「こいつが例の男の妹だ」

　オハラが淡たん々たんと言う。壁の一人がゆらりと立ち上がったので、エイランは思わずあとずさった。頭を摑つかまれ、顔を覗のぞきこまれる。男はのそのそと喋しやべった。

「効きいておらんな。我々十人の力を相手に、よう頑がん張ばっとる」

「言ったとおりだろう、ゼネ。こやつの兄は同志の力を吸収してしまうふしぎな体質だった。もっとも、この娘は無力化しているようだがな」

　二人の会話にエイランは悟った。ここにいる人間はみなアミュールの末まつ裔えいなのだ。すっと背筋に冷たいものが走る。

「シーフォの蓋ふたの役目を果たしていたらしい。どうりで感知できなかったはずだ」

「厄やつ介かいな力だの」

「なに、使いようによっては有効な力だ。シーフォの力は抑えられなかったが、平常は同志にさえ感知させなかったほどだ。道どう士し程度なら抑えられる」

　壁の男たちがぶきみな含み笑いを漏もらす。オハラの陰いん湿しつな笑みに慄りつ然ぜんとしたが、エイランはか弱い娘ではなかった。頰ほおが緊きん張ちようするのを気にしながら、不ふ屈くつな笑みを見せる。

「まったく、あたしったら運がいいね。今朝あんたたちの話をしたばっかりだ。調べる手間が省はぶけて助かるよ」

「ほう。気の強いお嬢じようさんだ」

　わざとらしく感心するオハラに、かっとエイランの頰は紅潮したが、挑ちよう発はつに乗ってたまるかとこらえた。さっきの聖せい職しよく者しやの言葉に比べれば、こんなものは我慢のうちに入らない。

「オハラ・カイン、シーフォは見つけたの」

「いーや、まださ。きみたちと同じでね。どこに潜せん伏ぷくしているものやら」

「あたしは餌えさになるのかな」

「聡さとい娘むすめさんだ。話が早くて助かるよ」

　満足そうにカインは頷うなずく。エイランは腹を据すえた。どうせ兄とシーフォには会うのだ。カインとも接せつ触しよくしなければならなかった。この事態を悲観することはない。どうやら相手は自分を殺すつもりはないらしいし、抵てい抗こうしても勝てるわけがない。ならばこのまま機会を待とう、人質という不名誉な立場ではあるが。

　エイランは手近な椅い子すに座った。その大胆な行動に壁から口笛が飛んでくる。

「おとなしく人質になってやるから、そっちも情報を出しなよ。あんたたち、フェリム・フェシアを復活させようとしているんだって？」

　その言葉への反はん応のうは速かった。いっせいに男たちが立ち上がり、ずいっと彼女に迫せまる。無言の威い圧あつと思った以上の過か敏びんな反応にエイランは一いつ瞬しゆん狼ろう狽ばいしたが、すぐにとりつくろう。

　オハラが剣けん吞のんな目で睨にらんだ。

「娘、なぜそのことを知っている」

「そ、そんなの、少し調べれば分かるよ。あたしの仲間にアミュール学者がいて、そいつが推論したんだ。フェリム・フェシアが転生するとき、新たなるアミュールの時代がくる。そうでしょう」

　挑いどむように言うエイランに、男たちは互いに視線を交わすと、やはり黙だまったまま壁かべに戻もどった。オハラの顔からは薄うすら笑いが消えていた。じっと少女を凝ぎよう視しすると、

「おまえは思った以上に頭がよさそうだ。たしかに、我々はフェリム・フェシアを転生させようとしている。エルヴィラ王国が滅ほろんで以来、虐しいたげられてきた我々の、アミュールの末まつ裔えいとしての当然あるべき権利の復活のために」

「権利？」

「アミュールは優れた種族だ。この世界の支配者となる権利と義務があるのだ。民衆を腐くさりきった王おう侯こう貴族の愚ぐ昧まいから救えるのは、アミュールをおいてほかにはいない。予言通り、我々の時代が来るのだよ、お嬢さん」

「エイランでけっこう。あんたの言い分を聞くと、さっきの坊主の言葉と重なるよ」

　皮肉たっぷりにエイランは言い返す。オハラは豪ごう快かいに笑った。

「そうとも！　アミュールは神なのだ！　おまえも分かっただろう、王侯貴族より始末に悪いのが宗教屋だ。あれを一いつ掃そうしなければ、民衆は貧困から抜ぬけ出せない」

「だから、もっと質のいい宗教を押しつけるわけね。立派なやり方だこと」

　エイランは呆あきれかえって言った。

「でも、本当にフェリム・フェシアは転生するの？　シーフォはどうなるのよ」

「安心しろ、シーフォの体にフェシアの魂たましいが宿るだけだ。あの子は最強のアミュールの力と知識を手に入れ、そして、新アミュール帝国の偉大なる皇こう帝ていになるのだ。俺おれのシーフォがアミュールの皇帝に！」

　オハラは陶とう酔すいしきった表情で声高らかに言う。数日前、平ひら船ぶねの上でハービルが言ったことを思いだし、エイランは今までとは違った意味で身み震ぶるいした。

「でも、どうやって？　きっかけが必要なんでしょう」

「ああ。フェシアの『記き憶おく箱ばこ』だ」

　意外にあっさりとオハラは答えた。聞き慣れない言葉にエイランは眉をひそめる。

「記憶箱？」

「フェシアの記憶が詰つまってる箱だそうだ。それを開けられるのは彼の直系子孫だけ、その箱を開けた者がフェシアの生まれ変わりとなるのだ」

「へえ……」

　初めて聞く話にエイランは興きよう味みを持った。ハービルも知らなかったことだ。アミュールの末裔だけが知っていることなのだろうか。

「それ、どこにあるの？」

「それは俺たちには分からないさ。フェシアは死の間ま際ぎわに箱をどこかに隠かくして、子孫に取りにこさせようとしたんだ。場所は子孫たちにしか分からない。だが、たどりつけた者はいなかった。あの邪じや魔まなカリミア皇家のせいで」

　憎にく々にくしげにオハラは言い放つ。カリミアの名が出てきたところで、壁かべの男たちの気配が怒ど気きを含んだ。エイランはぎょっとしたが、そのまま質問を続けた。

「カリミア皇家がどうしたのよ」

「おまえはなにも知らないのだな。カリミア皇家が保護と称してフェシアの子し孫そんをカリミアに閉じこめていたのは、すべて転生を阻そ止しするためなんだぞ。アミュールはいつだってカリミアに踊おどらされていたのだ。分ぶん裂れつ時代も、フェシアの出しゆつ奔ぽんも狂気も、大だい虐ぎやく殺さつも、アミユールの衰すい退たいも、なにもかも！　神たるアミュールを不ふ遜そんにも翻ほん弄ろうしやがって！」

　だんっ！　と傍かたわらの木のテーブルを叩たたく。エイランは首を縮めた。すさまじい恨うらみの念だ。怨おん念ねんに近い。それほどまで彼らはカリミア皇家を憎んでいる。

　それは種族の呪のろい、歳月を経へた恨み。

　興こう奮ふんしているカインにこれ以上質問するのは危ぶまれたが、エイランは聞かずにおれなかった。

「でも、シーフォはカリミアに行くんだって言ってたよ。あんたに会ったら、次はカリミアだって」

「それはしかたあるまい。シーフォはなにも知らぬのだ。知らぬまま、あのくそじじいとがんこ親父おやじに唆そそのかされただけよ」

　鼻で笑うオハラ。

「あのケムルの族長親子が唆したのだ。俺おれはレムダリアで待ちかまえていた。案あんの定じよう、シーフォは来た。ちょっと手違いはあったが、なあに、事情を説明すれば分かりあえる。俺たちの仲なら」

　傲ごう慢まんなオハラの物言い。そこでエイランは、オリクルドはこの男に殺されたのだと思いだした。斬られた瞬間、幼い少年は何が起きたのか分からず目をぱっちりと開いていた。なぜ？　そんなもどかしい表情。恐らく、自分が死ぬのだとは理解できなかっただろう。くるくると回転し、河に落ちて沈んでいった。助けられなかった。助けにもいかなかった。

　それは、あまりにも唐突な死だった。

（可哀かわいそうなオリクルド）

（ごめん、守ってあげられなくて。ごめん、今まで思いだしてあげなくて）

　呆然とするしかなかった自分が腑ふ甲が斐いなくて、悔しくて、彼女は手のひらに血がにじむほど拳を固く握りしめた。

「……オリクルドは仲間だった。あの子を殺したあんたにシーフォが協力するもんかっ」

　鋭するどく言い放ったエイランにオハラは一いつ瞬しゆん怯ひるんだが、すぐに余よ裕ゆうの微笑を浮うかべて言った。

「するさ。あの子供は一ときの仲間だ。だが、俺は違う。赤ん坊のころからのよしみだし、俺たちはアミュールなのだ。アミュールは同族に惹ひかれる。ほかのなによりも。現にシーフォは俺に会おうとしているのだろう」

「なにも知らないのはあんたの方だよ！　あんた、ケムルがどうなったか知らないんだ！」

　自じ意い識しき過か剰じようなオハラの言葉にかっとなって、エイランはケムル騒そう動どうの一部始終を捲まくしたてた。さすがに彼も意表を突つかれた顔で聞き、話が終わったあともしばらく考えこんでいたが、

「シーフォが俺に会いにくるのは連れ戻もどすためだとしてもだ、惹かれあっているのは事実だ。理由はともかく、ここにいる者はみな、互いに惹かれあっている。同族と一いつ緒しよにいたいのだ。この絆きずなは断つことはできない。現に、おまえだってここに来たではないか」

　今度はエイランが意表を突かれる番だった。なぜ自分が話題の中に入るのか理解できなくて、豆まめ鉄でつ砲ぽうを食らった鳩はとみたいにきょとんとする。

　オハラはまじまじとエイランを見て言った。

「おまえとてアミュールであろう。アミュールはアミュールを呼ぶものだ」
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　エイランはまじまじとオハラを見て言い返した。

「あたしを懐かい柔じゆうしたかったら、もっとマシな口く説どき文句を考えることだね、ばからしい」

「おまえをここに連れてきた理由は、単に餌えさとしてだけではない。同志エイラン、きみを新アミュール帝国の最高幹かん部ぶの一員として迎えよう」

　彼女の言葉をまったく無視して、オハラは一言一言慎しん重ちように言った。差しだされた手と青年の厳げん粛しゆくな態度に、本気なのだとエイランは悟る。面めん食くらいながら彼女は慌あわてて手を振ふり、

「ちょ、ちょっと待ってよっ。なんであたしが、いきなりアミュールになるのさ。あたしにはシーフォやあんたみたいな霊れい力りよくはどこにもないじゃない」

「おまえさんの力は変わっているんだよ。相手が力を持っていてこそ、その能力を発揮する。相手の力におまえさんは共振し、そのエネルギーを吸収してしまう。貪どん欲よくな力だのう」

　さきほどの黒人ゼネが感心したていで説明した。たしかに、アインの体質を説明すればそういうことだろう。兄妹きようだいだからエイランも同じ体質である可能性は高い。だからといって、アミュールの末まつ裔えいである必要はまったくないではないか、そう彼女は憤ふん慨がいした。他人に自分のことを決めつけられるなんて許せない。

「冗じよう談だんにもほどがあるっ、あたしが無知だと思って勝手放題言ってるな。アミュールはレムダリアを越えなかったんだ、あたしはソゾンよりも北の、カリシンハラの生まれだ。どっから見ても、どう見ても、東方民族の人間じゃないか」

「混こん血けつかもしれん。俺おれもそこのゼネの家系も、流る浪ろうの果はての地で土地の人間の血と混まじった。南極圏から祖先が北上したのは何千年もの昔だ。どのような混血がいてもおかしくはない」

「そんなの証しよう拠こにならないっ！」

　エイランは怒ど鳴なりつけながら、すばやく考えを巡らした。彼らの狙ねらいはなんなのだろう。自分を味方に引き入れて、シーフォを口説く材料にするのだろうか。それとも、猫の手を借りたいほど人手不足なのだろうか。

　少女の怒ど号ごうをものともせず、オハラは淡たん々たんと言葉を続けた。

「きみからは同志の匂においがする。同じ血を持つ者の匂いがするのだ。アミュールはアミュールを呼ぶ。エイラン、きみはなぜ、シーフォと一いつ緒しよにライラくんだりまで来たのだ？　なぜ、きみはシーフォと、アミュールの王の末まつ裔えいである彼と出会ったのだ？」

　エイランは言葉を失った。それは質問というよりも断定だった。彼は声にはしないで、こう言ったのだ──すべては必然に起こったのだ。すべてはアミュール同士の血が呼びあったために、おまえたちは出会い、ここまで来たのだ、と。

　まさか。エイランは叫さけびたかった。シーフォが自分と出会ったことは偶ぐう然ぜんで、あとは成りゆきだ。それを必然とも呼ぶだろうが、自分たちが出会ったのは、たしかに偶然で……

（偶然？）

（シーフォは兄さんが拾ってきたんだ。兄さんが海で）

　アインは始めからシーフォに肩かた入いれしていた。奴ど隷れい市場の騒そう乱らんもレムダリア河北上も、進んで協力し、参加したのだ。そして彼は、自分たちの出生を多少なりとも知っている。

（知っているのだ……）

　エイランは愕がく然ぜんとした。考えてみれば、兄はアミュールに関していろいろなことを知っていた。普ふ通つうの人が知っているはずもない、アミュール学者のハービルさえ知らないことまで熟じゆく知ちしていた。なぜだ？

（兄さんはシーフォが来てからあたしから離れていった）

（あたしだけの兄さんじゃなくなった）

（シーフォのことばかりかまって）

　アミュールの血が惹ひかれあっている──そんなばかな！

「あたしはアミュールなんて知らない！　あんたたちの誇こ大だい忘もう想そうにつきあうなんてまっぴらだ！」

「娘むすめ……！」

　エイランの腕うでを摑つかみ、オハラが拳こぶしを振ふりあげたときだった。

「見つけたぞ」

　壁かべの男の一人が短く叫さけんだ。瞼まぶたを閉じ、結けつ跏か趺ふ坐ざの体勢でいた蓬ほう髪はつの男だ。彼は眉み間けんにしわを寄せ、額ひたいに汗あせをにじませながらうわごとのように言った。

「見つけた……アミュールの気け配はいだ……近い。とても近くに感じる。強い力を感じる……デリスアージアの中で……」

「シーフォか？」

　オハラは少女を突つき飛ばすと、男に駆かけ寄った。みなも真しん剣けんな面おももちで彼を囲み見る。遠視の能力を持つアミュールの末まつ裔えいは、驚おどろいて目を見張った。

「王おう宮きゆうからだ。ポルゼハータ宮きゆう殿でんから感じられるぞ」

「なんだと？　なぜシーフォが王宮なんかにいるんだ。間ま違ちがいではないか？」

　驚きよう愕がくするオハラとその一同。彼らはシーフォのもう一つの素す性じようを知らないのだとエイランは気づき、ふいに笑いたい衝しよう動どうにかられた。こいつらは何も知らない。何も分かってはいないのだ。

「あははは、あんたたち知らないんだ。おっかしーいっ」

「娘、なぜ笑う？　なにか知っているのか」

　訝いぶかるオハラに、エイランは腹を抱かかえて笑いながら言ってやる。

「だって、シーフォはこの国の王子さまなんだぜ。あんたたちが倒たおそうとしている国王の孫まごだってえのに。あはは、矛む盾じゆんも矛盾、ちゃんちゃらおかしくって」

　それを聞いたオハラたちの顔に、驚愕と困こん惑わくの入り混じった表情が浮うかぶ。エイランはなにかにとり憑つかれたかのように、甲かん高だかい声で笑い続けた。




「あら。あちらにご友人の情報が出ていますよ」

　足を止めて白木が広場の方を指し示す。アインは首を巡らした。中央広場の方になにやら人ひと垣がきができていて、その中から喚わめき声が飛んでくる。

「あの声はパケンだな。こんなところでなにやってんだろうねえ」

「ディグニの神父に捕つかまっているようです。でも、ご友人の方が優勢ですわ」

　おかしそうに白木は答える。言葉使いの正装を脱ぬぎ、一いつ介かいの商人の娘にやつした彼女の首からは、ディグニ教会への献けん金きんの証あかしである金リングが下がっていた。ちゃっかりアインも同じものをかけている。

　近づいて野や次じ馬うまから垣かい間ま見みると、確かにパケンが白マントの聖せい職しよく者しや相手にぎゃいぎゃい喚わめいている姿があった。

「おお！　では、あなたはこの世でもっとも尊いものはなんだと思っているのです」

「俺のエイランへの愛でいっ。この世でいちばん美しく、清らかで、尊いものは愛、愛こそすべてだーっ」

　胸を反そらして放言しているパケン。この場にエイランが居合わせていないのが彼は残念でならなかったが、相手に喋しやべる隙すきも与えず言い続けた。

「やい河童かつぱ野や郎ろう、よーく聞けよ。神さまはなんで男と女、二種類の人間を創造しなすったんだい？　そりゃ、愛しあわせるためだろう？　おめえのせりふだぜ、生めよ、増やせよってなあ。しかーし、その前に愛しあわなきゃなんねえだろーが。おめえたち聖職者は陰いん気きな男だけの城でなにやってんだ。こんな献けん金きん集めなんぞしてないで、神さまの言いつけを守ったらどうでい。汝なんじ、女を愛せよ。そして、俺おれも愛する。だから、俺の邪じや魔まをするなっ、エイラーン、どこ行っちまったんだよーっ」

　口達者の聖職者が圧あつ倒とうされ、たじたじになるほどの勢いである。パケンの愛の力は、なるほど、神の力を凌しのぐものであった。聖職者はとんでもない外国人を捕つかまえてしまったと悔くやみ、アインが声をかけてパケンの意識がそっちに向いたとたん、そそくさと逃げてしまった。とんでもない主張で論ろん破ぱしたパケンに、周りから拍はく手しゆが起こる。

　だが、当人は拍手どころではなかった。

「お、おにーさんっ！」

「やあ、お久しぶり。みんなは？」

　手を上げかけたアインに、いきなりパケンは飛びついた。

「おにーさんっ、エイランが消えちまったよう。一いつ生しよう懸けん命めい捜してんのに、まだ見つからないんだ。俺がちょっと目を離した隙すきに、あいつ、あいつ！」

　恥はじも外がい見けんもなく、パケンはおいおいと泣く。野次馬たちが興きよう味み津しん々しんのていで彼らを見ていたが、じろりとアインが鋭するどい一いち瞥べつを与えると慌あわてて去っていった。そして、のんびりした声色で青年は尋たずねる。

「どうしたんだ、一体。エイランが消えたって、今まではどこにいたんだ」

「クレジール侯こうの館やかただよ。アイン」

　憮ぶ然ぜんとした口く調ちようでハービルが現れた。彼はさっきの騒そう動どうの関わりあいになりたくないと、広場の隅すみに隠かくれていたのだ。

「誰だれかに呼び出されたらしい。自分で出かけていったのだから、そう心配することはないと思うがな」

「なんだとーっ！　俺のエイランにもしものことがあったらてめーの責任だっ！」

　犬歯を向いてハービルに摑つかみかかろうとするパケンを、アインが宥なだめ抑おさえる。やれやれと青年学者は肩かたをすくめた。

「それより、おぬしこそどこに隠れておった？　シーフォを追いかけたのではないのかな」

　そう言って背後にいる白木を瞥べつ見けんする。どこで捕まえてきたといわんばかりの視線だ。少女は婉えん然ぜんと微笑した。それでハービルは相手の正体に気づいた。目を円くして、啞あ然ぜんとする。

「あなたは……」

「こんにちは、お久しぶりです」

「あ、いや、どうも……そのような格かう好こうでいるのを見るのは、初めてだったので……」

　しどろもどろとハービルは弁明した。相手を軽視して喋しやべるきらいがある青年には珍しいことだった。パケンもそれに気づいて、キョトンとした顔で二人を見比べる。

「そうか、あなたがこの件に関わっていたのですか。では、我々がどうのこうのと騒さわぐ必要はなかったのですか」

「ハービル、シーフォがさらわれたよ」

　何気なくアインが言ったので、危あやうく二人は聞き逃のがしてしまうところだった。

「さらわれたあ？　おにーさんがついてたのに？」

「そ。今朝、街かい道どうの真ん中で。馬に乗った奴やつらが現れてさ、俺一人じゃ多すぎたよ。どうやらお家騒そう動どうみたいだから、白木は手が出せなかったし」

「お、おぬしという奴やつは、どーしてそんな悠ゆう長ちようにしていられるのだっ」

　半ば呆あきれ、半ば怒りながらハービルは言った。アインは頭に手をやって、

「いやあ、どうせ話し合いに行こうって言ってたことだし、連れてってもらえるならことは早いなあと思ってさ」

　いけしゃあしゃあとアインは答える。ハービルは嘆たん息そくした。この男はそういう人間なのだ。こだわりというものが欠けつ如じよしている。便利だったら敵だろうと悪魔だろうと利用しつくす。

「まあ、シーフォのことは心配するなよ。行き先も大体見当がついてるし、白木もいる。あとは俺とクレジールさんに任せてくれ。それで、エイランがどうしたって？」

「そうだった！　エイラーンっ！」

　やにわに声を上げたパケンは、少女の名を連れん呼こしながらうろうろとしだした。それを呆れて見ながら、ハービルはメイドから聞いた話をアインに話してやる。

「というわけだ。そこで、あのばかはエイランを捜さがし、吾わが輩はいはあのばかが変なふるまいをしないよう見張っておったのだ。その甲か斐いはなかったがな」

　口を尖とがらせて言うハービルに白木がくすりと笑った。青年は耳じ朶だまで赤くなり、どっと汗をかきながら恐きよう縮しゆくする。

「で、では、シーフォのことはおぬしに任せるぞっ。連絡先はクレジール侯のところな、吾が輩はあのばかについていかねば」

　口早にそう言って、ハービルは逃にげるようにその場を立ち去った。残された二人は、噴ふん水すいの前で揃そろってにこにこと微笑ほほえみながら、

「オハラ・カインだな」

「ええ。この広場で出会っています。やられましたわね」

「旧アミュールの生き残りか。なんて言ったっけ、あの集団は」

「エル・アミューリカ。大アミュール至上主義組織です。彼らの口から妹さんに、あなたたちのことが漏もれるかもしれませんね」

　少女の闇やみ色いろの双そう眸ぼうが妖しい光を放つ。アインはのんびりと言い返した。

「彼らはなにも知らないよ。なにも」

「かもしれませんね」

　同じフレーズを白木は繰くり返す。アインはそれを無視した。

「オハラはシーフォを取り戻もどしに行くかな。自分たちはアミュールの末まつ裔えいだって宣言してくれれば、白木も介かい入にゆうできるのになあ」

「そんなヘマしませんよ、彼らだって。アミュールであると宣言すれば、カリミアが介入してくることは分かっています。彼らはこの国の中で力を蓄たくわえるつもりでしょう、カリミアに対抗できるまで」

「そのためにも、フェリム・フェシアの復活か」

　アインは空を仰あおいだ。細い目をさらに細くして、からりと乾いた青空を眺ながめる。

「厄介なのが出てきたなあ。あの人はなんて言っている？」

「彼らにはなにもできないと」

「なにもさせないの間ま違ちがいじゃない？」

　白木とアインの視線が絡からみあう。言葉使いの少女は静かに微笑ほほえみ、青年は肩かたをすくめた。

「妹さんを視みている者を呼びましょうか」

　挑いどむように尋ねる白木。だが、アインは首を振ふって断わった。

「あの人が約束を守らないはずがないさ。そういう性格なんだ。それなら俺は、それを徹てつ底てい的に利用するよ」

「お利口ですこと」

「こだわる方がおかしいのさ。フェシアしかり、アミュールしかり。シーフォの父親だってなあ。『親切』はありがたく受けとっておくに限るね」

　やんわりと語るアインの目に、噴ふん水すいのしぶきが反射した陽光が映った。

　一方、パケンに追いついたハービルは、不ふ機き嫌げんに口を結んだまま並んで歩いた。ともすれば、せかせかと先に行ってしまう。エイランの名を連呼していたパケンも怪け訝げんに思い、足を動かしながら青年の顔を覗のぞきこんだ。パケンの視線にハービルは気づいて、

「な、なんだ、吾わが輩はいの顔になにかついておるのかっ」

「照れがついてる。顔が赤いぜ、学者先生よ。もしかしてあの子に惚ほれてんのか」

「じょ、冗じよう談だんではない！」

　間かん髪はつを入れずハービルは声をあげた。とうてい照れ隠かくしとは思えない強い否定に、興きよう味み津しん々しんのていでいたパケンはまごつく。

「冗談ではない、あの娘むすめはそのような対象になりえる存在ではないわ。これは緊きん張ちようと──畏い怖ふだ」

　身み震ぶるいしながらハービルは言った。そう、これは緊張と畏怖の表れ。自分はあの少女が恐ろしいのだ。プライドの高い彼でも、それはすなおに認めた。会話を交わすのがどれほど勇気のいることか、どれほどストレスのたまることか、この陽気な少年は知らない。

（相手はあの言葉使いなのだぞ）

（カリミアの庭番、世界を意のままに操あやつるカリミア帝国の第一の手先）

　養父譲ゆずりの苦く渋じゆうに満ちたハービルの顔に、パケンはますます困こん惑わくした。さきほどの愛くるしい異国の少女のどこに、大の大人を身震いさせるほどの畏怖を感じるのだろう。

（ふしぎな目をしていた）

（たしかに、威い圧あつ的な感じはしたけどなあ……）

「あの子、何者なんだい？」

「知らぬ方が幸せということもあるぞ」

　そうハービルは諭さとすが、パケンは頑がんとして聞き入れない。学者青年はため息をつくと、

「あの娘はカリミアの人間だ、アインは商用で行ったとき知り合ったと言うがな。吾が輩はソゾンで二回だけ会ったことがある。人の恋人を悪くは言いたくないが、あんまり関わりあいになりたくない一族の娘むすめだ」

（こうなると、アインがシーフォを拾ったということにも、疑問があるわい）

（あのカリミアが、そこまで計算していないはずがない）

（ならば、アイン自身も、カリミアと関係があるということか？）

（あやつ、なにを隠かくしておる？　親友の吾わが輩はいにも言わずに）

　無む意い識しきにハービルは親指の爪つめを強く嚙かみしめていた。蚊か帳やの外に置かれた自分が、蚊帳の前で大おお騒さわぎしていたのだ。中にいる人間にはさぞ滑こつ稽けいに見えたことだろう。

（カリミアが公然と出てきたなら、もう我々はお払い箱だ）

　肩かたの荷が下りたような、ご馳ち走そうを目の前で取られたような、複雑な思いのハービルだった。パケンの方はといえば、

「ええっ！　あのおにーさんの恋人おっ!?」

　などと、見当違いのところで驚おどろいている。

「だ、だって、だって、どう見ても、相手は十二、三歳じゃないか。あの、女っ気皆かい無むに等しかったおにーさんが、あんな年下の、しかも、カリミアの……」

「おぬしと同い年だよ、彼女。十八」

　ぶっきら棒にハービルは訂てい正せいする。パケンはその場に立ち止まると、あんぐりと口を開けていた。声も出ないほど驚いた様子だ。

「このことはエイランには言うでないぞ。人の恋路を邪じや魔まする奴やつは、馬に蹴けられて死んじまえ、だからな。ともかく、あの娘こそ触さわらぬ神に祟たたりなしというものだ。我々はエイラン捜しに専念していればよろしい。ふむん、それがいちばんなのだ」

　ハービルは自分の言葉に納なつ得とくすると、パケンを促うながして再び歩き始めた。




　いつのまにか眠ってしまったらしい。両手首を縛しばられてベッドの脚あしにくくりつけられたものの、緩ゆるい束そく縛ばくに緊きん張ちよう感かんは失せ、つい眠ってしまったエイランであった。自分の肝きもっ玉の太さにも感心する。

　大して時間は経たっていなかった。日はまだ高い。耳を澄ませば外の雑音が聞こえてくる。

　アミュールの末まつ裔えいは一人も残っていなかった。見張り一人いない。見張りをつけるほどの価値はないのか、それとも、逃にげ出すはずはないと高をくくったのか。

（冗じよう談だんじゃない、あたしはあいつらの仲間なんかじゃない）

　オハラとの会話を思いだしたエイランは、今ごろ胸くそが悪くなってきた。あいつらに自分たち兄妹のなにが分かるというのだ。

（出生なんて関係ない。あたしは兄さんの妹）

（あたしは仲間なんかいらない。兄さんがいてくれればいい）

（兄さんが……）

　そこまで考えて、エイランはぎょっとした。ハービルの言葉がひどくリアリティを持って心に響いてくる。

（アミュールは同族しか愛せない）

　オハラたちはともかく、彼女の兄に対する執着はまさにその状態ではないからか？

（まさか、そんな……）

（そんなの、気にしすぎだ）

　戸がきしむ音がして、エイランは飛びあがった。オハラたちが帰ってきたのだろうか。

　向こうの部へ屋やから一人の娘が顔を出した。忙しく中を窺うかがい、エイラン以外に誰だれもいないのを確認すると、そっと部屋に入ってくる。予想外の相手に、エイランはベッドの上でぽかんとその行動を見ていたが、ふいに彼女の正体に気づいた。

「あーっ！　あんたはイサファンの！」

「静かにっ」

　娘にとがめられて、慌あわててエイランは言葉を吞のみこむ。金色の豊かな髪かみ、硝子ガラス玉だまのような双そう眸ぼう、物もの憂ういまつげ──少しやつれてはいるが、たしかにイサファンで憲けん兵ぺいに父親を殺された娘である。二人は話を交わすことさえなかったが、互いのことは覚えていた。

「どうしてこんなとこにあんたが？」

「ここは私の家なんです」

　ミュリエールは口早に答えると、縄なわを解き始めた。エイランは呆気にとられながら、

「じゃあ、あんたはアミュールの末まつ裔えい……」

「いいえ、違います。あのあと簡単な取調べがあって、私が戻もどってきたときには既すでに彼らに占せん拠きよされていました。父が死んだことをどこかで聞きつけて、今日からこの家を我々のデリスアージアでの本部にすると言って」

「横おう暴ぼうな奴らだな。ちゃんと断わればよかったんだ」

　憤ふん然ぜんと言うエイランに、しかしながら、ミュリエールは悲しげに首を横に振ふった。

「そんなことできません。彼らは私と父の所属する組織の幹かん部ぶだったんです。しかたないんです。でも、あなたは逃にげてください、恩人にこんな真ま似ねしておくわけにはいきません」

「恩人って、あたしじゃなくてシーフォだけどなあ」

　少々照れながら、エイランは自由になった手で頭をかいた。それから真顔になってミュリエールに言い返す。

「でも、こんなことしたら、あんたがまずいじゃない。あたしは大だい丈じよう夫ぶ、縄を元に戻して」

　エイランの言葉にミュリエールは虚きよをつかれた表情になった。差し出された少女の手首を見て、慌あわてて首を振ふると、

「いけません！　大丈夫じゃないんですっ。私もすぐにここを離れますから、おねがい」

「二人していなくなったら怪しまれるよ。もうちょっとタイミングを計ってだね」

「今なら平気。彼らは私たちにかまっている場合ではないんです。だから、今のうちに」

　そうミュリエールは力説する。おとなしそうな顔しているが実は気の強い娘なのではと、エイランはたじろいだ。

「ここにいてはいけません。彼らはあなたを仲間にする気です。強行手段に訴うつたえてでも。さあ、早く」

「ま、待ってよ。その、なにが『今のうち』になのさ。オハラたちはどこに行ったの。あんたは一体なにを知ってるの」

　強ごう引いんに外へ引っ張っていこうとするミュリエールの手を振り払って、やっとエイランは言い返した。助けはありがたいが、無知のまま相手の言いなりになるのはごめんである。昼間、オハラの偽にせ手紙に失敗したばかりだというのに。

　口を曲げて、説明しなければ一歩も動かないぞと言わんばかりのエイランの態度に、ミュリエールは嘆たん息そくした。そして、切なげに瞼まぶたを伏ふせる。

「私は知らなかったんです。自分の入っていた組織の幹かん部ぶがあのアミュールの末まつ裔えいで構成されていたのも、組織がエル・アミューリカ──大アミュール至上主義組織の一部だったのも。あの人たちがこの家に来てから、漠ばく然ぜんと分かってきて……あなたとオハラの会話を、中庭から聞かせてもらいました。あの少年はフェリム・フェシアの子し孫そんだそうですね」

　ひどく残念な様子でミュリエールは言う。エイランは一抹の不安を抱きながら尋たずねた。

「フェリム・フェシアの神話は知ってるの？」

「ここは古エルヴィラ王国の流れを汲くむ土地ですよ。東洋人のあなたにはピンとこないでしょうが、私たちはアミュール・トルスの神話を子守歌にして育ってきましたから。彼らの悪あく逆ぎやく非ひ道どうぶりは三つの子供でも知ってます。特に、フェシアの狂気については……」

　そこまで言ってミュリエールは口ごもった。太陽神国の下で行われた霊れい能のう者しやの大だい虐ぎやく殺さつ、そして、フェシアの同族殺し。アミュール・トルスは血ち塗ぬられた歴史だ。彼女は急いで話を元に戻もどした。

「あのあと、オハラたちは長いこと話しあっていました。彼らの待ち望んでいた少年が、よりにもよって国王陛へい下かの孫まごだなんて分かって、かなりもめていました。結局、ブレインがそれを利用しない手はないって決断して──名乗りを上げさせると言ってました」

「名乗りを上げさせる？」

「正統な王位継けい承しよう者しやであると同時に、アミュールの王であることも告示させるそうです」

「アミュールの末まつ裔えいというのはあんまり歓迎されないね、この国じゃあ」

　苦々しくエイランが言うと、ミュリエールは無言で頷うなずいた。クレジール侯こうが露ろ骨こつに嫌いやな顔をしていたことからも分かる。国王側がシーフォの家系を知れば、彼らは必死になってアミュールの血を隠かくそうとするだろう。

「でも、オハラたちが勝手に騒さわいでも、もみ消されるのがオチじゃない？」

「あの少年を懐かい柔じゆうして、公の場で自分はアミュールであると宣言させるつもりなんです。オハラたちは王宮に乗りこむ準備をしています、私たちにかまっている場合じゃない、だから今のうちなんです！」

　オハラたちは王宮に乗りこみ、シーフォを説得して味方につけるつもりなのだ。あわよくば、この国をすぐにでもアミュール帝国に変えてやろうという腹なのかもしれない。そこまで考えたエイランは、驚おどろくよりも呆あきれ返ってしまった。ミュリエールからの又聞きなので、具体案があやふやに聞こえるのはしかたないだろう。無む謀ぼうな作戦に思えるのも気のせいとしておこう。だが、オハラは根本的な過あやまちを犯おかしている。それは、シーフォに国王になる気なんかさらさらない、ということだ。

（シーフォはこの国のことなんか、なにも分かっちゃいないのに）

（あの子は人を惹ひきつけるものを持ってるけど、それだけでは国を治めることはできない。今はもう、神話の時代じゃないんだ）

　おそらく、シーフォは王になることを拒こばむ。エイランには確信があった。今の不安定な精神では厄やつ介かいごとを受け入れる余よ裕ゆうはないはず。当のシーフォが動かなければ、オハラとてどうすることもできまい。

　それに、王宮にいるシーフォとどうやって接せつ触しよくできるというのだ。王宮近この衛え兵へいとお抱え高級道どう士しがうじゃうじゃいる王宮に、オハラたちが真っ向から乗りこんでも勝ち目はない。シーフォほどに強大な力があれば別だろうが。エイランはほっと胸を撫なでおろしながら、

「無謀だねえ、オハラも。乗りこんでも門前払いされておしまいだろうに。アミュールは分ぶん相そう応おうというものを知らないのかな？」

　たった一人で奴ど隷れい市場に乗りこもうとしたシーフォを思いだして、エイランは苦笑しながら言った。だが、ミュリエールは首を横に振ふって、

「あの人たちは人海作戦にでるつもりです。人を集めて暴ぼう動どうを起こさせて、王宮の目がそっちに集中している間に乗りこむんです」

「そんなにすぐ人が集まるもんか。ライラの人間がアミュールに肩かた入いれするいわれはないんだろう？」

「集まるんです。彼らは集めることができるんです」

　ミュリエールは強く反はん駁ばくした。やけに確信を持った口く調ちように、エイランはまじまじと彼女を凝ぎよう視しする。アミュールの人を従わせる力を使ったとしても、オハラたち程度ではたかが知れているだろう。ハービルも言っていたことだ。

「それって、組織の人間を集めるの？　あんたたちの組織はかなり大きいの？」

「え？　そ、組織自体は、そんなに大きくはないんですが……」

　エイランが聞き返すと、急にミュリエールはたどたどしくなった。うつむき加減に視線を逸そらして、唇くちびるを嚙かみしめる。腕が小こ刻きざみに震ふるえているのが分かった。まるで彼女を責めているような気がして、エイランは狼ろう狽ばいした。なにか悪いことを聞いたのだろうか。気の毒になって話題を変えようとしたときだった。

「阿あ片へんです」

「あ？」

「阿片をカタに中ちゆう毒どく者しやを集めるんです。私は麻ま薬やくの運び人で、麻薬組織の一員なんです」

　掠かすれた声を絞しぼり出すようにミュリエールは告白した。エイランは自分の目が円くなるのを感じた。ソゾン市には麻薬は流れてこない。高価すぎて手に入らないというのが現実だが、禁制の代しろ物ものであることは同じだ。特にライラでは麻薬売買の刑けい罰ばつは重い。見ず知らずに近いエイランに話すのは、かなり勇気が必要だったろう。

　そして、それだけミュリエールは切せつ羽ぱ詰つまっているのだ。

「河か賊ぞくといい、麻薬の売人といい、オハラたちも手広くやってんだねえ」

　呆ぼう然ぜんとしながらエイランは妙に感心して言った。世界を征服するにも、まず金が必要ということか。夢ゆめもロマンもないことだとエイランは思った。

「あなたも仲間になることを拒こばみ続ければ、阿片を吸わされます。中毒者は阿片を手に入れるためなら親兄弟だって売るんです。だから、早く逃にげて。あの少年だって、阿片で言いなりになってしまう」

　震ふるえる声で哀願するミュリエールの目に涙なみだがあふれた。エイランはなにも言えずに、ただ彼女のはしばみ色の瞳ひとみを見つめる。

「私は何人もの中毒者を見てきました。母は胸の病気で毎晩苦しがっていて、そのたびに父は阿片を吸わせていました。体はぼろぼろになったけど、心は安らかに死んで──でも、あなたたちは健康で、現実から逃げる必要はない。阿片は必要な人間以外には魔まの薬です。あなたたちをあんな目に合わせたくない！」

　エイランは彼女の言葉を聞いていなかった。恐ろしい考えが少女の頭を占せん拠きよしていた。

（あいつらは兄さんも仲間に引き入れる様子だった）

（兄さんは拒きよ否ひするだろう。そしたら）

（そしたら、あいつら兄さんに阿片を！）

　血が顔面から引いていく音をエイランは聞いた。
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　そこはむせかえるほど甘い匂においが充満していた。香りが空気を重くし、密度を高めている。一歩進むにも抵てい抗こうを感じる。まるで水の中を歩いているようだ。

　香りの流線が目に見える。それはゆらりと部へ屋やを巡り、静かに静かに足元へ落ちていく。そして、四方の隙すき間まから逃げ去っていった。これはなんの匂いだろう。シーフォはおぼつかない足取りで、匂いの海をさまよっていた。記き憶おくにある匂いでこれにもっとも近いものは、島に咲いていた大だい輪りんの花の香りである。強烈な甘い匂いを子供は好んで吸ったものだが、大人は見るのも嫌いやで、強く吸いこんでしまったときは半日寝ね込こむ者もいたくらいだ。あれに似ている。

（ここに長くいてはいけない。この匂いは不ふ吉きつな感じがする）

　だが、歩いても歩いても、少年の体は前へ進もうとしなかった。その場で足あし踏ぶみをしているだけなのだ。幻げん惑わくが彼を捕とらえて放そうとしない。

　シーフォは漫まん然ぜんと足踏みを続けた。そのことに気づきさえしない。香りが少年の感覚を狂わせている。嗅かぎ続けているうちに香りに慣なれ、彼はさらに強い香りを無む意い識しきに求めた。

（この匂いはなんだろう、どこから発せられるのだろう）

　ふと気づくと、足元は花に埋うもれていた。見たことのない淡あわい紅の花が、一面に敷しき詰つめられている。花畑に紛まぎれ込んでしまったかと思ったが、それは花の絨じゆう毯たんだった。この部屋は大量の花で飾かざられていた。だが、甘い香りはこの花のものでもない。

　そして、その中に、一人の娘むすめがシーフォに背を向けて椅い子すに座っていた。うつむき加減に座っているところを見ると、眠っているのかもしれない。彼女がいることにどうして気づかなかったのだろうと、シーフォは訝いぶかりながらも歩み寄った。

　年は十七、八だろうか。亜あ麻ま色いろの髪かみを二つに分け、三みつ編あみにしている。肩かたは痛々しいほど細く、うなじは何年も陽ひに当たってないかのように青白かった。静じよう脈みやくが透すけて見えそうだ。その白さは美しいというよりも、不健康の表れでしかない。ピンクのドレスで隠かくしている体も瘦やせぎすで、乙女の魅み力りよくを半減させている。

「誰だれ？」

　突とつ然ぜん、娘が口をきいた。びくんと震ふるえて、シーフォはその場に立ちすくむ。

「誰かいるの。わたくしになんの用？」

　振ふり返りもせず、娘は甲かん高だかい声で尋ねる。シーフォは深呼吸した。

「ここはどこですか。この匂いはなんですか」

　もっと大事なことを聞けばいいのに。シーフォは自分自身に叱しつ咤たした。だが、なにが大事なことだったのか、思いつかない。娘は不思議そうに答えた。

「ここはわたくしの部へ屋やです。匂いとはなんのことですか。わたくしには感じられません」

　そんなばかな。そうシーフォは言い返そうとして、椅い子すの足元に置かれた香こう炉ろに気づいた。白い陶とう器きの隙すき間まから白い煙が何条も立ち昇っている。そして、拡かく散さんされていく煙に乗って、あの強烈な甘い香りが漂ただよってくるのだ。香炉は一つだけではなく、部屋のあちこちに幾いくつも置いてあるようだった。

　部屋の持ち主は、感じなくなるほどこの匂いに慣なれてしまったのだ。

「……あなたはなぜ、こんなに花を敷しき詰つめているんですか」

「わたくしは紅あかい花が好き。紅い花が咲けば、あの人が迎えに来る。紅い──血ち染ぞめの花が咲けば」

　淡たん々たんと娘は言う。

「白い花が血に塗ぬられたらあの人に会えるのです。美しく儚はかない人よ、あの人の夢ゆめは血の夢、己の血、他人の血。我が血可愛かわいさに、他人の血で彩いろどる。しかも、他人に彩らせる。あの人は自分ではなにもやらない、なにもできない。わたくしをさらうことさえしてくれない」

　歌うように語る娘の声には陶とう酔すいの響ひびきがあった。自分の言葉に酔よいしれているらしい。

　シーフォは慄りつ然ぜんとした。なぜこの人は血にこだわるのだろう。彼女はなにが言いたいのだろう。

「わたくしは紅い花が好き。紅い花が咲けば──あなた？」

　ふと、声色が変わった。陶とう然ぜんたる口く調ちようが緊きん張ちようをはらんだものへと変化する。

　娘が立ち上がり、ばっと振ふり返る。一いつ瞬しゆん、間が空いて、シーフォは驚きよう愕がくの悲鳴を上げた。

　娘の顔は、老いさらばえた老ろう婆ばの顔だった。

　そこで、シーフォは目が覚めた。




　目が覚めたというのは適切な表現ではないだろう。彼の意い識しきは肉体にむりやり追い返されたのだ。その衝しよう撃げきで覚かく醒せいし、シーフォは飛び起きた。

　息が荒かった。心臓が高なり、興こう奮ふんしている。前にも同じ経験をした。あれはたしか、河から上がった直後のことだ。あのときも夢見が悪くて、眠りながら興奮していた。

（今のは夢だったのだろうか）

（なんという不ふ吉きつな……なんという生々しい）

　シーフォは汗あせを拭ぬぐった。ミイラのような老婆の顔が脳のう裏りに焼きついて離れない。それを追い払おうと彼は頭を振って、そして、彼らに気づいた。

　シーフォは天てん蓋がいつきの豪ごう奢しやなベッドの上にいた。羽毛の布ふ団とんなど見たことも聞いたこともない少年には、体が安定しなくて気色悪い代しろ物ものだったが、今はそれどころではなかった。

　ベッドの四よ隅すみに、揃そろいの黒衣に身を包んだ者たちが立っている。フードを目ま深ぶかに被かぶったその奥から、炯けい々けいと光る八つの目が少年を監かん視ししていた。胸に輝かがやく逆ぎやく五ご芒ぼう形けいのブローチが、彼らの身分を証あかしている。王宮召し抱えの高級道どう士しだ。

　反射的にシーフォは身構えた。彼らには見覚えがあった。少年とアインを襲おそった五度目の襲しゆう撃げき者しやの中に彼らがいた。

（ぼくは捕とらわれてしまったのか）

　シーフォはゆっくりと、そのときの模も様ようを振ふり返る。

　いつまでも暗殺に成功しない敵は業ごうを煮にやして、足がつくのを覚かく悟ごで能力者をぶつけてきたのだ。対能力者戦などしたことがなかったシーフォだが、道士の電でん撃げきを果か敢かんにも掌てのひらで受けとめ、そして弾はじき返してしまった。その反動で自分もふっ飛び、頭を打って失神。そして、ここに至る。

（アインは？）

　すばやく視線を巡らし、彼の不在を確かめた。白木がいるから大だい丈じよう夫ぶだろうが気になる。

　彼らはシーフォを凝ぎよう視ししたまま、微動だにしなかった。

　高級道どう士し。道士を生業なりわいとする者の中でも、特に力が強く質のよい技を扱あつかえる者を、もともとは示した名称である。今では、どこかの国に召めし抱かかえられている道士のことを指す。力の程度は、純じゆん粋すいアミュールや言葉使いの足元をうろちょろしているぐらいである。だが、言い換かえればそれは、一般的な能力者のうちでもっとも強い人々ということにもなるのだ。

　アミュールの末まつ裔えいで、オハラたちよりは強い力を持っているシーフォでも、勝ち目があるかは分からない。少年は力のランクなど知らなかったが、直感的に悟っていた。

（彼らも力を持っている）

（力を使うことを職業としている）

（制せい御ぎよできたばかりのぼくに、勝ち目はない）

　この険けん悪あくな雰ふん囲い気きさえなければ、いろいろと聞きたいことがあるのに。そう思うと、シーフォは残念でならなかった。カインと白木の次に出会った能力者。彼らは力に対してどのように感じ、思っているのだろう。こんな力、要いらないと思ったことはないだろうか。親を恨うらんだことはないか。

（仲間なのに）

（異い端たんの力を持った、仲間なのに……）

　悲しくなるよりも悔くやしかった。なぜ、こんな目にあわなければならないのだろう。どうして彼らは自分を軽けい蔑べつのまなざしで見るのだろう。

「……ここはどこなんですか。なぜ、あなたたちはぼくをここに連れてきたんだ」

　ゆっくりとシーフォは尋たずねる。道士たちは答えなかった。冷たい視線を四方から少年に向けるだけで、ぴくりとも動かない。シーフォは声を荒あらくした。

「サリダって人の命令か？　だったら、ぼくはその人に話があるんだ。話がしたいんだ」

　それでも黒衣の男たちは動かなかった。ここ二、三日の襲しゆう撃げきで神経がすり減へっているシーフォは、いつになく短気になっていた。道士の無視に少年は憤ふん慨がいして、ベッドから飛び降りようとする。だが、見えない壁かべに遮さえぎられ、またもや顔面をしたたか打ちつけてシーフォはひっくり返った。

「け──結けつ界かい？」

　四方を囲む道士たちは結界を張っていた。シーフォは魔ま術じゆつの檻おりに閉じこめられていたのだ。それを知って、ますます少年は腹をたてた。

（ぼくは王になる気なんかないのに、なんて理り不ふ尽じんな！）

「負けるもんかっ」

　結界の壁に両手をつき、息を整えて念じる。

（破は壊かい！）

　途と端たん、部へ屋や中にスパークが走り、バチン！　という炸さく裂れつ音おんとともに四人の道士は弾はじき飛ばされた。シーフォもベッドから転がり落ちる。

「ひゃあ！」

「なに!?　奴やつは力を完成させているぞ。報告と違うではないか」

　悲鳴と驚きよう愕がくの声が上がる。その報告はイサファンのときのものだろう。だが、同等の量だけ自分も弾はじき飛ばされているのでは、完成されているとは言いがたい。

（いてて。にわか仕込みの力じゃ、やっぱり危ないや）

　シーフォは腰こしをさすりながら立ち上がった。白木に基本的な力の扱あつかい方を教えてもらったものの、一日でマスターできたら今までの苦労はいらないのである。

（言葉で考えなさい。それがいちばんたしかで手っとり早いわ）

（言葉は意識を表わします。言葉が精神を一方向に流してくれる）

（言葉使いでなくとも、人は言葉の力にあやかることが可能なのよ）

　逃げ道を探して視線を巡らす。広い部へ屋やだった。木目の美しい床に、金の幾き何か学がく線せんが縁ふちどる白はく亜あの壁かべ。壁や天てん井じように掲かかげられた大きな絵は、シーフォには目新しいものだった。緋ひ色いろのクッションの椅い子すやテーブルなどの調度品は、込み入った細工が施ほどこされていて、ひどく高価な代しろ物ものであると分かる。天井から下がる巨大な燭しよく台だい、大きなステンドグラスの入った窓。なにもかもが初めて見るもので、こんなものが本当に人間の手で作れるのか、信じられなかった。特に窓ガラスは、道どう士しの結けつ界かいが窓にまで張ってあるのかと勘かん違ちがいしたほどだ。だが、いつまでも見とれているわけにはいかない。

（ここから逃にげなくては）

　シーフォは扉とびらに飛びついた。ノブに触ふれた途と端たんに静電気が走り、仰ぎよう天てんして飛びずさる。

「？？？」

　手を押さえ、わけが分からないといった表情でシーフォはドアノブを見つめた。すると、扉の向こうからも悲鳴が上がり、乱らん暴ぼうに扉が開く。

「きさまたち、中でなにやっているんだっ。ビリッときたぞ！」

「こ、これは殿下っ」

　怒ど号ごうをぶつけられ、慌あわてて道士たちは平へい伏ふくした。二人の護ご衛えい兵へいと老人を一人付き従えて、年若い男がぶしつけに入ってくる。そして、目敏くシーフォを見つけると大おお股またで歩み寄り、無ぶ遠えん慮りよに少年を上から下まで睨ねめつけた。

「おまえが噂うわさの、伯お母ば上うえの息子か？」

「伯母……？　もしかして、あなたはマルクート？」

　シーフォは啞あ然ぜんと年上の又また従い兄と弟こを見つめた。彼とはまったく似ていない。濃こいブラウンの髪かみ、陽ひに焼けた小麦色の肌はだ、がっちりとした体格。健康そのものといった若さあふれる凛り々りしい顔は、さすがシーフォと血縁だけあって、女たちが放っておきそうにない代しろ物ものである。そして、セピア色の双そう眸ぼうに宿る光は、未だ挫ざ折せつと屈くつ服ぷくを知らない傲ごう慢まん不敵な輝かがやきを放っていた。

　マルクートは眉まゆをひそめ、傍かたわらの老人を一いち瞥べつした。どことなくクレジール侯こうに似た老人は、なにやら耳打ちする。青年は頷うなずくと、シーフォに向き直り、

「そうだ、俺がマルクート、マルクート・ガザ・バンドゥスだ。おまえはおかしいな、俺の言葉は理解しているのに、喋しやべる言葉は沿えん海かい語ごだ。まあいい、俺も沿海語は理解できるが、喋るのは苦手だ」

「はあ……」

　シーフォは曖あい昧まいに頷く。マルクートの登場によって、なにか気き抜ぬけしてしまったようだ。

　マルクートは老人が運んできた椅い子すに腰こしを掛けた。

「おまえも座れ、少し話がしたい」

「殿下、それは──」

「うるさい！　きさまらは黙だまって控ひかえておれっ」

　道士が不平を鳴らすのを、マルクートは一いつ喝かつして黙らせた。すごすごと彼らは部屋の隅すみに下がり、あとは置物と化したかのように動かなくなる。

　シーフォは戸と惑まどっていたが、しかたがないので床ゆかに座りこむことにした。しばらくの間、マルクートは少年の端たん正せいな顔を眺ながめていたが、

「ふん、やはり本物か。偽にせ王子の名乗りが連日連夜行われておるので、化けの皮を剝はがしにきてやったのに。こうまで母上に似ておるのでは、文句の言いようがないわ」

　口を尖とがらせ、つまらなそうにマルクートは言う。彼の母親バンドゥス夫人と王女アリーシュは、実の姉妹であるかのように似ていたのは周知の事実である。

「はあ、すみません」

　謝あやまるいわれもないのに、シーフォは恐きよう縮しゆくして言った。毒気を抜ぬかれた──というよりも、平常のシーフォにようやく戻もどったようだ。さきほどの攻こう撃げき性思考が噓うそのように消えている。

（この人……誰かに似ている）

　マルクートはきょとんとして、それから笑いだした。

「おかしな奴だな、ほんとうに。その調子で母上の刺し客かくをかわしてきたとは思えん。いや、笑いごとではないな。母がいろいろとおまえに迷めい惑わくをかけたようだ。母は噂うわさどおり強ごう欲よくな女でな、どうしても俺おれを王位に就つけたくてしかたないのだ」

「はあ……」

　そんなことを言われても、相づちを打つしかないシーフォだった。それでも、マルクートという青年はなかなかの好こう漢かんであることは分かった。話に嫌いやみがなく、なんの抵てい抗こうもなく聞いていられる。

「まあ、この十何年間、世よ継つぎは俺以外にいなかったのだからな、当然俺が王おう太たい子しとなるものだと母は思いこんで生きてきたのだ。躍やつ起きになるのもむりはない。陛へい下かが退位する噂が立っていた時期だし、ふむ、むりはないよな」

　腕を組んで、一人でふむふむとマルクートは納なつ得とくしている。そう言われるとシーフォも、なるほど、むりはないと思うようになってくるからふしぎなものであった。

　青年はじっとシーフォを覗きこんだ。眉間にしわを寄せ、憮然と言うには、

「おまえ、今ごろなにしにライラに戻ってきた？　自分の王おう孫そんとしての権利を主張しにきたのか？」

「ぼくはそんなことは……」

「母は強ごう欲よくで自分のことしか考えられない勝手な女だが、おまえを王にさせてたまるかという意見には賛成だぞ。昨日今日やって来たばかりのおまえに、この国のなにが分かる？　血が濃いからといって、言葉も喋しやべれぬおまえが王になって、支持が得られると思っておるか？　いや、それは甘い考えだぞ。世の中そんなに甘くはなく、正統性にはこだわらぬものなのだ。民衆は己おのれらを理解する者を王に望む。傀かい儡らいを望むのは、爵しやく位いを持つ大貴族と聖せい職しよく者しやたちのみだ」

　淡たん々たんと語るマルクートに、シーフォはようやく腑ふに落ちた。

　この青年、ハービルに似ているのである。長々と言い聞かせるように説明するあたりがそっくりだ。文句を山のようにぶつけてくるが、なぜか嫌きらいになれない得な性格のハービル。言いたいことをずけずけと言いながら、好感の持てるマルクート。そう思うとさらに親しみがわいて、シーフォは青年の話に聞き入った。

「まあ、我がバンドゥス王家はライラ一の大貴族であるからな、そこら辺は理解できる。問題は聖職者どもだ。王家の存在をないがしろにして、教会の特権をふりかざしてやりたい放題だ。最近では国王陛下にまで献けん金きんを迫せまったというではないか。ふん、なにが神の教えだ、金の亡もう者じやどもが」

　侮ぶ蔑べつをこめてマルクートは吐はき捨てるように言うが、シーフォには聖職者の定義がよく分からなかった。それよりも、あっさりと片付けてしまった貴族の横行の方が気になる。少年はたまらず尋たずねた。

「貴族という人々について、なにが理解できるんですか。ぼくはここに来るまでいくつかの村を通ってきました。みんな、二重──二重搾さく取しゆ、ですか？　二回も食べ物やお金を巻き上げられて、とても困っていました。子供を見捨てなければならないほど、泥どろ棒ぼうを生き埋うめにしなければならないほど、みんな困ってました。国家の税だけでも重いのに、貴族たちが滓かすまでも絞りとるって。人々が困っているのに、なぜあなたたちは助けようとしないのですか」

「おまえはばかだなあ」

　呆あきれ口く調ちようでマルクートは言った。

「この国は人間が多すぎて、国王一人では面めん倒どうみきれないのだ。だから、いくつかに分けて、貴族どもに代理で面倒をみさせている。貴族どもが領りよう地ちでなにをやっているかなんて、我々が知るわけなかろう？　それだけの特権を認めているのだからな。国は決められただけの税が入ってくれば、それ以上はなにも言えん。今は王が神の子と崇あがめられた時代ではないのだ。大貴族の機き嫌げんをとり、聖職者の忠言におびえながら生きていく、哀あわれな時代だ」

　シーフォは幾度も瞬またたいた。マルクートの口調には怒りも悲哀も、皮肉さえない。彼はただ現実を事務的に述べているだけだ。それはすなわち、物事を客観的に見るのに慣なれているということ。

　自分はやはり無知なのだ。シーフォはそれを痛感した。物事の一面だけを見るのはたやすいが、上に立つ者は全てを見、そして判断する力がなければならない。今から学べばなんとかなるだろうが、その能力があり、やる気もある者をわざわざ押しのけてまですることではない。自分は別の道を行けばいい。可能性がある限り。

　マルクートは言葉を続けた。

「今は大変な時期だ。貴族はどうにか抑えられるが、聖職者はだめだ、あれは理論の通じる相手ではない。へたをすればこの国が乗っ取られてしまう。そうすれば、今よりも悲ひ惨さんな状じよう況きようになるぞ。おまえにあいつらの相手が務まるとはとうてい思えん。俺は極力平和でいたい、悪いことは言わん、王位は諦あきらめろ」

「はい」

　間かん髪はつを入れず、やけにあっさりとシーフォが頷うなずいたので、マルクートの方が今度は拍ひよう子し抜ぬけしてしまった。自分で促うながしたにもかかわらず、半信半疑の面おももちで、

「本気か？」

「はい。ぼく、もともとその気はありませんでしたから。あなたにそのことを言いたくて、デリスアージアに向かってたんです。ぼくみたいな無知な人間に資格があるとは思えませんし」

「うーむ。無知でも貴族たちの支援があればなんとかなるが」

「ぼく、税ってなんだか知らないんです」

「ううっ」

　とどめの言葉でマルクートは唸った。これはほんとうだ。

（もしかしたら、王という立場も理解してないのでは）

　実際、正しく理解しているとは言えないシーフォであった。少年はマルクートが納なつ得とくしてくれて、ようやく相互理解ができたと喜んでいた。これで問題は一つ片づいた。あとはマルクートに任せればいい。すっきりとした表情で、青年の次の言葉を待つ。

　マルクートは咳せき払ばらいをすると、

「で、では、和解したな。母上には俺おれが話しておく、二度と手は出させない。おまえはすぐにこの国をでるがよい」

「あ、それは待ってください。ぼくはここで人を捜さがさなくてはならないんです」

「人を捜す？」

　怪け訝げんな顔でマルクートは言い、そして、苦々しげに、

「それは伯お母ば上うえのことか？　あの方なら捜すまでもなく、この王おう宮きゆうにいるぞ」

「ここ、王宮なんですか」

「灯台もと暗し、母上が考えそうなことだ。母がおまえをここにこっそり監かん禁きんしたのは、王宮に召めし抱かかえられている道どう士しを全員手の内に引き入れるためだろう。人数で攻めなければおまえは殺せぬと思ったのだな」

　なんとも浅はかな女だ、とマルクートは頭を振ふった。

「俺はそういうやり方は気に食わない。選ばれる自信が俺にはあるのだ。少なくともおまえよりはこの国の将来を憂うれえているし、真しん剣けんに考えている。だから、話をしにきた。おまえが理解ある子供でよかった」

　友好の笑みを浮かべるマルクートに、シーフォも笑い返す。だが、それで円く収められては困る人間もいたのだ。隅すみにいた道士の一人がのそのそと侍じ従じゆうに近寄り、なにやら囁ささやいた。老人は顔色一つ変えず道士の言葉を聞くと、マルクートに耳打ちする。

「ふふん？　あー、そうであったな。おい。おまえ」

　面めん倒どうくさそうにマルクートは相づちを打つと、シーフォに呼びかけた。きょとんと見返す少年を、まじまじ眺ながめて言うには、

「おまえ、アミュールの末まつ裔えいだそうだな」

　一いつ瞬しゆん、シーフォは返事を躊ちゆう躇ちよした。マルクートの背後に控ひかえる道士たちの攻こう撃げき的な視線が目についたからだ。だが、噓うそをついてもせんなきことであるし、少年は他人を欺あざむくことに慣なれていなかった。

　シーフォが頷うなずくと、青年は煩わずらわしい表情で道士を一いち瞥べつしながら、

「おまえは外国に住んでいたと聞き及ぶ。この国でのアミュールに対する感情は知らぬのであろう。奴やつらの霊れい能のう者しや大だい虐ぎやく殺さつの歴史は知っているか。粛しゆく清せいの時代は知っているか。いにしえの流血の記き憶おくは世界中の霊能者に残っておるのだ。アミュールはこの大陸では歓迎されぬであろう。南の大陸では未だアミュールを信仰する野や蛮ばんな国があると聞くがな」

「…………」

「ここにおる道どう士しを始め、国中の魔ま法ほう使つかいや法ほう師しらがアミュールを悪あく魔まだの死神だのと恐れている。そこへ最近、アミュールの末裔らしき輩やからが辺境を跋ばつ扈こして人民を惑まどわしており、拍はく車しやをかけているのだ。しかも、調査に行かせた道士が何人か殺やられた」

「それはぼくじゃない！」

　すかさずシーフォは反論した。マルクートは小さく吹き出す。

「それは分かっているわ。おまえに奴らの狡こう猾かつさがあれば、こんなところにぐずぐずしてはおるまい。しかし、同じアミュールの末裔であるおまえを外に出すべきではない、必要ならば殺してしまった方がいいと、こやつらは進言してきた。母上と道士が手を組んだのも、おまえが邪じや魔まという点で利害が一致したからよ。まあ、母上には手を出す理由はなくなったが」

　殺してしまった方がいい。そのマルクートの言葉にシーフォは顔を歪ゆがめた。今にも泣きそうな顔だった。道士たちはアミュールを憎にくんでいる。遠い祖先のしでかしたことに対する憎ぞう悪おなら、理り不ふ尽じんなものだと反論もできるだろうが。

（これは代だい償しようだろうか）

（ぼくがアミュールの力で人を殺して、死なせてしまったことへの罰ばつなのだろうか）

　自分に向けられる敵意が悲しいほど痛い。むろん、彼らの仲間を殺したのはシーフォではない。だが、殺したのは彼と同じアミュールの力なのだ。そして、直接の理由で少年を憎んでいる人間はたしかに存在する。突とつ然ぜんこの世から消しよう滅めつさせられたイサファンの役人にも家族はあったはずだ。

（つらい。人に憎まれるのはとてもつらい）

（ぼくはなんということをしてしまったのだろう。こんなに憎まれるならば、ぼくが死んだ方がましだった）

（あのとき、父さんや母さんが殺されたとき、一いつ緒しよに死んでしまえばよかった）

　そうすれば、アミュールのことも、その力も知ることはなかった。少年は憎まれることに慣れていなかった。これまではアミュールの力が人との仲の緩かん衝しよう材ざいとなっていたが、今はそれこそが憎悪の源となっている。彼らに力は効かない。

　胸が痛かった。オハラの剣が貫つらぬいた部分がじくじく膿うんで、中身が溶とけているように痛かった。

（ぼくの心は腐くさっていく）

「おまえ、エルヴィラの子し孫そんだそうだな」

　ふいにマルクートがそう聞いてきたので、シーフォはぽかんとした。今までずっと『フェリム・フェシア及びラー・カレディアの末まつ裔えい』としか言われてこなかったから、すぐにはピンとこなかったのだ。水神エルヴィラはフェシアの息子と夫婦なので、たしかにそうではある。

「そうなる、と思うけど……」

「ほら、見ろ。俺の情報の方が的確だったぞ」

　自じ慢まんげにマルクートは道士たちを振ふり返った。彼らから初めて憎悪が消え、代わりに困こん惑わくの雰ふん囲い気きが広がっている。事態を把は握あくしていないシーフォに、青年は諭さとすように教える。

「アミュールは神話の嫌きらわれ者だが、エルヴィラだけは別なのだ。水を司つかさどる彼女は、内陸に生きる我々には女神として今でも崇あがめられている。ディグニ教徒がなんと言おうとな。流血の時代が終わったのもエルヴィラとカリミア皇家のおかげとも言えるから、霊れい能のう者しやたちも彼女には好意的なのだ。そうだったな？」

　最後の問いは道士に向かって放たれたものだった。不ふ承しよう不ぶ承しよう、彼らは頷うなずく。

「エルヴィラの裏切りでフェシアは結けつ界かいに閉じこめられた。ゆえに流血の時代は終わった。我々は彼女だけには感謝している。誰だれかの詩にそんなのがあったな。俺はおまえは放してもいいと思うぞ」

「でも、ぼくはそのフェシアの血も引いてるんだよ？」

「しつこい奴やつだな」

　自分に不利になることを必死になって訴うつたえるシーフォに、憮ぶ然ぜんとマルクートは言った。

「先祖の罪つみを子孫が被こうむるなんて、おまえはディグニ教徒か？　おまえにその気がないならいいであろう。俺は無意味な流血は避さけたい。おまえは死にたくない。それでいいだろうが」

　投げやりな口く調ちようで青年は言う。彼には分かっていた。フェシアの血を引く者は殺せない。カリミアは彼らを保護する義務と権利を持っているのだ。手出しをしようものなら、直接・間接、邪じや魔まが入るに違いない。そして、それはこれから彼がこの国を治めていく上で必ず不利になることだろう。ここはこのままおとなしく帰らせて、とっととカリミアに引き取らせた方が得策なのだ。それを道どう士したちは理解していない。

（愚おろかな奴やつらめ）

　心中でマルクートは後ろにいる、私し怨えんと言うのも愚かしい感情で動く道士を罵ば倒とうした。だが、シーフォには友好的な態度を崩くずしてはならない。

　だが、シーフォもまた納なつ得とくしていなかった。

「死にたくない？　ぼくが？」

　マルクートの言葉を反はん芻すうして、シーフォは疑問に思う。自分は死にたくないのだろうか。人に憎まれるのはとてもつらい。死にたいほど。そして、自分は憎まれるようなことをしてしまった。

　もう、取り返しはつかないことを。

（彼らの憎しみは消えない。ぼくは人を殺してしまった）

（ぼくは……）

　そのときだった。扉とびらが荒あら々あらしく開き、浅黒い肌はだの若者が転がりこんできた。その身なりからして貴族の息子だろう。

「マルクート、こんなところにいたのか！　天下の一大事だぞ！」

　若者はそう叫んだが、その顔は歓かん喜きに満ちている。マルクートは走り寄り、肩かたで息をしている若者を助け起こしながら聞き返した。

「なにが一大事だと」

「へへへ、おまえにとって一大チャンスがやってきたということさ。暴ぼう動どうだよ、暴動。デリスアージアのロック地区で暴動が起きているんだ。かなりの規き模ぼらしいぞ。あれはなんだな、野や次じ馬うまが便びん乗じようして商店襲しゆう撃げきに加わっているから、騒さわぎが大きくなっているみたいだ。さあ、ここでみごと鎮ちん圧あつしてこい、おまえの株は貴族の中でも上がるし、国王陛へい下かもそれだけ優秀な人材を放っておくはずがない」

　見るからに悪友といった感じの青年は、興こう奮ふんしながらマルクートを促した。彼も頷うなずいて、

「なるほど、それはいい考えだ。さっそく陛下にお伺いをたてて、鎮圧隊を組もう」

「そうこなくっちゃあ」

　二人の青年貴族は胸を叩たたきあって笑うと、シーフォのことなんか見向きもせず意い気き揚よう々ようと部へ屋やを出ていこうとした。それでも、さすがにマルクートは現状を思いだして、道士に詰つめより、そして、

「きさまら、あの子供に決して手を出すではないぞ。母上がなんと言ってもだ。きさまらがカリミアを相手にできるというならば別だがな」

　脅おどし口く調ちようでそう伝えると、明らかに動どう揺ようしている道士とシーフォを残して、未来の王太子は去っていってしまった。
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「シーフォさまが王おう宮きゆうに捕とらわれている？」

　クレジール老騎き士し侯こうはがくんと顎あごを落とした。まさか、目と鼻の先、自分が毎朝捜そう索さくの報告に上がっている王宮にいるだなんて、誰だれが思いつくだろうか。しかも、捕らわれているというのはどういう意味だ？

「どうも、シーフォに王おう太たい子しになってほしくない人物がいるみたいでねえ。ここに来るまでに何回も襲おそわれたんだよ」

　のんびりと報告するのはアイン。クレジールは髪かみの乏しくなった頭を搔かきむしった。

「なんということだ、サリダさまか！　ああ、シーフォさま、どうかごぶじで！」

「それは大だい丈じよう夫ぶだと思うよ。この白木がシーフォにシールド張ってくれたから、容易には殺せないはずだし」

　アインがそう言うと、後ろに控ひかえ気味に立っていた白木は一礼した。戸と惑まどいを隠かくせない様子でクレジールは白木を見、慌あわてて視線をそらす。すでにアインから彼女の身分は明かされている。これが噂うわさの言葉使いであると思うと、不本意ながら身み震ぶるいがし、関わりあいになりたくないと敬遠してしまうのだった。

　白木は相手のそんな態度には慣なれているようだった。感情のこもっていない微笑を浮うかべて、あくまでもビジネスライクに言う。

「わたくしどもが責任をもってお守りいたしております。彼がそれを否定しないかぎり」

「カ──カリミアは、シーフォさまを連れていってしまうつもりか」

　喘あえぐようにクレジールが聞き返すと、白木は静かに首を振ふって否定した。

「一度はカリミアへ来ていただきます。でも、それから先は彼自身が決めることですから」

「むむむ……シーフォさまがカリミアへ行かれるときは、私もついていってよいだろうか」

「ご自由に」

　クレジールは考えこんだ。彼女のせりふがほんとうならまだチャンスはあるわけだ。どうしてもシーフォに王位を継ついでほしい。かつての戦友で、さまざまな軋あつ轢れきで疲つかれ果ててしまった王のために。

　その間、白木はそっとアインに囁ささやいた。

「アイン、オハラたちが動き始めました。街に暴ぼう動どうが起きています。王宮から兵が出払った隙すきをついて乗りこむ気でしょう。人数は末まつ裔えいばかり二十三人、けっこう集めましたね。それも、あなたの妹さんが一いつ緒しよですから──」

「やれやれ、一緒に行っちゃったのか。白木、悪いけどパケンを連れてきてくれないかなあ」

「分かりました」

　苦笑しながら頼たのむアインに、白木は小さく微笑ほほえんでみせる。それはクレジールに見せた儀ぎ礼れい的なものとはまったく異なっていた。

　老人はようやく顔をあげた。

「あい分かった。しかし、まずはシーフォさまをお救いすることが先決だ。アインどの、そなたがいてくれると心強いし、シーフォさまも安心されるだろう。一緒に来てくれるか」

「いいよ、俺おれもシーフォに用があるし」

「白木どのは……」

「わたくしは待たい機きしております、外交に差し障さわることですので。でも、アミュールに関することはカリミアに一任されていることをお忘れなく」

　白木の言葉に思いっきり顔をしかめるクレジールだった。少女は一礼すると、白い幻げん影えいを残してその場から消えてしまった。老人はぎょっとするが、さすが長く生きているだけあって動じはしない。彼女は空間移動したか、亜空間に入ったのだ。気味悪そうにぶつぶつ言う。

「ふん、物音一つ立てず消えおったわ。言葉使いの技は、道どう士しらよりも派手さに欠けるな」

「そりゃあ身ぶりがないからね。でも口は動いている」

「噂うわさに聞く『歌』がなかったようだが」

「自分自身を操あやつるんだもの、わざわざ俺たちに聞かせるほど大きな声で歌わないよ」

　そう説明するアインの口ぶりに、やはり、とクレジールは確信した。悠ゆう然ぜんとしている青年を凝ぎよう視しし、そして、おもむろに切り出す。

「そなた、カリシンハラの最後の王、シー・カシガルの息子であるな」

「そうだよ。やっぱり分かってた？」

　やけにあっさりとアインが認めたので、クレジールはとっさには次の言葉が出てこなかった。飄ひよう然ぜんとしている当人よりも慌あわてて、

「わ、分かっていたとは、どういうことか」

「俺、クレジールさんに見覚えがあったんだ。カリシンハラが陥かん落らくする前夜まで王宮に招かれていただろう。父の在位十年を祝う式典の、王女代理かなんかで来ていた。外国の客人が帰って気が緩ゆるんでいたところをキマに衝つかれたから、よく覚えているんだ。俺は年ごとに父に似てきたと言われるし、すぐにばれるだろうと思ってた」

「そう言っているのは──カリミアか？」

　ゆっくりと、嚙みしめるように尋ねる。アインは答えなかった。代わりに笑ってみせる。肯こう定ていの笑みだった。




　言いたいことだけ言ってマルクートが去ったあと、人々はしばらくその場で呆ぼう然ぜんとしていた。いや、呆然としていたのはシーフォだけだった。道士たちは相変わらず少年を凝視していたが、以前のような憎ぞう悪おも敵てき愾がい心しんもその視線からは感じられない。

　彼らは当とう惑わくしていた。アミュールの末まつ裔えいであるとしても、エルヴィラの末裔となれば話は別だ。ライラ王国自体、古エルヴィラ王国の流れを汲くむことを誇ほこりにしている。

　しかし、長命だったエルヴィラの子し孫そんには、フェシアの血を引く者とそうでない者の二つの流れがあるのだ。エルヴィラ王国を支配していたのは前者で、後者は影かげの存在だった。ライラの王家は後者の家系である。

（フェシアの狂気の血が流れる者を野放しにしてよいのだろうか）

　なによりも、フェシア転生の伝説が気がかりだった。このところの騒さわぎもそれに関係しているらしいとの報告が出ている。

　とはいえど、へたに手を出すとカリミアが介入してくるだろう。そうなれば国家の恥はじだ。彼らはどう身を振ふってよいのやら見当もつかなかった。いったんギルドに持ち帰って、再考しなければならない。

「あのう、もう行っていいですか」

　ようやく気を取りなおし、シーフォは尋たずねた。道どう士しは何秒か間をおいて、怪け訝げんな目つきで聞き返す。

「アリーシュさまにお会いになるつもりか」

「アリーシュ？　あ……いえ、ぼくは、行かなくては」

「誰かを捜さがすと言っていたが」

「ええ、カインというぼくの幼なじみを捜してるんです。あと、エイランと」

「オハラ・カインか!?」

　シーフォの言葉を遮さえぎって道士が声を上げた。途と端たん、剣けん吞のんな空気が流れる。

「おまえっ、殿下のご信しん頼らいを裏切る気か」

「エル・アミューリカの手の者だったとは！」

「エ、エル・アミューリカ？　なんですか、それ。河か賊ぞくの名前？」

　いきなり大声を出されて驚き、見当違いとも言えないが、まぬけたことをシーフォは言う。興こう奮ふんした道どう士したちも、それで一気に萎なえてしまったようだ。小突きあってひそひそと話しあう。

（おい、こいつはもしかして、ほんとうの大バカではないか）

（これが演えん技ぎだとしたら、たいした奴やつだろうが）

　そうとは到とう底てい思えない。道士たちは顔を見あわすと、一人が進みでて説明してやった。

「エル・アミューリカとは、この国を乗っとりアミュールの帝国を打ち立てようと考えている組織のことだ。オハラ・カインは組織の最高幹部の一人の名前だと判明している」

「カインがアミュールの帝国を？　そんなことさせないよ、カインはケムルに連れて帰るんだもの。そのためにぼくはカインを捜しているのだから」

　事態の重要性を把握していない様子でシーフォは憮ぶ然ぜんと応こたえる。道士は首を振った。

「奴やつらはフェシア転生を願っているはずだ。フェシアの血を引くおまえを帝王に持ち上げる腹であろう」

「ぼくは王になんかなれません」

　きっぱりと少年は断言した。そう、自分は王になんかなれない。自分にはあの哀れな人人を助ける力も考えもない。彼らの恨うらみを背負えるほど、強くない。自分の罪つみさえ背負いきれないというのに。

「では、おまえはフェシアの『記き憶おく箱ばこ』について──」

　道どう士しはそう言いかけ、はっと扉とびらを振ふり返った。ほかの三人も同様に振り向くが、扉は開かなかった。訝いぶかってシーフォが覗のぞきこむと、彼らの顔は強こわばり、瞳ひとみは爛らん々らんと燃えている。

「おまえはエル・アミューリカの仲間にならぬと誓えるか」

「え？　うん、エルヴィラの名の下に誓える」

　道士の緊きん張ちようをはらんだ問いに、シーフォはすぐさま肯こう定ていした。ただならぬことが起きたのだと、直感的に悟ったからだ。道士は頷うなずき、厳然たる口調で言った。

「ならばここに誓え。エル・アミューリカが宮に侵しん入にゆうしてきた、狙ねらいはおまえだろう。ここはじきに嗅かぎつけられる。背信者と思われたくなかったら、我々についてこい」

「カインも来たの？　だったら、ぼくが説得しようか」

「ついてこい」

　それは命令だった。シーフォはなにも言い返せなくなり、釈しやく然ぜんとしないながらも頷く。

　彼らは視線を交わし、少年の手を引いて部へ屋やを出た。




　王宮は騒そう然ぜんとしていた。階下で街に出ていく武装した兵士たちが騒さわぎ、階上を道士たちが飛び回る。シーフォが監かん禁きんされていた客間は、広大な宮殿の中でも玄関口に近かったため、その様子が見てとれた。甲かつ冑ちゆうの音は次第に遠く、小さくなっていくが、能力者の騒ぎは治まりそうにない。

　王宮のどこかに鼠ねずみがいる。それは感知できるのだが、居場所となると漠ばく然ぜんとしてしまうのだ。意識が拡かく散さんされて的まとが絞しぼれない。広大な王宮を目で捜さがすには人手が足りなかった。

　シーフォは道士に導かれ、宮きゆう殿でんの奥へ奥へと入っていった。ざわめきは遠のき、静せい寂じやくが支配する空間へと入る。すれ違う人も少なくなり、さきほどまでの騒ぎが噓うそみたいに静かで、冷たく、無む機き質しつな空間だった。

　建物はどんどん巨きよ大だい化かしていくようだった。天てん井じようは目が眩くらむほど高くなり、支柱は大木のように太い。美しい丸天井。螺ら旋せんの階段。ところどころに置かれた石像は、少年の数倍はあろうかと思われた。

　幻げん想そうの世界だ。シーフォは茫ぼう然ぜん自じ失しつのていでそれらを眺ながめた。凄すごすぎる。そして、違いすぎる。どうしてこんな巨大な石の建物が造れるのだろう。どうしてこんなに美しい空間を構成できるのだろう。ケムルでは考えられない。違いすぎる。

（カインが戻もどってこないのもむりない）

　広間を抜ぬけ、柱の林立する回かい廊ろうを小走りに行く。小川の流れる庭園は階段状になっていて、宮殿の上の方まで延びていた。

　回廊半ばで、突とつ然ぜん、旋せん風ぷうが彼らを襲おそった。庭園の土つち埃ぼこりが舞まいあがり、とっさに手で目をかばってしまう。

「もらったあ！」

　怒ど号ごうが響ひびき、風が鋭するどく唸うなった。男は潜ひそんでいた庭園の茂みから飛びだすと、振りかざした剣で道士に斬きりつけた。不意を突つかれた道士は抵てい抗こうする間もなく、悲鳴をあげて倒たおれる。

「アミュールか!?」

　こんなに側にいたのに感知できなかったなんて。彼らは舌打ちした。だからアミュールは厄やつ介かいなのだ。

「エル・アミューリカの手の者か！」

　鋭するどく詰きつ問もんしても、男はイヒヒと危ない笑いを浮かべて答えない。力を引きだすため、興こう奮ふん剤ざいを飲んでいるようだった。他の道士が手で制する。

「むだだ、奴らは正体を明かしはしない。少年よ、この場は我々が食い止める。おまえは先へ進め」

「で、でも」

「エルヴィラの名の下に誓ったであろう。奥へ行け、奥へ！」

　道士の声をかき消すように突とつ風ぷうが回廊を吹き荒あれる。男は風使いだった。片手を挙げ、狂喜の声で叫ぶ。

「風よ、風神の血に従え！　悪しき者どもを吹き飛ばせ！」

「小ざかしい、たかだか末まつ裔えいふぜいが！」

　道どう士しは懐ふところに手を入れ、金の円えん環かんを取りだした。胸元で男に突き出すように持ち、気合いを飛ばす。

「むん！」

　円環がパアッと輝かがやいたかと思うと、閃せん光こうがほとばしり、光の砲ほうと化して風使いを直ちよく撃げきした。男の体がすっ飛ぶ。

「やったか？」

　一人が聞き終わらぬうちに、新あら手てが回かい廊ろうに飛び込んできた。目め敏ざとくシーフォを見つけ、

「あれだ！　あの子供だ！」

　仲間を呼ぶ敵に、道士は呆ぼう然ぜんと佇たたずむシーフォを突き飛ばした。少年はようやく我に返り、血だまりを作って倒れている道士の骸むくろに目をみはった。そして、弾はじかれたように走りだす。

　爆ばく風ふうが背をあおったが、シーフォは振ふり返らず走った。

（死んでしまった。ぼくのせいで）

　回廊を抜ぬけ、ホールを横切り、階段を上って、再び回廊を駆かける。途と中ちゆう、屯たむろする着き飾かざった女たちや、実戦向けでない服を着た衛えい兵へいたちなどとすれ違ったが、誰だれ一人少年を気にする者はいなかった。

（力が制せい御ぎよできるようになっても、結局ぼくのせいで人が死んでしまった）

（どうしてこうなってしまうんだろう。ぼくは望んでいないのに）

（ぼくが悪いのだろうか、ぼくがしっかりしていないから）

　無む我が夢む中ちゆうでシーフォは奥へと向かった。どこへたどりつくのか分からないまま走った。宮きゆう殿でんには終わりがないようで、果てしなく一直線に走っているように感じる。だが、それは錯さつ覚かくで、少年はいつのまにか上へ上へと向かっていた。

　そして、幾度目かの回廊で、不意にその声が耳に飛びこんできたのだ。

「黒くろ蓮はすの夢ゆめ、黒蓮の夢」

　場違いなまでに明るい、調子づいた声色。シーフォは思わず立ち止まった。声のぬしを捜すと、柱の陰かげに座りこんでいる者がいる。

　それは奇き怪かいな格かつ好こうをした男だった。大きく尖とがった作りものの耳をつけ、苺いちごのへたのような衿のついた原色の服を着ている。裾すそや袖そでからはくす玉が幾つも下がり、靴くつは二ふた股またに分かれた不ぶ格かつ好こうなものだった。なにかの油で固めた髪は紫に染そまっていて、海う胆にか栗くりの毬いがのようだ。背格好はシーフォと同じくらいだったが、年齢は不ふ詳しよう。彼の顔は色とりどりの幾き何か学がく模も様ようで彩いろどられていた。

　男はシーフォを一いち瞥べつし、にやあと笑った。なにか慄りつ然ぜんとする笑いだった。

「黒蓮の夢、黒蓮の夢。さあさあ、夢のお時間でございますよ。あなたさまの夢のお時間でございます」

「……誰？」

「わたくしはしがない道どう化け師しでありますです、はい。みなさまがお暇ひまなときは忙いそがしく、みなさまがお忙しいときは大いに暇な者、それがわたくしであります」

　くどい言い回しで道化師は答えた。彼は立ち上がると、優ゆう雅がに一礼してみせる。シーフォは面めん食くらって、啞あ然ぜんとその場に佇たたずんだ。

「あなたさまがお暇であれば、わたくしは忙しくなりますです。あなたさまがお忙しければ、わたくしは暇で暇でしかたがありません」

「あ、あの、暇だったら、助けてくれませんか。道が分からないんです」

　道化師の言葉に少々混こん乱らんしながらシーフォが頼たのむと、彼は大げさに目を見張って応えた。

「暇？　ええ、暇ですとも、あなたがお忙しければ。でも、あなたさまを助けると、わたくしは忙しくなります。そうなると、あなたさまはお暇にならなければなりません。お暇の方をお助けするというのは、このバカめには理解しかねることでございますです、はい」

「え？　え？」

「黒くろ蓮はすの夢ゆめ、黒蓮の夢。あなたさまも夢を見ることをお望みですか。じじいの夢は白い夢、おひいさまの夢は紅あかい夢。あなたさまには黒蓮の夢でございましょう」

　道化師はひょこいと跳ねた。そして、爪先立ちで回かい廊ろうを歩きだす。言葉の半分も理解できなかったシーフォは、しかしながら、なにかに憑つかれたように道化師のあとをついていった。ひょろひょろと道化師は歩いていくのに、いつまでたっても彼に追いつけない。まるで幻げん覚かくのあとをついていっているようだ、と思った。

「あなたは、ぼくのことを知ってるんですか」

「じじいが泣いて喜ぶお方でございますです、はい。じじいはさっさと白い夢を見たくてたまらないのですが、なにせ白い夢を咲かせる花は、めったに見つからないものなのであります」

　そう応え、道化師はにやあと笑ってみせた。シーフォは眉まゆをひそめる。

「そのおじいさんは、どうしてそんなに白い夢が見たいの？」

「じじいだからでございますよ。じじいはとかく白い夢を見たがるものであります。白い夢はお若いあなたさまには恐ろしいものでございますが、じじいには至し福ふくをもたらす天の夢でございます」

　二人の行く手には誰だれもいなかった。少年と道化師以外には生物の気け配はいは感じられない。どことなく風景が白んでいて、夢む幻げんの中をさまよっているように感じられるのは気のせいだろうか。音もなく、ほんとうにここはうつつ世だろうか。ぼんやりした日光の差しこむ廊ろう下かは、まるで質量感がなかった。

　道化師は人をこばかにした口く調ちようで喋しやべり続ける。

「じじいはわたくしに劣らぬ愚おろか者。わたくしが暇ひまなときは忙いそがしく、わたくしが忙しいときも忙しい。愚かなじじいは利口になろうとしているのであります、はい。白い夢を見たいのでございますよ」

　再び道化師は笑う。にたりと、その口が耳まで裂さけたかと思った。シーフォは幾度も瞬まばたいて、そして、自分がいつのまにかどこかの部へ屋やに入り込こんでいたことに気づいた。

「ここは……」

　愕がく然ぜんとシーフォは部屋を見つめた。そこは、夢に見たあの部屋だった。同じように紅くれないの花が床ゆか一面に敷しき詰つめられ、強烈な甘い香りが充じゆう満まんしている。

　そして、部屋の中央に、揺ゆり椅い子すに座った娘がいた。こちらに背を向けて。

　道化師は腰こし袋ぶくろを手に取ると、揺り椅子の脚あし元もとにある香こう炉ろに焦こげ茶ちやの顆か粒りゆうを流し入れた。

　つん、と匂においが強くなる。

「おひいさまの夢ゆめは紅ぐ蓮れんの夢、紅蓮の夢。見果てぬ夢から戻ることはございません」

　道化師が唄う。そこまで言われ、シーフォはようやく悟った。おひいさま、それは王女のことだったのだ。王女アリーシュ、少年の実の母親。

　では、この揺ゆり椅い子すに座る女が王女だというのか。正気を失ったという王女だと。ならば、今までの会話で出てきたじじいとは、国王のことだ。

　振り返れば老ろう婆ばの顔が──シーフォは慌あわてて首を振ふった。

「こ……この人は、どうして紅蓮の夢を見ているの」

　そう尋たずねた声は掠かすれていた。道化師は順々に香こう炉ろを回り、手を休めないで答える。

「夢を見ていれば、ほかのものは目に入らないからでありますです。うつつ世は辛つらいことばかりですから、美しい夢を見続けるのでございます。あなたさまも夢をごらんになりたいでしょう」

「え」

　道化師は背を向けていたが、シーフォには彼のあの笑いが見えるようだった。くらりと目眩めまいを覚え、少年はよろめいた。香りに酔よったらしい。

　道化師の言葉は麻ま薬やくのように脳に染しみ込こんできた。

「あなたさまには黒くろ蓮はすの夢。今までの辛いことや苦しいことがすべて消える、黒蓮の夢を」

「すべて消す？　そんなことができるの？」

　驚おどろいてシーフォは聞き返した。道化師は問いには答えず、のらりくらりと、

「白い夢はじじいの夢、紅い夢はおひいさまの夢、そして、黒蓮の夢はあなたさまの夢。じじいは黒蓮の夢では効かなくなったのでございます。哀れなじじいに白い夢をお与えになってくださいませませ、黒蓮の夢と交換に」

「黒蓮の夢……」

　道化師の言葉をシーフォは繰くり返す。ほんとうになにもかも忘れられるのだろうか。自分が犯おかしてきた罪つみも、アミュールの末まつ裔えいであることも、自分という愚おろかな存在のことも。

（誰だれかに憎にくまれるのはとても辛い）

（忘れてしまえばなにもかもうまくいくのだろうか。何もしらなかった頃に戻れるのだろうか）

（忘れてしまえば）

「誰？」

　突とつ然ぜん、王女が口をきいた。シーフォは我に返り、その既き視し感かんに当とう惑わくする。まるで夢の一幕ではないか。

「誰かいるの。わたくしになにか用なの」

「ぼ、ぼくは……」

　答えるまもなく、王女は立ち上がった。思わずシーフォは息を吞のむ。しかしながら、振ふり返った王女の容よう貌ぼうは、若々しい、ほんとうに若々しい娘のものだった。十代後半のまま、年をとるのを忘れてしまったかのようだ。

　美しい娘だった。そして、シーフォとよく似ていた。父親似であるはずの少年とこんなにも似ているということは、運命の恋人たちは同じ顔に恋したのだ。

（アミュールは同族しか愛せない）

　ハービルの言葉が耳によみがえる。

　シーフォは半ばほっとし、半ば慄りつ然ぜんとした。なぜこんなに若い。紅蓮の夢を見ているせいだろうか。あの夢の老ろう婆ばはいったいなんだったのだろう。

（この人がぼくを生んだ、ほんとうの母親）

（ぼくが分かるだろうか……）

　シーフォは考えるのをやめた。王女の異い状じように気づいたからだ。白いおもてがさらに蒼そう白はくになり、見る見るうちに恐きよう怖ふに彩いろどられていく。

　草原色の双そう眸ぼうはまっすぐに少年を捉とらえていた。

「あ──あ、あ、ああっ、あっ、あーっ！　いやああっ！」

　細い喉のどから張り裂さけんばかりの絶ぜつ叫きようがほとばしった。道どう化け師しは仰天して飛び上がり、シーフォはあとずさる。王女は頭を押さえ髪かみを振ふり乱し、暴れながら喚わめき続けた。

「いやあっ、いやあーっ！　来ないで、来ないでえ！　やめてえ！」

「これは大変、舌をお嚙かみになられてしまいます」

　道化師が言い終わるが早いや否や、シーフォは王女を抑おさえこむため瘦やせ細った腕うでを摑つかもうとした。たとえ自分を捨てた母親でも、とっさに体が動いた。

　手と腕が触ふれた刹せつ那な、突然に視界が紅くれないに染そまる。

（なっ……？）

　シーフォは息を吞のんだ。腕を通して、王女が脳のう裏りに見ている光景が流れこみ、少年の網もう膜まくに像を結ぶ。なんの前まえ触ぶれもない、唐とう突とつな意識の交感だった。

　それが新たなアミュールの力かどうか確かめるには、その映像はあまりにも衝しよう撃げき的で、なに一つ考えられなくなった。

　それは、何百人という人間がいっせいに細切れの肉片になった瞬しゆん間かんの光景だった。

　血潮が視界を染そめあげている。

（わたくしのせい）

（これはわたくしのせい）

　ぐるぐるとそのフレーズが頭を巡る。

（これがわたくしとあなたの望んだ結果）

（あなた、どこへ行くの！）

　とっさにシーフォは王女を突つき飛ばした。王女はいとも簡単に倒たおれ伏ふし、そのままぐったりと動かなくなる。

　少年は脱だつ力りよくして、その場にへたりこんだ。全身から汗が噴きだす。一いつ瞬しゆんのことだったが、彼には分かってしまったのだ。その虐ぎやく殺さつの光景が示す意味を。

　それは、少年が生まれてまもない頃のこと。

「おひいさまは紅の夢の中」

　道化師が王女を抱かかえ上げながら歌う。

「じじいの家来は皆さま死んでおしまいになられましたとさ。おひいさまは夢の中、お家来衆は皆殺し──そうなったのは誰のせい？」

　ぎらりと道化師の鉛なまり色いろの瞳ひとみがシーフォを射抜いた。少年はまなこを見開く。

（そうだ、ぼくのせいだ）

（追手から逃れるために、この人たちは呼んだのだ）

（言葉使いを呼んで、始末させたのだ）

（ぼくを守るために）

「おひいさまを救えるのは紅ぐ蓮れんの夢ゆめ。哀れなじじいは誰だれのせい？　紅蓮の夢に娘をとられた哀れなじじいは、もう疲れてしまいました。さあさあ、夢の時間でございます。白い夢の時間はもう間近」

　道化師の無情な声が耳に入って、シーフォはたまらず部へ屋やを飛び出した。

　彼が敵なのか味方なのかなんて分からなかった。ただ、言いたいことだけは分かる。この責任をとれと。

（ぼくのせいだ、みんなぼくのせいなんだ）

　彼は盲滅法に走った。ただ、あの部屋から離れたい一心で、走り続けた。

　石段に蹴けつまずいて、シーフォは倒たおれこんだ。同時に吐き気がこみあげ、その場で嘔おう吐とする。

（なぜあんなことをさせたんだ）

（悔くやむと分かっていることを、どうして！）

　自分がさせたことに恐れ、おののき、夢の中に閉じ込もってしまった王女。なんという愚おろかな。だが、世間知らずの単なる娘にすぎなかった彼女に、どうしてあの惨劇が直視できよう。

（あの人は自分のしたことから逃にげたのだ。現実から逃とう避ひしたのだ）

（逃げた──でも、どこへ？）

　紅蓮の夢は阿あ片へんの夢。しかし、逃げきることはできない。現実は依い然ぜんとしてあり続け、彼女の罪つみは消えることはない。

　胃液だけになっても、吐く衝しよう動どうは止まらなかった。苦しくて涙があふれる。

（あの人と同じだ）

（ぼくはあの人と同じだ。どうしても逃げてしまう。ぼくは自分の罪を見ようとしていない！）

　ぎりりと、血がにじむほど唇くちびるを嚙かみしめたときだった。

「こんなところにいたのか、シーフォ」

　淡々とした声が背中にぶつかった。振り返るまでもなく、シーフォには相手の名が分かる。四年前まで、毎日のように隣となりで聞いてきた声。

「カイン……」

　今はカインの顔を見たくなかった。彼さえ変な気を起こそうとしなかったならば、そう責任転てん嫁かをしてしまうに決まっている。彼さえケムルにいれば、自分はこんなところまで来る必要はなかった。あんな光景を見ることはなかった。いや、根本的なところから、アンゴリアン族の襲しゆう撃げきは防げ、養父母は死なず、力の封ふう印いんは破れなかったかもしれないのだ。

（それは責任転嫁だ、またぼくは逃げている）

（また、ぼくは……）

　シーフォは深くこうべを垂れた。そして、意を決して立ち上がり、オハラ・カインと再び対たい峙じする。

　自分の瞳がトパーズにきらめいているのを、シーフォは知るよしもなかった。
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　記き憶おくにあるカインは、まだ幼さの残る少年だった。島のガキ大将で、なにかと年下の子供たちを世話していた。力も強く、利発で、なによりも火吹きの司つかさの息子ということで、大人おとなもが彼を特別扱あつかいしたものだ。ほかの子供よりも早く大人の仲間入りをして、狩りに漁りように出ていった。

　そして、十四歳のある日、島から姿を消した。当時、族長であったシーフォの祖父を傷つけて。

　仲間を傷つけた者には制裁を。しかし、カインは次の火吹きの司、島の守しゆ護ご神しんである。シーフォは彼をケムルに連れ戻もどすために、噂うわさを頼たよりにレムダリア河をさかのぼってきた。

　そして今、少年はカインと向きあっている。四年の歳月が青年の姿にくっきりと刻きざまれていた。彼は親しげな笑みを見せた。

「このあいだは散々だったな。おまえには悪いことをした、すまん」

　事務的な口く調ちようでオハラは言う。シーフォはそれを聞いていなかった。彼の背後には、十人近い男がずらりと並んでいる。みなアミュールの末まつ裔えいだ。揃そろいも揃っていかつい体の持ち主で、彼らが百戦錬れん磨まの戦士だということが窺うかがえる。オハラなどは小さい方だ。見下したような傲ごう然ぜんたる視線に、シーフォは近寄りたくないなにかを感じとった。

　そして、たった一人、女が混まじっている──と思えば、なんたることか、あのエイランではないか。憮ぶ然ぜんと口を曲げ、めいいっぱいシーフォを睨にらみつけている。縄なわ打うたれているとか、人格を乗っ取られているとか、そういう雰ふん囲い気きはないから、彼女はむりやり連れてこられたわけでもなさそうだ。

（なんでエイランがカインと？）

　目を円くして凝ぎよう然ぜんと見つめるシーフォに、エイランはぱくぱくと口を開いてなにか言う真ま似ねをしてみせた。どうやら、兄さんは？　と聞いているらしい。慌あわてて首を振ふると、エイランは怪け訝げんな表情で首を傾かしげた。意志の疎そ通つうができていない。

　カインは言葉を続けた。

「あの子供のことは謝あやまる。故意じゃない、殺すつもりなんてなかったんだ。もう一人の子供が突き飛ばすなんて、思いもよらなかったから……」

「あれはサジリだよ。弟の。カイン、気づかなかったの」

　とがめるような口調でシーフォは言う。青年の右の眉まゆがぴくりと上がった。

「サジリ？　あのガキか？　なぜ、サジリまでこんなところに」

「きみを追ってきたんだ。決まってるじゃないか」

　シーフォの様子がおかしい。そう気づいたのはエイランだった。以前はこんな挑いどむように喋しやべる子供ではなかった。天使のような優しい笑顔が消え、代わりに暗いかげりが見える。大人びたと言ってしまえばそれだけだが、なにかこう、不健康なものを感じるのは自分だけだろうか。彼女は得体の知れない不安を抱いた。

「サジリが俺おれを？　なんのために？」

「ケムルに連れて帰るためだよ」

「ケムルになんか帰らんぞ。俺はこの地にアミュールの帝国を打ち立てるために来たんだ。大体、くそじじいを斬きった俺が島に戻れるはずがない」

　なにを言っているのだかと笑ってオハラは言い返す。だが、シーフォは首を振ふった。

「カインの制裁は軽くなったんだ。今、ケムルは大変なときなんだよ。カイン、島に帰ろう。みんなが待っている」

「冗じよう談だんじゃない！」

　突とつ然ぜん怒ど鳴なりつけられたので、シーフォは思わずあとずさった。オハラの浅黒く精せい悍かんな顔が興こう奮ふんに赤く染そまる。

「俺はケムルの人間なんかじゃない、アミュールだ。俺たちの祖先は祖国を追い出された。以来、迫はく害がいの歴史は続いている。俺たちはアミュールというアイデンティティを守るため、俺たちの国、アミュールの帝国を築きずかなければならないんだ。俺の故郷はここなんだ！」

　爛らん々らんと輝かがやくオハラの双そう眸ぼう。違う。シーフォは反射的に身構えた。目の前にいる男はカインではない。少なくとも自分の知っている頼もしいガキ大将ではなかった。

（なにがカインを変えてしまったのだろう。ぼくの知っていたカインはどこへ行ってしまったのだろう）

「シーフォ、おまえもアミュールだ。しかも、我々の中でもっとも純粋な血を引いている。帝王ラー・カレディアの末まつ裔えい、おまえには新たなるアミュール帝国の帝王となる権利と義務があるんだ」

　どこかで聞いたことがあるようなせりふをオハラは宣言すると、少年の細ほそ腕うでを摑つかんで仲間のもとへ引きずっていこうとする。シーフォは振ふりほどこうとしたが、河か賊ぞくを生業なりわいとしてきた青年に勝てるはずはなかった。

「予言は必ず成じよう就じゆされる。『フェリム・フェシアの転生とともに、新たなるアミュールの時代は訪おとずれる』、これはエルヴィラの言葉だ。水神エルヴィラを守しゆ護ご神しんとするおまえが、彼女の言葉をよもや疑いはしないだろう？　我々はフェシアの転生でいにしえの力を取り戻し、太陽神国を再さい興こうする。シーフォ、おまえはフェシアの生まれ変わりなのだ。さあ、俺たちと一いつ緒しよに行こう」

「行かないよ！」

　渾こん身しんの力をこめて、シーフォはオハラを突つき飛ばした。青年はよろめき、啞あ然ぜんと少年を見つめる。まさか抵てい抗こうされるとは思いもよらなかったのだろう。背後に並ぶ男たちがざわめいた。

「な──なぜだ？　おまえはアミュールだ。俺たちと同族なんだ。分かるだろう、俺たちは互いに惹ひかれあっている。仲間は本当に少なくなった。アミュールはほかの人間とは違う、選ばれた民なんだ。ほかとは相容れない。俺たちは一いつ緒しよにいるのが一番幸せなんだよ」

　なぜシーフォが拒否するのか分からないといった面おももちで、それでもオハラは必死に説得した。自分は一目で分かった、彼らは同族なのだと。部族よりも、それ以上に強い絆きずなで結ばれた同族たち。自分たちは一心同体の存在だったと。だから、二つ返事で仲間になった。大陸に来てアミュール帝国を再興することを承しよう諾だくした。

　なぜ、シーフォは拒否する？　自分が同族だということが分からないのだろうか。

「四年前、おまえを置いて一人で行ってしまったことを怒ってるのか？　それなら謝る。あのときは時間がなかった、迎えに行ったんだが、じじいともめて、置いていくしかなかったんだ。ちゃんと体制が整ったら迎えに行くつもりだった。シーフォ、俺たちにはおまえが必要なんだよ」

「アミュールがなんだっていうんだ！」

　オハラの頼たのみをかき消すように、シーフォは荒あら々あらしく言い放った。

「アミュールなんてぼくは嫌きらいだっ。選ばれた民ってどういうこと？　こんな力があっても人を傷つけるだけじゃないか。アミュールはみんなから嫌われてるのに、国なんか造ったって意味ない！」

「大衆にはアミュールの偉大さが理解できないだけだ。それに、崇すう高こうな理念を貫つらぬくときは、多少の犠ぎ牲せいは当たり前じゃないか」

「犠牲が当たり前の国なんて、ぼくは絶対いやだ！」

「シーフォ！」

　反射的にオハラは拳こぶしを振ふりあげたが、その腕をうしろから抑える者がいた。

「もうよせや、オハラ」

　それはゼネと呼ばれる黒人の男だった。彼はじろりとシーフォを瞥べつ見けんすると、

「おまえさんを攻こう撃げきしたという話を聞いたときから、なにかおかしいと思っておった。我々は同族を敵と見なすことなどありえん。このお嬢じようさんは不可解な点が多いからともかく──この少年はやはり、フェリム・フェシアなのだよ」

「それは前から分かって」

「いいや、おまえさんが言うのは、記き憶おく箱ばこを開けられる人間という意味であろう。わしが言いたいのは、フェシアと同じということよ。偉大なる太陽神ラー・カレディアを裏切り、カリミア女なんぞを娶めとった愚おろかな王子と同じなんだ。同族への愛に欠けている、不完全なアミュール」

　細い目の奥にあからさまな侮ぶ蔑べつの光を宿して、ゼネはそう断言した。ほかの男たちも同じ意見なのだろう。

「我々はフェシアの力と知識が欲しい。だが、必要なのはラー・カレディア王の血だ。フェシア自身はいらんわ」

「ゼネ……！」

「私し情じように走るでないぞ、オハラ」

　ゆっくりとした口く調ちようでゼネは釘くぎを刺す。オハラは押おし黙だまった。シーフォが自分たちと異を唱えるかぎり、彼は二者択一を迫られる。シーフォをとるか、帝王をとるか。だが、それは考えるまでもなかった。考えてはいけないことだった。彼がアミュールの末裔であることを自負しているかぎり。

　オハラは少年に背を向けた。もうあとには引けないのだ。ゼネは満足げに頷うなずくと、胸元に手を突つっこんで、一枚の小さな鏡を取り出した。シーフォはそれに見覚えがあった。オリクルドと共に失ったと思っていた、あの青せい銅どう鏡きようだ。火吹きの司つかさを封ふう印いんする神器が、なぜ彼らの手元に。

（オリクルド）

　あんな鏡のために落とされた小さな命が、シーフォは哀れでならなかった。過あやまちは誰だれにでもある、自分とてカインを責めることはできないのだ。

　しかし。

（多少の犠ぎ牲せいは当然だなんて、ぼくは認めない！）

「これを知ってるね、おまえさん。これは太陽神国で製造されていた、アミュール専用の錠じようだ。盆ぼんの窪くぼに埋うめると力を封ふうじることができる。これで罪ざい人にんを縛しばりつけておいたそうだよ」

　ゼネは神器を振ふってみせる。彼の口調は柔やわらかかったが、シーフォは慄りつ然ぜんと震ふるえた。穏おん和わな表情の下に、悪あつ鬼きがひそんでいるのが分かるのだ。

「おまえさんはアミュールが嫌きらいのようだから、少しばかりこれを埋めといてもらうよ」

「そ──そんなことしても、ぼくはあなたたちの仲間になんかならない！」

　ともすればゼネの年ねん季きが入った威い圧あつにくじけそうになるが、少年は勇気を奮ふるい起こして反はん駁ぱくした。だが、男はにっこりと笑うと、

「いいや、仲間になってもらわなくては困るんだよ。フェシアの記き憶おく箱ばこを捜さがし当て、開くことができるのはおまえさんだけなのだから。これがなんだか分かるかい？」

　ゼネは腰こし袋ぶくろから茶色の小ビンを取り出すと、慎しん重ちようにその蓋ふたを抜ぬき取った。途と端たん、むせかえるほど甘い匂においが漂ただよってくる。シーフォは鼻を押さえた。

（これは、あの部へ屋やにあった匂いと同じだ）

（紅ぐ蓮れんの夢ゆめ？）

「これを少し吸えばいいんだよ。そうすれば、あとは我々に任せればいいんだ。さあ」

「誰だれがそんなもの！」

　反射的にシーフォは右の掌てのひらをゼネに向かって突つきだした。それがなにを意味するのか、ゼネは重々承知している。彼は飛びずさり、オハラたちも横に飛んだ。

　少年の掌にエナジイが集中し、光の玉が生じる。そして、急激なインフレーション、光が膨ぼう張ちようする。

　そのとき、呆ぼう然ぜんと佇たたずんでいたエイランを誰かが突つき飛ばした。あっ──とよろめき、膨張し始めた光にそのまま飛び込んでしまう。

　少女の体が光に触ふれた刹せつ那な、激しくスパークが飛び散った。まばゆい閃せん光こうがほとばしり、空間がモノクロになる。轟ごう音おんとともに突とつ風ぷうが吹き荒あれた。

「うわっ！」

「ひゃあっ！」

　オハラやゼネをはじめ、その場にいた全員が爆ばく風ふうにひっくり返った。シーフォまでもが吹き飛び、ごろごろと転がって近くの石像にぶつかる。

「ちゅ、中和したのか？」

　誰かが驚きよう愕がくして叫さけんだ。エイランはぺたんと爆風の中心に座りこみ、目を見開いて微び動どうだにしない。外傷はどこにもなかった。

（ほんとうだった）

（あたしも、兄さんと同じ体質だった）

　まさか、そんな。まさか、ばかな。エイランは信じられなかった。では、彼らが言うように自分たち兄妹もアミュールの末まつ裔えいだというのか、同族しか愛せない、滅ほろびゆく哀れな一族の一員だったというのか。

（違う、違うよね！　兄さん、違うよね！）

　認めたくなかった。認めてしまったら、もう昨日までの自分には戻もどれない気がした。

（あたしがあたしでなくなってしまう）

　ばっとエイランは立ち上がり、倒たおれこんでいるシーフォに駆かけ寄ると、

「シーフォ！　兄さんはどこ！　兄さんはあんたと一いつ緒しよじゃなかったの!?」

「ア、アインなら、途と中ちゆうで離ればなれになった」

　少女のえらい剣幕に圧倒され、しどろもどろとシーフは答える。

「もう、役立たず！　なんのためにあの子を縛しばり上げて、あいつらと一緒に来たのか分かりゃしない！」

　苛いらだたしげにエイランは怒ど鳴なりつけた。シーフォは彼女を見あげ、ぽかんとした表情でいる。それにエイランは気づくと、

「なにさ、へんな顔して」

「え……だって、エイランは変わらないなあと思って」

　こんなときになにを吞のん気きなことを言っているのだか。エイランは呆あきれ返った。それで心も落ちついたか、少年が起きあがるのに手を貸してやる。

「あんたは利口だったよ、あのビンの中身は阿あ片へん、麻ま薬やくだったんだ。あたしはそれを伝えに一いつ緒しよに来たんだけど──兄さんはぶじ？」

「あ、うん、たぶん。白木がついてるから」

「白木？」

「言葉使いの女の子だよ」

　意外な名称を聞いて、エイランは眉み間けんにしわを寄せた。彼女も言葉使いの噂くらいは知っている。

（言葉使いが来ている？　じゃあ、カリミアの使いということか）

（なんで兄さんが、言葉使いなんかと……）

　なにやら嫌いやな予感がしたのは、女の六感というものだろう。だが、今はそれどころではない。二人は肩かたを並べて、十二人の男たちと対たい峙じした。

「娘むすめ、裏切る気か」

「裏切るもなにも、あたしは最初から言ってるだろう、アミュールなんか知らないって。ちょうどいいから連れてきてもらっただけさ、おあいにくさまっ」

　そう言って舌を出すエイラン。ほんとうに変わらないなと、傍かたわらのシーフォは思った。オハラたちの反感はたっぷり買ったが。

　じりじりと彼らは詰つめ寄ってくる。さしもの気丈なエイランも、これはやばいと思ったのだろう。シーフォを小こ突づいて、

「シーフォ、まがりなりにも王子さまなんだから、救きゆう援えんとかないの？」

「ぼく、この宮きゆう殿でんに監かん禁きんされてたんだ。敵はいるけど、味方はいないと思う」

「えーっ！　ちょっと待ってよ、それを当てにしてたのに！」

　だが、あとの祭りである。今いま更さらあれは噓うそでしたなんて言っても、通用しないだろう。

「しかたない、こういうときは三十六計逃にげるにしかず、だね。シーフォ、逃げるよ！」

　開き直りの早いエイランは、シーフォの手を摑つかむと一いち目もく散さんに逃げだした。思いきりのいい逃げっぷりだったので、一いつ瞬しゆん、オハラたちは呆ぼう然ぜんとして追いかけそびれてしまう。

　二人はがむしゃらに走った。どうせ、向こうにはアミュールの存在を感知できる能力の持ち主がいるのだ。へたに隠かくれるよりは距きよ離りを開けた方がいい。

　どこをどう走っているのか、まったく見当がつかなかった。同じような建物ばかりで、方向感覚が狂ってくるのだ。ともかく人がいる方へいる方へと走る。オハラたちは隠おん密みつにことを運びたかったはずだ。

　すれ違う人々がなにか声をあげている。衛えい兵へいが集まってくるのも時間の問題だろう。シーフォが王宮にいることを知られたくないだろうマルクートには悪いが、それを頼たよりにひたすら走る。

「シーフォ、『フェシアの記き憶おく箱ばこ』って知ってる？」

　ふいに、息を切らせながらエイランがそんなことを尋たずねてきた。シーフォはあっさりと、

「知らない」

「あ、そう」

「エイラン、なんでカインたちと一いつ緒しよにいたの？」

「あたしを仲間と勘かん違ちがいしたのさ。ばかばかしい」

　そこで会話は途と切ぎれ、二人は黙だまったまま走り続けた。

　どれくらい進んだころだろうか。突とつ然ぜん、シーフォは立ち止まった。足の裏が床ゆかに吸いつけられてしまったように動かない。ぞわりと背筋に言いようもない戦せん慄りつが走った。

（いやだ、この先は行きたくない）

（この先には行けない。行ってはいけない）

　こんなところで立ち止まるわけにはいかないのに。理性では分かっているが、全身と心が先に進むことを拒きよ否ひした。脂あぶら汗あせがシーフォの白い額ににじんでくる。

　エイランも立ち止まり、訝いぶかって辺りを見回すが、人っこ一人いない。物音さえしない。

　そこはかなり広いホールだった。石の壁かべで囲まれていて、天てん井じようは高くほの暗い。巨大な円柱が林立し、壁ぎわには巨大な石像群が無言で佇たたずんでいた。以前は神しん殿でんだったが、新しい宗教の台頭によっていにしえの神々の祭さい壇だんは取り壊こわされ、部屋だけが放置されたままになっているのだ。

「なに、どうしたのさ」

「行けない」

　緊きん張ちようをはらんだ声で、短くシーフォは答えた。それを待っていたかのように、

「黒くろ蓮はすの夢ゆめ、黒蓮の夢」

　ひょこいと、降って湧わいたかのように道どう化け師しが石像の陰かげから姿を現わした。その奇き怪かいな格かつ好こうにエイランは啞あ然ぜんとするが、シーフォは見る見るうちに顔面蒼そう白はくになり、脚あしをがくがくと震ふるわせる。

「追われているのですね、追われているのですね、お可哀かわいそうに」

「あ、あなたは、いったい……」

　おびえきった声で問うシーフォを、エイランは驚おどろいて見つめた。そんな少年を嘲あざ笑うように、道化師は悠ゆう然ぜんとひざまずいて一礼する。そして、

「わたくしは国王陛へい下かの一のしもべでございますよ、シーフォさま。わたくしがあなたさまに言いたいことは一つ、王位をお継つぎなさい。さすればお助け申し上げましょう。わたくしが忙しいときにお忙しくてよいのは国王陛下のみでございますから」

「ぼくにはそんな力ないよ……」

　弱々しく、道化師の視線から逃のがれるようにシーフォは応える。

「ぼくはこの国のことはなにも知らないし、なにもできない。ぼくにはあの貧しい人たちを救うことはできないんだ。ぼくなんかさっさと諦あきらめてよ」

「聞き分けのないお子さまですね」

　そう言いざま、道化師は腰こし袋ぶくろを二人に投げつけた。袋は破は裂れつして、ばっと中身が飛び散る。こういうとき、反射的に手が動くのはエイランだけだった。彼女はとっさに口と鼻を手で隠かくすが、シーフォはまともにその紛末を吸い込んでしまう。

　強烈に甘い香りが鼻び孔こうを刺し激げきした。大きく咳せきこむが、香りは喉のどにぴったりと付着し、シーフォはめまいを覚えて膝ひざをついた。膝の笑いが全身に伝わり、どんどん力が抜けていく。

「黒くろ蓮はすの夢ゆめはいかがですか」

　道どう化け師しが笑った。

「陛へい下かがお望みなのは優れた王子ではござりません。なにも知らぬほど、また、頭が鈍にぶいほど、よろしいのでございます。この国では、王は矢や面おもてに立たされる盾たてでしかないのであります。なにもできない方がよろしいのですよ、この国はもう腐ふ乱らんしているのですから、はい。あなたさまでけっこう」

「なんていいかげんなっ」

　あまりの言いようにエイランは憤ふん慨がいする。道化師は肩かたをすくめると、

「しかたありませんです。それが現実でございますよ、お嬢じようさま。わたくしも王位なんてどなたが継ついでもよろしいと思うのですが、なにせじじいは強ごう情じようで、どうしてもご自分の血を引いた子供でなければいやだと申しますのです、はい。とはいえ、そのお子さまは紅ぐ蓮れんの夢の中に沈んでおられる。ですから、その原因ともおなりになりましたシーフォさまに、責任をとっていただきたいのでございます、はい」

　道化師は脱だつ力りよくしているシーフォを肩かたに担かつぎあげた。エイランは驚おどろいて、

「ちょっと！　シーフォをどこに連れてくんだよ！」

「わたくしはシーフォさまをお助けするだけでございます。それともなんですか、お嬢さまは余命いくばくもない老人がたった一人の孫とお会いになるのを阻はばむと言うのですか」

　そう言われると、エイランはなにも言い返せなくなる。道化師は満足顔で、

「では、ごきげんよう。二度とお目にかかることはありますまい」

「シーフォ、しっかりしな！　あんたはそれでいいの!?」

　少年は彼女の叱しつ責せきを聞いてはいなかった。

（あの人が心を失ったのは、ぼくのせい）

（心はすでに老ろう婆ばのように干ひ涸からびて）

（あの人の人生をぼくが、ぼくという存在が奪うばってしまった）

　恐きよう怖ふに歪ゆがむ王女の顔が夢の中の老婆と重なる。交こう錯さくした二つの顔が忘れられない。脳のう裏りに焼きついていたまま、離れない。涙があふれ、金色の瞳ひとみが潤うるんだ。どうすればいいと自問する。

　忘れてしまえと誰かが囁ささやいた。黒蓮の夢に浸つかってしまえ。

（でも、あの人とて逃にげきれない。忘れることはできないんだ）

　ならば、自分であることをやめてしまえ。おまえの罪は命をもってしてのみ贖あがなうことができる。

（やめる？　それでぼくの罪は本当に消えるのだろうか？）

　消えるとも。おまえとともに全てが消える。おまえがいなくなればこの騒ぎも収まる。それが誰にとっても、おまえにとっても最良の手段なのだ。それがおまえに残された唯一の可能性なのだから。

「それは困るな」

　道化師の言葉に応こたえたのはオハラ・カインだった。彼らはさらに人数を増して広間の入り口に佇たたずんでいた。エイランと道化師が振ふり向くと同時に、オハラの口から炎ほのおの蛇へびが生じ、二人を襲おそう。道化師はひょろりと攻こう撃げきをかわし、エイランはもろにぶつかって、それでも炎を霧む散さんさせた。

　道化師が目を見張る。

「おやおや、お嬢さんもアミュールの血筋でありましたか。これは誤ご算さん、誤算」

「あたしは違う！　あたし、アミュールなんかじゃないもの！」

　躍やつ起きになってエイランは反論するが、道化師はそんなことはどうでもいいらしかった。彼女をその場に残してひょいひょい跳ねるようにホールを横切ると、高らかに口笛を吹く。

　それを合図にして、ここかしこの柱の陰かげから屈くつ強きようの兵士が二十人ほど現れた。今までまったく気け配はいを感じさせていなかったのだ、よほど訓くん練れんされた兵士なのだろう。顔をしかめるオハラたちを見て、道化師はにやあと笑った。

「わたくしは皆さまがお忙いそがしいのに忙しくするわけにはいかないのでありますです。皆さまのお相手はじじいの家来さまがなさってくださいます。ではでは、ごきげんよう」

　無責任きわまりないことを言って、道化師はほいほい飛び去っていく。オハラたちはそれを追いかけようとしたが、兵士の剣の一いつ閃せんにたたらを踏ふんだ。

「こんな奴やつら！」

　アミュールの力を放出し、兵士たちの動きを封ふうじようと試みる。だが、無表情の男たちの心は、たかだかオハラたちの精せい神しん操そう作さではびくともしなかった。

「かかれ」

　事務的な号令がかかり、無言のまま兵士たちは襲おそいかかった。剣の技ぎ量りようは歴れき然ぜんたる差がある、たちまち五人が剣の餌え食じきとなった。

　だが、オハラたちも手をこまねいて、ただ殺やられていたわけではなかった。アミュールの物理的な攻こう撃げき力りよくを駆く使しし、やっと態勢を立て直す。風が乱らん舞ぶし、炎ほのおが渦うずを巻いた。そして、剣の交じわる鈍にぶい音が響ひびく。広間は混こん戦せん状態になった。

　エイランはとっさに石像の陰に隠かくれた。だが、目の前をシーフォを抱かかえた道化師が通り過ぎるのを発見し、慌あわててあとをつける。

　道化師は戦せん闘とうの間かん隙げきを、驚おどろくべき身軽さですり抜けていった。そのまま広間から出ていけばいいものを、うろうろと周回して脱だつ出しゆつしようとしない。

（なにか捜さがしている？）

　道化師はエル・アミューリカのブレイン、ゼネを見つけだすと、こっそり彼の背後に忍び寄った。対面する兵士になにか手で指示を出す。兵士は頷うなずくと、いきなり猛たけ々だけしく吼ほえ、剣を打ちあっていた相手に体当りを食らわせた。突とつ然ぜんのパターンの変化に対応できず、ゼネは兵士を抱かかえて倒たおれこむ。そこへ、すかさず道化師は腰こし袋ぶくろの中味をゼネの顔面にぶちまけた。強烈な匂においにゼネはむせかえる。

「これはいただきましょう」

　道化師はゼネの懐ふところから封ふう印いんの鏡を抜きだした。そして、反はん撃げきの暇ひまも与えず、へろへろと逃にげていく。

（あれでアミュールの力を封じる気か！）

　瞬しゆん時じにエイランは判断すると、逃げていく道化師にタックルをかけた。思いがけぬ伏ふく兵へいに道化師は倒れるが、くるりと回って体勢を直す。放りだされたシーフォは、派手な音をたてて背中から床ゆかに叩たたきつけられた。道化師はじろりとエイランを睨にらむと、

「やれやれ、やはりお嬢さまも皆さまのお仲間でしたのですね」

「あ、あたしは違うって言ってるだろっ。でも、シーフォの力を封じこめるのは間ま違ちがってるよ！　シーフォはそうしようとして今まで悩んできたんだ。でも、力は現実にあるんだし、シーフォはそのことから逃げちゃいけない！」

「むろん、現実から逃げられては困ります、はい。ですから、シーフォさまにはアリーシュさまの心を狂わせた責任をとっていただきとうございますです」

　ああ言えばこう言う。真っ向から対立しないで、自分の言い分を逆ぎやく手てに取られてしまうのだ。エイランは歯を食いしばった。どうすればいい、どうすれば。

（シーフォ、しっかりしなよ！　もう力が制せい御ぎよできるようになったんだろう！）

「きさまあっ！」

　エイランを突つき飛ばして、オハラが道化師に斬きりこんだ。すんでのところで道化師は身をかわす。青年は息をつぐ隙すきも与えず、剣を繰くりだし炎ほのおを吐はいた。

「シーフォは俺おれたちの、俺のものだ！　きさまなんかに渡すか！」

「おお、怖こわい怖い。でも、皆さまには切札がございませんでしょう」

　緊きん迫ぱくのかけらもない声で、道化師は飛び回りながら言った。オハラも攻こう撃げきを休めないで聞き返す。

「切札だと？　俺たちにはシーフォが切札だ──」

「『フェシアの記き憶おく箱ばこ』でございますよ。あれがなければ、いくらシーフォさまがいてもむだというものでしょう」

「きさま、知っているのか!?」

　オハラが驚きよう愕がくして手を止めた一いつ瞬しゆんをついて、道化師は煙けむり玉だまを投げつけた。玉は炸さく裂れつし、白煙があっというまに立ちこめる。

　道化師はすばやく昏こん倒とうしているシーフォに近寄った。そして、ゼネから奪うばった神器の鏡を、少年のぬけるように白いうなじに当てがう。

「妨害する輩やからが多いので、今すぐ封ふう印いんさせていただきます。国王陛へい下かにはよろしいよう」

　道化師は誰に向かうとでもなくそう断わって、一気に力をこめた。

　ずぶりと、腐くさりきった野菜に手を突つっこんだような、嫌いやな感触とともに鏡が皮膚に埋まい没ぼつする。びくんとシーフォの四し肢しが痙けい攣れんした。まなこが大きく開かれ、体が弓なりに反そる。

「あ──あ、あ！」

　少年は絶ぜつ叫きようした。眼球が内側から圧迫され、血の涙が流出する。神経が焼ききれるような衝しよう動どう。脳のう裏りにスパークが走る。ビンッと手足が突っ張り、曲げようにも曲げられない。シーフォは狂ったように四肢をばたつかせ、暴れだした。

「開かい封ふうの暗号だ！　なんでもいい、なにか言え！」

　その尋じん常じようではない悶もだえようにオハラは叫さけんだ。だが、道化師の手はとまらず、神器を押しこめる。青年は道化師に飛びついたが、もう遅かった。

　鏡からすっと抵てい抗こうが消えた。傷きず跡あと一つなく、鏡は少年の体内に埋没してしまった。凝ぎよう固こしていた四肢が急に弛し緩かんし、シーフォはぐったりうずくまる。

「そ、そんな……暗号がないと抜ぬき取れないのに……」

　青ざめた顔で、愕がく然ぜんとオハラは立ち尽くす。エイランはぽかんと三人を眺ながめ、道化師がしたり顔で笑った、そのときだった。

　カッと、光線がシーフォの体から何条も放たれた。眼球が焼け爛ただれるのではないかと思わせる強い光に、人々は戦いをやめて手で目を覆おおう。だが、光は手の厚みを通り越して瞼まぶたを貫つらぬき、濡ぬれた柔やわらかい眼球を焦こがした。あちこちで悲鳴があがり、痛みを訴うつたえる。カインさえも呻きながらうずくまった。制御されたはずの力が暴走しだしたのだ。道化師はただならぬ事態に一早く逃げだす。

　座りこむエイランの周囲には、光を遮しや断だんするヴェールができていた。それさえも、バチバチと青白い火花を散らしていて、ときおり痛みを感じる。

　苦く悶もんに歪ゆがむシーフォの顔から表情が消えていった。以前にもこんなことが二回あった。だが、今回は本当にやばいのではないか──危機感にかられたエイランは、這はいずって少年に近寄る。なにか起こる前に止めなくては……

「エイラン、近づくな！」

　聞きなれた兄の声。びくっとエイランが震ふるえたときには、すでにシーフォの引力圏にはまっていた。ずるりと床を引きずられ、抵てい抗こうする間もなく少年の体に密着する。体が触ふれた途と端たん、アミュールの力が少女の体に怒ど濤とうのごとく流れこんできた。

「ぎゃっ！」

　一いつ瞬しゆん間かんで許容量に達し、エイランは悲鳴をあげた。スパークが二人から飛び散り、空間のあちこちで小爆ばく発はつが起こる。ようやくホールに駆けこんできたアインが叫んだ。今まで一度たりと見たことのない、焦しよう燥そうにかけられた面もちで。

「エイラン、離れるんだ！」

「は、離れない！　兄さん！」

　泣き叫ぶエイラン。彼女の体はシーフォの体と完全に接せつ着ちやくしていた。無む我が夢む中ちゆうで引き剝はがそうとするが、びくともしない。全身が強力な磁じ石しやくになってしまった。正と負の中和作用が二人の間で行われる。だが、エイランは中和の要よう領りようを得ていなかった。

　感電しているかのように、全身がびりびりと痙けい攣れんした。視界が白くなる。意識の世界までが白く、なにも考えられない。

「父親の封ふう印いんが拒きよ絶ぜつ反応を起こしたんだ。クレジールさん、白木を呼びいれる、異存は!?」

「しかたあるまい、早く妹さんを」

　兄とあの厳げん格かくな老人の声だけが聞こえたが、なにを言っているのか分からない。

（なにを言ってるの、兄さん助けて）

（早く助けて、助けて！）

（助けて、死んじゃう！）

「エイラン？」

　少女の強烈な思念を浴びて、ぱちりとシーフォは目を開けた。自分を抱えるように接着している少女を見、そして、ゆるゆると両手を天に掲かかげる。

（エイランを死なせはしない）

（これ以上、誰も死なせはしない）

（消えてしまおう）

（ぼくが消えてしまおう、これ以上罪を重ねないために）

（それが誰にとっても最良のことならば）

　もうこれ以上、生きるのは辛すぎる。

（ぼくは、ぼくの心と誇ほこりを守る）

「エルヴィラよ、いま、この罪つみ深き体をあなたにお返しします！」

　その開いた両手に光が集まり、高密化して一本の光の剣を生成した。シーフォは大きく息を吸うと、一気に剣を自分の胸に突つき刺さした。

　パアッと、少年の体が光の雫しずくとなって飛び散る。ホールは光の乱らん舞ぶに虹にじ色いろに輝かがやいた。

　エイランの体が崩くずれる。カラン、と金属質の音を立て、主を失った封ふう印いんの神器が床ゆかに転がった。

　あとには静せい寂じやくが残った。静寂と、沈ちん黙もくだけ。
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「あなた、どうぞ」

　彼女はそう言い、ほっそりした背を向けてひざまずいた。彼の頰ほおに引きつりが走る。

　彼女は男の妻だった。細い肩かたにこぼれる月の雫しずくで染そめあげられた髪かみの一本一本も、桃の花びらでできた爪つめも、伏ふせられた瞼まぶたの奥に秘める紺こん碧ぺきの双そう眸ぼうも、この十年で豊かに実った乳ち房ぷさも、その口から洩もれる言葉や寝息さえ彼のものだった。

　だったからこそ。

　彼は一歩踏ふみこんだ。振ふりあげるは、鈍にぶく銀色に光る段だん平びら──自分のこの手で引いん導どうを渡すのだ。それが最後の愛。最後の誓い。

　だが、それ以上は進めなかった。

　十五年、ともに十五年、この瞬しゆん間かんまで歩んできたのだ。手に手を取り、太陽の宮きゆう殿でんから駈かけ落ちしたあの日から。この大地とともに二人で生きてきた。

　その妻を殺すというのか。

　柄つかを握にぎる掌てのひらにじっとりと汗がこもり、緊きん迫ぱくと焦しよう燥そうに目が眩くらむ。

　彼は狂いかけていた。いつから？　そう、十五年前からだ。駈け落ちしたあの日から。

　今日も彼のもとに多くの報告書が届とどく。

「フェシアさま、沙さ漠ばく化かは進行する一方です。なぜ、我々の努力や祈いのりは効きかないのでしょう。我々は呪のろわれているのでしょうか」

「魔ま道どう士しふぜいが我々に勝るなんておかしいと思いませんか。なにか裏があるはずです」

「今年の疫えき病びようはあまりにも広まるのが早すぎます。まるで、誰かがばらまいているようではありませんか」

「フェシアさま、あの噂うわさはほんとうなのでしょうか。カリミアが我々を潰つぶそうとしているというのは」

「異い端たんは排はい除じよすべきです」

「我々の上に降る災さい難なんの数々は、あの方が引き込んだのだ」

「カリミア女を追いだせ！　カリミア女、くたばれ！」

「ご決断を。カリミア女に死を」

「死を」

　そして。

「ふぇしあああ」

「ふぇしあああ。なぜ、私を裏切ったああ」

「かりみあ女なんぞと、どこへ行くうう」

「どこへ行っても逃にげられんぞおお」

「その髪かみと、その目があるかぎりいい」

　脳にダイレクトに響ひびいてくる言葉、それは呪のろいの言葉だった。

　父親の、太陽神の実の息子に対する呪じゆ詛そ。

　息子にとって父親は『絶対』だった。だからこそ、逃げた。自分は父の人形ではない。

　逃げきれた、そう思っていたのに。

（やめろ）

（やめてくれ）

　底なし沼の縁ふちで、一いつ生しよう懸けん命めいもがき苦しんでいるかのようだった。呪詛という泥どろがねっとりと絡からみつき、もがけばもがくほど沈んでいく。しがみついている草はあまりにも頼たよりなげで、今にも切れてしまいそうだ。

（あああああ）

　いつのころからであろうか。呪詛の切れ間に闇やみの声が囁ささやき始めたのは。


すべての原因はあのカリミア皇こう女じよであろう。では、それを取り除けばなにもかもが円く収まるのではないかね？

収まるのではないかね？



（噓うそだ、そんなのは噓だ）

　最初は戯ざれ言ごとだと思っていた。そのうち、太陽神国が流すデマだと知った。しかし、今はその確信さえも揺ゆらいでいる。これだけ立て続けに起こる災さい難なんは、どうしても人じん為い的てきにしか思えない。太陽神国のアミュールは南の大陸からこちらへは来ない。北の大陸へ流れてきた彼らとて、レムダリア河を超える勇気はないのだ。北の大地にはカリミアがあるから。自分たちよりも古い歴史を持ち、アミュールとは違う、そして、道士などともまったく異い質しつの力を持つ一族がいるから。

　アミュールの誰だれもがカリミア皇こう室しつを畏おそれ、嫌けん悪おした。彼につき従ってきた四人のアミュールのうち、三人が彼の妻を避さけ、近寄らないようにしていた。

（これは罠わななのだ。父の罠だ）


思いだして、あの太陽の神しん殿でんを。光り輝かがやくラー・カレディア王の宮殿を。

あの眩まぶしい光の方は、おまえの帰りを待ちわびているのだよ。



（愚ぐの骨こつ頂ちようだ、笑う気にもなれん）


笑う気になれないのは、それが真実をついているからだ。



「母さまあ」


この女といて、一体なにを得られるという？　神国に帰ることを禁じられ、己の民には疎うとんじられて。災わざわいを呼び寄せているのはあの女だぞ。



「母さまあ、おめめ閉じて、どうしたの？　ねー、父さまあ」


この女にこれ以上、連れ添う価値があるのか？



「アル、いい子ね。エルヴィラの言葉をよく聞くのよ──さようなら」


おまえはカリミア嫌ぎらいの父を見返すために、カリミア皇女を妻にしただけではないか。



「母さま!?　母さま！」

「アルさま、見てはなりません！」

「だって、エルヴィラ、母さまが！　父さま！」

　息子の悲鳴で忘ぼう我がの淵ふちから引きずり戻された彼は、振りあげた段だん平びらを投げ捨てた。

「できない！　私にはおまえを殺すことなんか……！」

　彼の言葉は最後まで続かなかった。

　足元に転がる骸むくろに目が吸い寄せられる。服を染そめていく血はあまりにも鮮あざやかで、葡萄ぶどう酒しゆをこぼしたようにも見えた。だが、見る見るうちにどす黒く変色していく。

　胸の前から心臓を一突つき。肺を掠かすったのか、口から血があふれでる。刃を握にぎる白魚の手。静かな眠り。よほどうまく突いたのだろう、涙も流れていない。一いつ瞬しゆんのできごと。

　わたくしはカリミアの皇こう女じよ。

　わたくしのさだめ、これがさだめ。

　リルフイ・アイーダ。カリミアの皇女、現皇帝の妹姫。

　彼が殺す前に、自ら命を絶った。彼が手をかけることを許さなかった。

　それとも、彼が自分を殺せないと分かっていたのだろうか。

　彼は茫ぼう然ぜんと佇たたずんだ。言葉が出ない。体も動かない。呼吸さえ苦しい。

　いなくなってしまった。存在しなくなってしまった。自分がそうさせた。

（なぜ！　私はおまえと生きることを選んだんだぞ！）

　それは言いわけでしかなかった。彼女が死んでしまったからこそ言えること。

　彼が妻を殺したのだ。彼の迷いが彼女を死にいたらしめた。その罪つみを少しでも軽くするための言いわけにしかすぎない。それが自分でも分かった。

　自分がひどく矮わい小しようなものに感じられた。

　自分の正当性を主張して、それが認められたからといってなんだというのだ。彼女は死んでしまった。現実に死んでしまったのだ。

（違う。なにもかも円く収まるのではない。間ま違ちがっていた）

「父さまが殺した！　父さまが母さまを！」

「違います、母ぎみさまは自ら命を断たれたのです。アルさま、ヴァルス・カイムさま！」

　殺した。私が殺した。

　眠りについているだけのような、妻の静かな表情。だが、決して安らぎは見せない。彼に自分の犯おかした罪つみを知らしめるかのように。

　まさか。

　まさか、こうなることを分かっていて？

（わたくしはカリミアの皇女）

（カリミアはあなたを受け入れてよ）

　彼は愕がく然ぜんと妻の亡なき骸がらを凝ぎよう視しした。

（違う）

（受け入れるのではない。従属させたのだ。この、カリミア皇女の死をもってして、彼らは私を虜りよ囚しゆうにしたてあげた）

（私──私の末代までを、そして、私たちアミュールすべてを）

　なんという卑ひ劣れつなやり方。なんというしがらみ。

「だからといって、私が悔くやまずにいられるか！　割り切れるものか！　私はおまえを殺した。取り返しがつかぬことではないか。私の息子にはおまえの血が流れているではないか、永遠にその血は流れつづけるではないか！」




　少年は膝ひざを抱かかえてしくしくと泣いていた。

　そっと手が伸びて、彼の蜂はち蜜みつ色いろの頭髪に触ふれる。

「どうしたの」

　静かな、とても柔やわらかい少女の声。心地よい春風が耳に吹きこんできたような感かん触しよくだった。彼は顔を伏ふせたまま、応えた。

「母さまが死んじゃった。ぼくのせいなんだ。ぼくを守るために」

「それはあなたの記き憶おくではないでしょう」

　優しくたしなめる言葉に、シーフォはおもてを上げた。そこにいたのは、あの少女だった。きらめくプラチナブロンドに北洋の彩いろどりを秘めた双そう眸ぼうの少女。

　シーフォは陶とう然ぜんと彼女を見つめた。きれいだ。心の底から思う。胸が熱くなり、少年は必死で涙と嗚お咽えつをこらえた。

（なんてきれいなんだろう。汚よごれも闇やみもない）

（それに比べて、ぼくはあまりにも穢きたない。腐くさっている）

（なぜそんなに誇ほこり高くいられるのだろう。なぜ、そんなに自信にあふれた面おももちをしているのだろう）

（ああ、なんてきれいなんだ……）

　夢ゆめの佳か人じんはわずかに目元を上げ、少年を見つめていた。そして、

「なぜこんなところまで来たの。ここはあなたが来るようなところではないわ」

　玲れい瓏ろうと響ひびく少女の声は、たしかにシーフォを責めていた。彼女が他人を責めるなどと思いもしなかったシーフォは、啞あ然ぜんと口を開き、それから、慌あわてて辺りを見回す。

　そこは空の上だった。上下左右、空色の空間が無限大に広がっている。下まで空色で果てしないというのは異い様ようだが、動転した少年はそこまで頭が回らなかった。

　心の底で、優しい言葉をかけてもらえるのだ、そう期待していたのだ。慈じ愛あいに満ちた女神と思いこんでいたので、その分、落差のショックは大きかった。怒られた子供のように身を縮めながら、ためらいがちに尋たずねる。

「ここは、どこ？」

「ここは常人が視ることのできない世界の一面。情報の断面よ。言葉使いでもここまで飛びこんでくることはできないわ。よく目を凝こらしてごらんなさい」

　少女に促うながされるまま、シーフォは目を細めて空間の一点を見つめた。果たして、そこは鮮あざやかな空色の世界ではなくなり、今までいたポルゼハータ宮きゆう殿でんの一室に変じる。血の気のないおもてのエイランが横たわり、いつのまに来たのかパケンがなにか叫んでいる光景が目の前に現れた。そして、その向こうでアインと白木が話しあっている──

「エイラン！」

　シーフォは彼らに駆かけ寄ろうとした。集中していた意識が散らばり、ぐにゃんと視界が歪ゆがむ。少年はたたらを踏ふんだ。

「あ!?」

　エイランの体から糸のようなものが流れだした。それは一本にとどまらず、無数の糸が全身から放出される。傍かたわらのパケンやアイン、背景の建物やなにもない宙ちゆうすらからも糸は吐はきだされて、一様に流れていく。彼らの影は希き薄はくになり、すべてが糸となって流れた。

　そして、世界は空色に戻もどった。シーフォは呆気にとられて立っち尽くす。

「どうして……」

「意識が拡かく散さんしたから視みえなくなったの。ふつうは反対だわ、意識を集中しないとこの情報の世界は視えない」

　少女は淡々と説明した。空色の流線となって、糸は世界を流れ続けている。糸というよりも、それは言葉だった。情報としての言葉が相となって世界を表している。なんの文字で書かれているのかシーフォには分からなかったが。

　少年は漫然とした心地で流線を眺めた。世界がとめどもなく流れていく中で、彼らだけが動かない。固定されている。ここでは自分たちの方が異質なのだと、シーフォは悟った。

「ぼくは、なんでここにいるんだろう。なぜ反対なんだろう」

「それはあなたが『意識の情報』だけになってしまったからよ。あなたは肉体を捨ててしまったから、他の情報と直に接しているし、自身の結合力も弱い。つまり、情報として最も脆もろい状態にあるの。よりこちらの世界に近い存在になってしまった。そのうち拡かく散さんし、あなたがあなたであることの情報は消えていくわ」

「それは、ぼくが死んだということ？」

　少々気が引けながらシーフォが尋たずねると、少女は首を振ふって否定した。

「本当は死んでも当然だったのだけれど、同調していた少女の生命力に引きずられて死に損そこなったのよ」

「同調していた？」

「あなたは前にも一度、彼女に救われているわ」

　その言葉でシーフォは直観的に悟った。エイランだ。あのとき、少年の力を中和したエイランのことを、彼女は言っているのだ。少年は愕がく然ぜんとした。先程見たかぎりでは意識を失っていたようだが、まさか自分が死のうとしたのに引きずられて？　前にも一度というのは、カインの剣を受けたときか。そのときも、彼女に異常が生じたのでは!?

「彼女の一族は、他人の力を増ぞう幅ふくしたり、無力化したりする、特異な能力を持っているの。でも、同調している相手に危き害がいが及ぶと、自分もそれなりの衝しよう撃げきを受けることになるわ。あなたの身勝手な自殺のせいで、彼女は気絶してしまった。肉体は傷つかなくてもショック死する可能性もあったのよ」

　淡たん々たんと少女は説明する。シーフォはうなだれた。知らなかったこととはいえ、エイランを傷つけてしまったことには違いない。アインに、パケンにすまなくて、泣きそうになるのを必死にこらえた。

（エイランを救うつもりが裏目に出てしまうなんて）

（ぼくは、色んなものを犠ぎ牲せいにして生きてきた）

「……ぼくは、これからどうなるの？」

「拡散するのはまだ先のことよ、今は『形質の情報』があるから。あなたに分かりやすく言えば、意識が肉体から離れてしまっているの。でも、糸がつながっているから死んではいない。『形質の情報』の源みなもとである肉体があなたをつなぎとめていられなくなるまで、一生このままだわ」

「ぼくの肉体はどうなっちゃったのかな」

「貝ばい闕けつの宮にあるはずよ。あなたがそう望んだから」

　きつい口く調ちようで答える少女に、シーフォはひるんだ。彼女の怒りの理由は分かっている。あのとき、彼は彼女に向かって誓いをたてたのだ。もう自分の体を傷つけないと。

「自分を大切にしなさいと言ったのに。なぜこんなところまで来たの、情けない人」

「で、でも、そうしなければエイランを助けられなかった。全ての人にとって最良の方法をとったんだよ。ぼくが生きているとみんなが不幸になるだけなんだもの。こうするのが一番だったんだ」

　シーフォは必死になって弁明した。嫌きらわないでほしかった。少年にとって彼女に否定されることは、この世に生まれ出た意味を否定されることに等しいくらい、辛つらかった。彼女の一ひと睨にらみで気が遠くなりそうなほどに。

（それとも、やはり、ぼくは生まれてきてはならなかったのだろうか）

「最良の方法をとったんですって？　思いあがるのもいいかげんにしなさい。あなたは最も楽な方法をとっただけだわ。白木を呼ぶこともできたし、あなたはすでに覚かく醒せいしているのだから制せい御ぎよできたはずよ。ただ、あなたはそれを考えようとしなかっただけ。もう面めん倒どうになったから。悩むのが厭いやになったから。また逃にげたのね」

「逃げたんじゃない！　ぼくは、ぼくの罪つみを認めた。責任をとらなくちゃならなかったんだ。だから、ぼくは……！」

　少女は心底うんざりした面おももちで、シーフォの言葉を遮さえぎった。

「認めた。逃げない。そればかりね、あなたは。認めたからといって、どうだというの。あなたは結局言うだけ、考えるだけ。実行しなければそれは単なる自己弁護に過ぎないわ。あなたはなにをしたの。なにもしていないくせに。下へ手たの考え休むに似たりだわ。だから、八方塞ふさがりになってしまった。自分で自分を追いつめてしまった」

「だから、ぼくは、こうしてぼくの体で償つぐなおうと……」シーフォの言葉に勢いがなくなる。それに追い打ちをかけて、少女は宣言した。

「正しい償いなんてありはしない。でも、間ま違ちがった償い方は周りのいい迷めい惑わくだわ」

「…………」

「死にたいなら死ねばいい。でも、あなたはなに一つ償っていないのよ。どこまでも逃にげるがいいわ」

　シーフォは言葉を返せなかった。唇くちびるを嚙かんでうつむく。少女が指摘したとおりだった。自分はなに一つしていないのだ。悔くやんで、悩んで、泣いて、考えて。それだけだ。彼女が呆あきれるのもむりはない。

　彼女は少し声のトーンを落として、言葉を続けた。

「あなたは逃げることができたけれど、肉体はできなかった。フェリム・フェシアの受け皿として現世に戻もどるわ。あの肉体に宿る力を求めて、大勢の人間が集まってくる。あなたはそのことが分かっていて、責任を放ほう棄きしたの。あの力は誰だれのものなの」

「ぼくの力だ」

　間かん髪はつを入れず、シーフォは答えた。そして、自分の掌てのひらを見つめる。

（あれはぼくの力だ）

（誰のものでもない、ぼくの力、ぼく自身）

（ぼくは間ま違ちがえたのだ。責任の取り方を間違えていた）

　もし、まだ間に合うのならば。

　もし、それで彼女が自分を嫌きらわないでくれるのなら。

　少年の瞳ひとみが翠みどり色いろを呈していくのを見み届とどけて、少女はゆっくりと諭さとした。

「あなたはもっと自信を持ちなさい、正の自分にも負の自分にも。自分を見失っていては、正しいことも過あやまちも区別がつかない。あなたは過ちを犯おかしてばかりきたわけではないでしょう」

　少女の顔に初めて微笑が浮うかんだ。それがあまりにも眩まぶしくて、シーフォは目を細める。

「イサファンでのことはもう取り返しがつかないわ。人間の一生は一度きりなのだから。人の命はあまりにも軽く取るに足らないものだけれど、あなたは決してそうは思わないでしょう。ならば、二度と同じことをしないよう努めなさい。正しいと信じることに励みなさい。一生、その過ちを背負って生きる覚かく悟ごをしなさい。とても辛つらいことだけれど、目を逸そらすことは許さないわ、この私が」

　そう断言する少女に、シーフォは驚おどろいて目を見張った。

「きみが？　じゃあ、きみは……」

（きみはぼくを支えてくれるというのか）

（ぼくの罪つみをともに背負ってくれるというのか）

　誰かに断言してほしかった。どうしたらいいのか言ってほしかった。この矛む盾じゆんだらけの世界で、確固たる心の基き盤ばんがほしかった。

　胸のつかえが溶けていくようだった。自分自身を一人で背負っていくなんて到底無理なこととは知らずに、意気がって、苦しんでいた。人は一人で生きていくことなんかできないのに。自分は誰にも、仲間と言ってくれたアインやエイランにさえ、心を開こうとはしなかった！

（なんども教えてくれたのにね）

（エイランが教えてくれたのにね。ぼくは聞こうとしなかった）

（彼らはぼくのことを尊重して、自分の考えを押しつけようとはしなかった。ぼくがそれを拒絶していたから）

　でも、本当はそれが一番欲しかった。自分一人で森羅万象を考え尽くすことはできない。そのために仲間はいるのだから。

「ぼくは……今まで、なんの苦労も悩みもせずに生きてきた。メラミのほかの部族との戦せん闘とうにも加わったことがなかった。だから、なぜ戦うのか分からなかったんだ。みんなは自分たちを守るためだからと言ってたけど──ようやくその意味が、分かった気がする」

　慎しん重ちように言葉を選びながらシーフォは言い、少女をまっすぐ見つめた。

（見つけた）

（見つけたよ、パケン。ぼくが守りたいもの、守るもの）

　今はまだ、守られる立場だとしても──どうしたらいいのか分からなかった自分に『絶対』を創つくってくれた彼女を、守りたい。

　シーフォは立ち上がった。彼の心は固っていた。

「ぼくの体を取り戻すにはどうすればいい？」

「貝ばい闕けつの宮に通じる門をくぐりなさい」

　その質問を待っていたかのように、少女は即座に答える。

「門？　門なんてどこにあるの」

「それはあなたにしか分からないことよ。今、あなたは情報の流れが視みえる。エルヴィラの声を捜さがしなさい、彼女は常にあなたたちを呼んでいるのだから」

「分かった」

　シーフォは頷うなずき、そして、ふと思いだしたかのように尋たずねた。

「ところで、きみは一体誰だれなんだ。名前は……」

「また、会えるわ」

　少女はおかしそうに笑った。途と端たん、その体から無数の糸が吐はきだされた。あっというまに莫ばく大だいな量の情報と化して流れ去ってしまう。思わず手を伸ばすが、すでにそこは空色の空間でしかなかった。

（帰ったんだ。ふつうの世界に）

　あの子にもう一度会いたければ、体を取り戻もどさなければ。シーフォは自分に強く言い聞かせた。もう迷いはない。『絶対』ができた今、自分におびえることはなにもない。自分の存在に戸と惑まどったりしない。

　シーフォは大きく深しん呼こ吸きゆうすると、瞼まぶたを閉じた。

（エルヴィラ。エルヴィラ、ぼくが間ま違ちがっていました）

（エルヴィラ、あなたのもとへぼくを導いてください）

　その念に吸い寄せられるように、一本の流線が彼の方へ流れてきた。その糸が少年に絡からみつき、平行移動してある方向へ押しやっていく。ただ、それでも流線自身の流れは一方向で変わりはしなかった。まるで未来から過去へ流れる時間の流れであるかのように。

（どこへ行くつもりだろう）

　シーフォは目を凝こらした。ぼんやりとうつつ世が世界に映ってくる。

　少女いわく『意識の情報』と化したシーフォには、壁かべも高さも、人間さえ関係ないようだった。それらをするりと抜けていく。注視をやめると、物質の『情報』が少年を避さけていくのが分かった。『形質の情報』というもののせいだろうか。

　そうかと思えば、たくさんの糸が互いに絡みあい、衝しよう突とつし、交ざりあって新たな糸を生成しているところもある。それをうつつ世で見ると、風が巻きあがったり、人が歩いていたり、ほんのささいな事象の変化が起きていた。事象の変化が情報を変容させるのか、情報の変容が事象に変化を起こさせるのか。しかし、それはシーフォにはどうでもいいことだった。自分が変容しないのは肉体がきちんとあるからだ、それが分かればいい。

　シーフォはどんどん流されていった。回かい廊ろうから中庭に出て、ふわりと宙ちゆうに舞まいあがる。そして、広大な王宮を眺ながめ下ろし、階段状庭園の頂上部に続く部へ屋やに流れ込んだ。

　そこは、例の紅あかい花の部屋だった。相も変わらず、年をとらない王女は揺ゆり椅い子すに腰こし掛かけたまま、とりとめのない面おももちでいる。シーフォは反射的に顔を背そむけたが、思い直し、その眼前に降り立った。

　それをどうやって感じ取ったのか、王女はぱちりと目を開けると、

「……あなた？」

　驚おどろいた声で呟く。しかしながら、夢ゆめから覚めたのは一いつ瞬しゆんのことで、再びまどろみの中に戻ってしまう。シーフォは憐れん憫びんの情を抱いて、実の母親を見つめた。

（ぼくの父親はあなたを守ってくれなかったんですか）

（一いつ緒しよに罪つみを背負ってくれる相手ではなかったんですか）

　ぐいっと牽けん引いんされ、シーフォはたちまち部屋から押し出されてしまった。そして、更さらなる高みへと昇っていく。王宮はおろか、デリスアージアの街が一望できる高さまで達する。少し離れたところを滔とう々とうと流れるレムダリア河のみなもが見えた。

　流線はレムダリア河から吐きだされていた。それを知った途と端たん、牽引は急に力を増し、シーフォは一気に河に引っ張り寄せられる。

　かわもになにかが見えた。

（キファ？）

　自分が救い、自分を助けてくれたイルカが、水面に顔を出している。流線はそこから出ているのだ──と思ったときには、シーフォはイルカと衝しよう突とつしていた。

　うつつ世が視界から消えて、いったん空色が広がった。それから、めくるめく夏の陽光のごとく、さまざまな情報がもたらす場面が彼を襲おそう。

（父上、父上、いづこにおわす！）

（あなたのおっしゃるとおり、妻を捧ささげました。いつになったら私を許してくださるのですか。あなたの宮きゆう殿でんにあがることを許してくださるのですか）

（父よ、太陽神ラー・カレディアよ）

（陛へい下か、父王さまはすでに亡くなられているのです。お気をたしかに）

（エルヴィラ、エルヴィラ、助けて！　フェシアさまがわたくしに太陽神国を襲えと、アミュールを殺せと命じられたわ！　おお、なんと恐ろしいこと！）

（カンパネルラ、カナもマリカも神経が持たない。わたくしはカリミアへと赴おもむきます）

（それは無む謀ぼうというものだぞ、エルヴィラ。カリミアには強力な結けつ界かいが、我々には踏ふみこめない結界が張り巡らされておる）

（彼らはアイーダさま以来、我々には干かん渉しようしてこなかった。今、助けを求めたら）

（しかたありません。背に腹は代えられないことです）

（どうか、フェシアさまをお助けください。我々に同族殺しは耐たえられることではないのです）

（彼をいったん封じこめよう）

（エルヴィラ、太陽神国が滅びたそうだ）

（魔ま道どう士しの生き残りや霊れい能のう者しやたちが結集して、粛しゆく清せい時代の報復を）

（じかに関与しなかったこととはいえ、父王さまの血を引くフェシアさまは必ず標ひよう的てきになるだろう。我々も気をつけた方がいい）

（エルヴィラさま、カナルダ王国が沼地の魔道士に滅ほろぼされました）

（守しゆ護ご神しんエルヴィラよ、この国をお助けください）

（わたくしには彼に対抗できるまでの力はありません。またカリミアに頼たよるか、フェシアさまの復活を）

（フェリム・フェシアが言伝えどおり狂ったままだったらどうするんだ！）

　少年の意識の中に、大量の情報が流れてくる。それを細こま切ぎれの場面として彼は認識した。あまりに一度に吸収したので、シーフォは悲鳴をあげる。

（これは──エルヴィラの記き憶おく？）

　情報の怒ど濤とうが少年を貫つらぬき、そして、一いつ瞬しゆんにして去っていった。ぱあっと視界が晴れ渡る。

　空色の世界が再び訪おとずれ、シーフォはその中に降り立った。一息つき、まずは心を落ちつかせる。その間に周囲の流線が滞とどこおってきて、ゆっくりと空間に沈着していった。それに従って、色彩が現れはじめる。

　それは海の底、深い紺こん青じようの揺らめきの最下層の色彩だった。光の届とどかない水の底に世界は変化した。そして、白く大きなものが、ぽうっと眼前に浮うかびあがる。それは壮そう麗れいな神しん殿でんを形作った。

　ほんのりと紫むらさきがかった神殿は、たしかに伝説に聞く貝ばい闕けつの宮だった。水を司つかさどる者が住むという宮きゆう殿でんがそこにある。

　シーフォは神殿の表階段に佇たたずんでいた。灯とう籠ろうが少年を誘いざなうように二列に並んで内部へと続いている。林立する円柱に隠かくれ、奥の様子は窺うかがえなかった。

「ここか」

　こだまが響ひびく。動くものの気け配はいがない。神殿は沈黙に包まれ、空くう虚きよが支配していた。

　少年はゆっくりと歩きだした。目的地にちゃんとたどりついたものの、これはどうしたものだろう。注視しなくてもこんなに鮮せん明めいに建物が見える。肉体に戻もどったのだろうか。

　それとも、これらは彼と同じなのだろうか。物質の存在を持たない、意識の世界。

（建物にも意識とか記き憶おくってあるのかな）

（それとも、誰だれかの意識の一部なのだろうか）

（……あの子も、くっきりと視みえた）

　内部は意外に明るかった。道標は一直線に続いている。なにげなく周囲を見回して、シーフォはやたら多い円柱の正体を知って驚おどろいた。

　それは、石化した樹木だったのだ。

　よく見ると、そこには下生えも花も、梢こずえに止まる鳥や幹みきの陰かげから覗のぞいている鹿などの姿もあった。それらすべてが石と化している。精せい緻ちな石像と言うには、それらはあまりに生生しかった。

（なんなんだ、ここは）

　異様なところだ。シーフォは眉まゆをひそめながら、さらに奥へ進んだ。

　──水神エルヴィラの神しん殿でんに赴おもむきし者よ

　声ともつかぬメッセージを認識し、シーフォは天てん井じようを振ふり仰あおいだ。

（今のは……）

　──水の門をくぐり、貝闕の宮に赴きし者よ、ここに

　──我がいにしえの血を引く者、ここに

　それは神殿の奥から流れてくるようだった。シーフォは頰ほおを引き締しめた。ここからが正念場なのだ。引き帰すことは許されない。

　毅き然ぜんたれと自分を叱しつ咤た激励して、慎しん重ちように歩を進める。

　いきなり視界が開けた。石の林が途と切ぎれ、がらんとしたホールになる。そこは、どことなくポルゼハータ宮殿で見た祭さい壇だんの間に雰ふん囲い気きが似ていた。エルヴィラ王朝の文化の名残りだろうか。

　奥まったところに二重円の祭壇らしき高床がある。壁へき面めんは波状の幾き何か学がく模も様ようが刻きざまれ、天井には太陽とその光を象かたどった巨大なレリーフが掲かかげられていた。

　そして、二重円の中心に、一人の女が佇たたずんでいた。
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　美しく、怜れい悧りなおもてだった。冴さえ渡る氷のような美び貌ぼうだ。一つの隙すきもない。決して豊満ではなかったが、ゼイ肉のない、引き締しまったプロポーションの持ち主だった。そして、肩かたにかかる髪かみは銀──いや、白である。老人の色素を失った白はく髪はつではなく、白という色素を持った髪。それが彼女は氷の印象を強めている。

　彼女は伏ふせていた瞼まぶたを開いた。瞳ひとみは淡あわい水色だった。

（淋さびしい目だ……）

「とうとう来てしまったのですね。とうとうここを捜さがし当ててしまったのですね」

　女は憐あわれみのまなざしを向けて言った。その声にシーフォは聞き覚えがあった。

　物心ついたときから、夢ゆめとうつつの狭はざ間ま、自分を誘いざなっていた声。

「あ……あなたが、エルヴィラ？」

　驚おどろき戸と惑まどいつつ尋たずねるシーフォに、女は──エルヴィラはそっと頷うなずいてみせた。悲哀を浮うかべたおもてが、おまえはここに来るべきではなかったのだ、そう語っている。少年は理り不ふ尽じんなものを感じ、声を高くした。

「なぜそんな顔をするんです？　あなたがぼくを呼んでいたんでしょう。自分のところに来いと言ったのはあなたなのに、どうしてそんな悲しい顔をするんです」

「たしかに、わたくしはあなたを呼んだことでしょう。わたくしの声は水の流れとともに外界へ流れ、あなたの耳にも届とどいたはずです。でも、ここにたどりつく者がいるとは思いませんでした。ここはわたくしの結界、我がいにしえの血を引く者だけが門を開くことのできる世界。門の数はあまりにも少なく、捜し当てることができる確率は万に一つだったというのに」

　静かな口く調ちようでエルヴィラは言う。シーフォは混こん乱らんした。彼女は来てほしくなかったのだ。では、なぜ彼女は呼び続けた？　少年の父親も、おそらくはその親も、そのまた親とて彼女の呼び声を聞いただろう。何世代にも渡って繰くり返しながら、いまさら。

「でも、ぼくはたどりついた。ぼくが来て嬉うれしくはないんですか。それとも、困るんですか。なぜ？　それなら呼ばなければよかったんだ」

「あなたを呼んだのはわが主あるじとの約束のため。あなたに来てほしくなかったのは、単なるわたくしの私し情じようです」

「主との約束？」

「我が主君、フェリム・フェシアとの約束です。彼は転生を望みました。だから、わたくしは呼び続けなければなりませんでした。彼の知識と力に見合う肉体を持った子し孫そんが生まれ、その者をここに迎えるまで。それが残ざん留りゆう思し念ねん体となり果ててなお、この世にとどまるわたくしの使命であり、存在意義なのですから」

　エルヴィラは淡たん々たんと語った。自分は残留思念体だと言う。では、今の自分と似たりよったりの存在なのだろうか。シーフォは頭の隅すみでそんなことを考えながら、話を聞いていた。もし、自分が肉体も備えた人間としてここに来たら、彼女はどのように見えたことだろう。こんなに明確には見えず、幽ゆう霊れいのように見えたかもしれない。

「わたくしにできることは、門をこちらからは開かない、そして、カリミアに助けを請こい、わたくしの声に惑まどわされぬよう我が子孫を頼たのむ、それくらいでした」

「なぜ、カリミアに？」

「アミュールに勝るお方はカリミア皇家以外にはおりません。それに、アイーダさまの一件以来、わたくしたちは彼らに隷れい属ぞくさせられたも同然なのです。彼らを無視することはできない。わたくしたちがもっとしっかりしていれば、あのお方は死なずにすみました」

　瞼まぶたを伏ふせるエルヴィラ。その透すきとおるような白いまつげが細かく震ふるえていた。

　エルヴィラの子孫を守る義務と権利──権利！　あのカリミア皇こう太たい子しはくどいほどそれを強調していたではないか。アミュールはカリミアに決定的な弱みを握にぎられていたのだ。

「この結界は我が血を引く者でも、なかなか捜し当てることができない構造になっているのです。にも関わらず、あなたはたどりつきました。それはすなわち、あなたがかなりの能力者であるということです。フェシアさまの『記き憶おく』の器うつわとしては申し分ありません。さあ、こちらに」

　転生はさせたくないが、あるじの命令は絶対である。エルヴィラはあっさりと意向を変え、シーフォに手を差しだした。少年は慌あわてて首を振ふると、

「ま、待ってください。ぼくは並程度の力しか持ってないんです。よく見て、ぼくは生身の人間じゃない、意識体なんだ。だからここに来れただけで、ねえ、分かるでしょう」

　必死に弁明するシーフォを、エルヴィラはじっと凝ぎよう視しした。信じられない、そんな驚おどろきが徐じよ々じよに顔に浮かんでくる。彼女は驚きよう嘆たんの声をもらした。

「おお……なんということでしょう。あなたはほんとうに意識体なのですね。ならば、門を見つけるなどたやすいこと」

「体に戻るためにはここに行けばいいと教えてもらったんです。ぼくは分かったんだ、肉体を捨てるなんて間ま違ちがっていた。体を返してほしいんです、エルヴィラ」

「教えてもらった？」

　エルヴィラは鷗おう鵡む返がえしに言った。そして、沈ちん思し黙もつ考こうのていになる。シーフォの言葉を疑っているというよりも、なにか心当たりがあるような感じだ。少年は眉まゆをひそめて彼女を見つめた。

（あの子のことを、彼女は知っているのだろうか……）

　慎しん重ちように言葉を選びながら、エルヴィラは言った。

「分かりました、どんな事情があるにせよ、あなたはたしかに意識体です。肉体はこの結界のどこかに流れついていることでしょう。ほしければ、自分で取りに行きなさい」

「ありがとうございます！」

　気き色しよく満まん面めんで礼を言うシーフォに、しかしながら、エルヴィラは顔を曇くもらせて続けた。

「しかし、よくお聞きなさい。ここから生身のまま出ることは不可能です。あなたは『記き憶おく箱ばこ』を開かねばなりません」

「記憶、箱？」

　そういえば、エイランがそんなことを言っていた気がする。聞き返すシーフォに水神は説明した。

「その昔、太陽神国で製造されていた神器の一つで、人一人分のすべての情報を書きこみ、保存する箱です。その中にフェシアさまは眠っておられます、情報を書き写す相手が訪おとずれるまで。箱を開いたとき、あなたがあなたである情報は組み替えられ、原型は塗ぬり潰つぶされてしまうことでしょう。あなたは第二のフェリム・フェシアになってしまうのです。それでもいいのですか」

「箱は開かなくてはならないんですか」

　シーフォが首を傾かしげると、エルヴィラは悲しげに頷うなずいた。

「ここから出たければ、そうするほかはないでしょう。出口はないのですから」

「塗り潰されない方法はないんですか」

「あなたの情報の方がより堅けん固ごであれば。しかし、フェリム・フェシアは紛まがいようもなく狂人です。狂人の理論はあなたごときでは跳はね返せないでしょう」

「でも、ほかに方法はないんでしょう」

　エルヴィラの声は明らかに止めようとしていた。それでも真しん摯しなまなざしを向けてシーフォが食い下がると、不ふ承しよう不ぶ承しよう、頷く。

　ならば、やる。少年はぐっと拳こぶしを握にぎりしめた。体を取り戻し、元の世界に帰るためなら、やる。あの子に会うためなら、自分は正面からぶつかろう。これが自分の肉体を捨てた贖しよく罪ざいであるのなら、甘んじて受けよう。

　シーフォはエルヴィラに歩み寄った。凛りん然ぜんと顔をあげた姿にはポルゼハータ宮きゆう殿でんで見せたおびえはない。少女めいた顔は、いつのまにか凛り々りしい少年のものへと変わりつつあった。それでも、心は穏おだやかで、双そう眸ぼうの色は変わる気配がない。

　少年の決心が変わらないのを悟って、エルヴィラはため息を漏もらした。

「その方法で万に一つも可能性があるかどうかは分かりません。太陽神国のアイテムはわたくしにも分からない点が多いのです。ただ、論理的にはそうなるでしょう──これはカリミア皇こう帝ていの受け売りですが」

「聞いていいですか」

「どうぞ」

「あなたは、なぜ、フェシアに転生してほしくないのですか。彼は転生してなにをするつもりなんですか」

　観念上にある転生とはかなり違うようだが、過去を引きずるのは同じことだ。そして、すべてのことの発ほつ端たんはそこにある。

　シーフォはエルヴィラの流氷のような双そう眸ぼうをまっすぐ見み据すえた。

「それは、ご当人にお聞きなさい。わたくしにはどうすることもできなかったのですから」

「エルヴィラ、あなたは転生しようとは思わなかったんですか。その記き憶おく箱ばこがあれば、あなただって」

　それには答えず、エルヴィラは少年に手を伸ばした。見た目と同じ、彼女の手はひんやりと冷たかった。シーフォを抱きこむように引き寄せる。少年の体は彼女の中になんの抵てい抗こうもなく入りこんだ。

（さあ、貝ばい闕けつの宮の最深部、フェシアさまがおられるところへ行きなさい）

　朗々と、エルヴィラの声にならない声が響ひびきわたる。突とつ風ぷうが吹き荒あれ、少年はとっさに手で自分を守った。次の瞬しゆん間かん、世界が暗くら闇やみに閉ざされる。ふわりと重力がなくなったような落下感が少年を襲おそった。

　次に視界が開けたとき、シーフォはまったく異なった空間に立っていた。

　そこは意外にも、草原のまっただ中だった。真っ青な空、湧わきあがる白い雲、風にたなびく草の海原──すべてが鮮あざやかな色で彩いろどられ、あまりの変化にシーフォは立ち眩くらむ。

（こ──ここは？）

　草原は起伏緩ゆるやかな大地を覆おおい尽くし、地平線までえんえんと広がっていた。空、雲、草原。その三つしか世界にはなかった。ほかにはなにもない、太陽さえ見あたらない。

　草をすり抜けて風が唸うなる。シーフォはゆっくりと歩きだした。とても静かな世界だった。静かだったが、穏おだやかではなかった。ひどく緊きん張ちようを強いられる空気が満ちている。ぴりぴりと耳が震ふるえ、神経が鋭えい敏びんになっているのを感じた。

「あっ」

　思わず声をあげる。あった。少年の体が無む造ぞう作さに、草の中に埋うもれていた。走って近寄り、体の状態を確かめる。

　少年の顔は血色がよかった。彼は自分の顔を真っ向から眺めることに、ひどく違い和わ感かんを覚えた。自分だとは分かるのだが、どうも納なつ得とくがいかない、そんな感じだ。

「ごめん」

　シーフォは言った。そういえば、口に出して誰だれかに謝ったのは久しぶりの気がする。心がすっと軽くなるような気がした。それは気休めだと人が言ったとしても、心が軽くなったのは現実で、たしかに言葉にはふしぎな力があるようだった。

「ごめん、傷つけたりして。ごめん、責任を放りだしたりして。謝あやまるから」

（謝るから、もう一度ぼくを受け入れてほしいんだ）

　屈かがみこんで、自分の体に沈みこむ。抵てい抗こうはなかった。ただ、自分が縮まる感かん触しよくがして、きつい服を着たようなうっとうしさがあった。

　シーフォは目を開いた。どこといって前と変わらない気がしたが、もはや自分の顔を見ることはできなかった。

　手を開いて閉じ、自分が元に戻もどったことを確認する。

（こう考える自分は意識体のときと同じぼくなのだろうか）

（いや、ぼくはたしかに肉体のみであったぼくでもあるのだ）

　肉体は意識を持たない。思考も持たない。だからこそ肉体と意識に分離されたのだが、やはり、体の中に戻もどって思考する自分は、意識体の自分とは少し違う気がした。意識はなくても、記き憶おくは体にたまっていくのだろうか。

（体は一いつ生しよう懸けん命めい生きているんだ。一生懸命）

　胸にじんわりと広がる想おもいを感じた。それがなんであるのか、シーフォには表現できなかったが、言葉にすれば愛いとしさというものであろう。少年は生まれて初めて、自分自身のことを愛しいと感じたのだ。

（ぼくは、一生懸命、生きなくてはならない）

　たとえ、それがどんな生きざまでも。

　そのときだった。ぴくんと耳が緊きん張ちようし、反射的にシーフォは空を仰あおいだ。

　蒼そう穹きゆうからなにかが降ってくる。

（雨？）

　シーフォが北の生まれなら、それを雹ひようだと思っただろう。青天から透明で小さな球体が、幾いくつも幾つも落下してくる。何個かは少年に当たり、鞠まりのように跳はねて草原に落ちた。頭をかばいながら一ひと粒つぶ手に取ってみると、それは雹というよりまるで真しん珠じゆのようだった。

　真珠は止めどもなく降ってきた。見る見るうちに草原は真珠で埋うまり、辺あたり一面白い白はく珠じゆ平原と化す。

　一体これはなんだろうと訝いぶかるシーフォの前に、ぼんやりと白いものが浮うかびあがった。白珠から立ちこめた霧きりは、ゆらめきながら人型を形成する。次第に色がついてきたが、半透明の人影はまさに話に聞く幽ゆう体たいのようであった。

　そして、それはシーフォに顔を向けた。相手が誰だれだか問う必要はない。金色の髪かみ、金色の瞳ひとみ。そこはかとなく少年に似ているおもざし。神々に愛めでられた美び貌ぼう。

　冷れい然ぜんとシーフォを見おろす青年、それがフェリム・フェシア、その人だった。

　だが、エルヴィラが警けい告こくしたように狂人には見えない。喜き怒ど哀あい楽らくのない顔は、感情の欠落を意味していた。

（箱なんか開いた記憶はないのに）

　それとも、知らないうちに開いていたのだろうか。箱というのはなにかの比ひ喩ゆだろうか。

　おもむろにフェシアが口を開く。

「さあ、行こう」

「え？」

「さあ、行こう」

　いきなりそんなことを言われ、きょとんとするシーフォ。

「行こうって、どこにですか？」

「カリミア帝国に。それ以外方法はないのだ」

　抑よく揚ようのない調子でフェシアは語るが、シーフォは混こん乱らんする一方だった。一体、誰に対してなんの方法がないというのだろう。第一、彼は少年が誰なのか本当に分かっているのだろうか。

「あなたはカリミアに行きたかったんですか」

　目を白黒させてシーフォは聞き返す。それならば、どうして生前に行かなかったのだ。彼ほどの人間なら、外国へ赴おもむくことも簡単だったろうに。

（それとも、カリミア皇こう女じよだった奥さんを死なせてしまったから行きづらかったとか）

　白い珠の雨は続いている。

「そうだ。私はカリミアに行く。このしがらみを取り除くには、カリミアに行くしかない。おまえも、私も」

　無表情のまま、フェシアは自分とシーフォの脚あしを指し示した。促されるまま足元を見て、少年は危あやうく悲鳴をあげそうになった。

　腕うでだ。何本もの腕が彼の脚あしを摑つかんでいる。腕の付け根は珠たまの中に埋うまっていて、まるでそこから生えているようだ。触ふれられている感かん触しよくはない。ただ、足が異様に重かった。まるで鉛なまり入りの靴くつを履はいているかのようだ。

　シーフォは慌あわてて足を白はく珠じゆの中から引き抜き、腕を振ふり払った。それらはずるりと嫌いやな音とともに、まるで長らく水に浸かって腐ふ敗はいしていたかのように、はげ落ちた。ぐじゅぐゅになった腕の肉片は、降り続く雨に覆おおい隠かくされていく。

　青年の幽ゆう体たいにもそれは絡からみつき、彼は一歩も動けない様子だった。

「と、取れないんですか？」

「取れない。私は取れない。おまえはなぜ取れるのだ」

　フェシアは少年に手を伸のばした。だが、するりと通り抜けてしまう。彼は茫ぼう洋ようたる面もちで、相手を摑めなかった自分の手を眺めた。自己の内面に意識が沈んでいく気配を感じとり、シーフォは慌あわてて声をかけた。

「カリミアに行ったら、あの人たちがそれをどうにかしてくれるんですか？」

「どうにかするのは私だ。あのときできなかったことを、今度こそは実行する。そのとき、このしがらみは消える」

「あのとき？」

「沼地の魔ま道どう士しなど放っておいて、私はカリミアに行くべきだったのだ」

　言葉のわりには悔くやしさも怒りも感じられない。覇は気きのない、冷たい顔のまま、フェシアはシーフォを凝ぎよう視しした。少年はひどく居心地が悪かった。なにが起こるか分からないので、慎しん重ちように言葉を選びながら尋ねる。

「あなたに、なにがあったんです？」

「私は判断を誤あやまった。カリミア皇こう帝ていとエルヴィラの謀ぼう略りやくにかかって、私は封ふうじこめられた。永い、永い星せい霜そう。気もふれんばかりの孤独と闇やみ。私はこの手で何人もの同族を殺してしまった。アミュールを殺害してしまった。そうすることが妻の供く養ようになると信じて。アイーダは彼らに呪のろい殺されたのだ、そう信じていた。それなのに、カリミアは私を封じこめた。エルヴィラは同族殺しを見かねてのことであったろう。だが、おかしいではないか。アイーダの仇かたきを討うつ気なら、カリミアは喜びこそすれ、私を封じこめる意味はない。私は千年の孤独の中で考え、そして、矛む盾じゆんに気がついた」

　青年は瞑めい想そうするかのごとく瞼まぶたを閉じる。

「アイーダは死ぬ必要などなかったのだ。あのカリミア皇家の恐るべき力をもってすれば、国中に蔓まん延えんした流りゆう言げん蜚ひ語ごなど簡単に払ふつ拭しよくできたはず。それに、一時的にでもカリミアへ里帰りしておけば、民衆の感情もああまでは逆なでされなかった。だが、彼女はなにもしなかった。ただ、黙だまって私の側にいて、あの魔ま女じよ狩がりの洗礼を受けた。逃にげることもできたのに。私はパニックに陥おちいっていて、そのことに気づかなかった」

「あなたを心配していたんじゃないんですか」

「私を気き遣づかうなら、皇こう女じよを殺したということでカリミア帝国との外交に亀き裂れつが入ることくらい、分かっていたはずだ。彼女はまったく聡そう明めいで、そのことを承知していながら死んだ。こうなると分かっていて彼女は死んだのだ」

　語尾が少しきつくなったので、思わずシーフォはあとずさって警けい戒かいした。青年の体から金色の光がうっすらと立ち始めている。

「彼女は私を哀あわれな虜りよ囚しゆうとするために死んだ。決して、逃にげることのできない、あがなうことのできない罪つみを着せて。すべてはカリミアのために」

　白銀の珠たまはさらに雨脚を速めた。瞬またたく間に膝ひざまで降り積もる。焦あせって上に登ろうとしたが、足元をすくわれ、さらに深くもぐりこんでしまった。それでも真しん珠じゆの雨は止みそうもない。ばらばらと衝しよう突とつする激しい雨音の中で、フェリム・フェシアの声だけが朗ろう々ろうと響ひびいた。

「我々はカリミアに踊らされている。アミュールはたった一人のカリミア女のために、あの一族に隷れい属ぞくさせられてしまったのだ。我が血を引く者よ、おまえとて例外ではない。このしがらみから抜ぬけでるには、カリミア皇家を滅ほろぼすしかないのだ。私は結界の中で力を蓄たくわえて、封ふう印いんが解けるときを待った。封印が解けたとき、しかしながら、私はおまえたちを守るため沼地の魔ま道どう士しと戦うことを選ばざるをえなかった。私は遺い恨こんを残したまま、寿命尽きて死んだ。だが、私の死したあともカリミア皇家によるしがらみは永遠に続いていく。アミュールとしての力を失ったおまえたちに、カリミアと戦うすべはない。だから、私は転生を望んだのだ。おまえたちをカリミアから守るため、おまえたちとともに戦うため」

　珠に腰こしまで浸つかりながら、シーフォは彼を全く無視して独白しつづけるフェシアを見つめた。彼は珠の海に立っていて、沈むことなくどんどん高みへと上っていく。

「さあ、行こう。諸悪の根元はカリミアにある。あれを残しては、いずれ世界は破は滅めつすることだろう。おまえは勇者として私の力と記き憶おくを引き継つぎ、悪を滅ほろぼしにいくのだ」

「ぼくにはカリミアが諸悪の根元だなんて思えない！」

　雨音にかき消されないよう、必死に声を張りあげてシーフォは反論した。

「彼らはぼくに、カリミアに一度は来いと言っただけだ。それに、カリミアの人に助けられたこともある。それはあなたの思いこみだよ！」

「己おのれの人生がすべてカリミアによって計算し尽くされていたとしてもか。彼らの掌てのひらで踊らされて一生を終えてもか。このままではおまえに自由はない。おまえは彼らにとって単なる道具でしかないのだ」

「道具？」

「彼らはアミュールの秘ひ密みつを調べたいがために、私を隷れい属ぞくさせた。おまえを守ったのは、太陽神国最高の技術、『転生』の秘密を探るために生かしておきたかっただけだ。おまえはいいようにカリミアに踊らされているのだ」

　珠の海は胸まで押おし寄せていた。シーフォはもがきながら、青年の言葉を反はん芻すうする。

（エルヴィラはフェシアの声に惑まどわされぬよう、ぼくたちをカリミアに頼たのんだと言った）

（でも、この人は、アミュールの研究のために保護していたにすぎないと言う）

（どちらが正しいのか、ぼくには分からない。だけど）

（だけど）

「どうして、それじゃいけないんですか!?」

　シーフォは怒ど鳴なった。雨音はさらに酷ひどくなり、ともすれば少年は溺おぼれそうになるが、それでも心は毅き然ぜんとしていた。抑揚のない口調でフェシアは言葉を返す。

「他人に自分の人生を決められるのが、おまえは嬉うれしいのか」

「嬉しくなんかないよ。でも、あの人たちは押しつけてないもの。ぼく自身に決めさせてくれたもの」

（そうだ）

（あの子の言葉だって、最後はぼくが選んだ。あの子の言葉を信じようとぼくが決めたんだ）

　押しつけられたと感じるのは、彼こそが何も選ぼうと、決めようとしなかったからではないか。

「彼らは言外に押しつけているのだ。それが分からぬとはおまえは愚おろか者だ」

「愚かなのはぼくじゃない、あなただ！」

　ありったけの声で叫んで、きっぱりと断言する。少年は頭からどっぷりと真しん珠じゆに浸つかり、身動き一つできない状態に陥おちいっていた。だが、言わなくてはならなかった。

（ぼくは、負けない）

「押おしつけているのは自分じゃないか。ぼくはあなたの知識なんか、力なんか要いらない！」

「私があのときカリミアに行けなかったのは、おまえたちのせいだ。おまえたちなど魔ま道どう士しにくれてやればよかった。おまえには私を受け入れる責任と義務がある。いやとは言わせない。私が与えてやった命を、今こそ私に返せ」

　それでもフェシアは淡たん々たんと喋しやべった。感情的になってはいけない、そうシーフォは自じ重ちようしようとするが、口が、心がもはや止まらなかった。

「さっきから聞いていると、みんなカリミアのせいにしてるけど、奥さんが死んだのは現実にあなたのせいなんでしょう!?　あなたがちゃんとしていれば、そんなことにならなかったんでしょう!?　それを、策さく略りやくだのなんだのと理り屈くつづけて、自分には責任がなかったような顔してるだけじゃないか！　あなたも現実逃とう避ひして、責任転てん嫁かしてるだけなんだ！」

　そうだ。シーフォは口に出してから腑ふに落ちた。事件の原因ばかり追求して、肝かん心じんの現実を見ようとしない。自分が汚よごれぬよう汚れぬよう、理屈づけをして逃にげる。彼は一いつ緒しよだ。今までの自分と一緒なのだ。

　過あやまちを背負って生きることが恐こわくて、逃げていた自分と。

（ぼくは、逃げない。もう、逃げない）

（あの子と約束したから）

「あなたは奥さんに、アイーダ皇女に謝あやまったことがあるの!?」

「カリミアは諸悪の根元だ。おまえに私の力と知識を与えよう。私とともにカリミアを滅ほろぼすのだ。未来視など不必要な存在。カリミアを倒たおさねば真の平和は訪れない。おまえに私の力と知識を与えよう。私とともに──」

　フェシアの声が何度もリフレインする。まるでお経のようだ。シーフォはそう考えながら、次第に息が苦しくなり、意識も遠くなって、そのまま気を失ってしまった。




　どれくらい、のびていたのか分からなかった。

　再び目を覚ましたとき、そこは神しん殿でんの中だった。といっても、貝ばい闕けつの宮ではない。もっと小さい、そこらの村にあるような祠ほこらのようだ。少年は体を起こし、周囲を窺うかがった。

　誰だれもいない。部屋の中心に小さな石像が安置され、その周囲に果物やバター、お菓子などがところせましと奉じられていた。そして、石像の差し出す両手の上に、薄うすぎたない木箱が一つ。

（……あれ？）

　一いつ瞬しゆん、躊ちゆう躇ちよして、少年は木箱を手に取った。用心深く蓋ふたを開く。

　果たして、中にはくすんだ白い珠が何個か入っているきりだった。それらも外気に触ふれた途と端たん、じゅっとかすかな音をたてて溶よう解かいしてしまい、結局箱はカラになってしまう。

「あれま、ご神体に触さわるでねえよ」

　背後から間延びした声がかかり、シーフォは飛び上がった。振ふり返ると建物の戸口に、一目でそれと分かる純じゆん朴ぼくそうな農夫が立っている。

「神さまなんですか？」

　うろ覚えの大陸の言葉で尋ねる。農夫は頷うなずくと、

「そうだよ、土地神さまだ。そんなボロ木だけんど村の宝だて、ちゃんと元に戻もどしとけ」

「中になにが入ってたんですか」

「中なんてねえよ。よく見てみ」

　農夫の呆あきれた声にシーフォが再び目を落とすと、それはもう箱ではなくなっていた。ただの木の塊かたまりに過ぎない。蓋ふたを開けたのは錯さつ覚かくだったのだろうか。

「祠ほこらを宿にするのもいいけんど、ご神体いじくるとバチが当たるでよ」

　そう忠告して、農夫は去っていった。

（一体、どうなってしまったのだろう……）

　ともかく、木の塊を元に戻し、シーフォは祠の外へ出た。カッと眩まぶししい斜しや陽ようが目を射る。

（元の世界に戻ってきたんだ）

　大きく深呼吸してみる。大気が体中に染み渡っていくのが実感できた。

（ぼくは、ちゃんと生きてる）

　祠はちょっとした高みに建てられていた。まばらな林が周りを囲み、緩ゆるやかなスロープの向こうには畑が広がっている。そして、祠の背後には、雄大な山脈の陰が大地を縁ふちどっていた。シーフォは夕焼けに染そまった空を仰あおぎ、瞼まぶたを閉じた。世界が生物の息づかいで満ちている。そうしていると、今までのことが夢ゆめのように思えた。

（夢？）

　あの少女のことも夢だったのか──いや、そんなことはあるまい。この、胸のつかえがなくなった身の軽さは現実だ。彼はフェシアに勝ったのだ。

（それにしても、ここはどこだろう。ぼくはどうなってしまったんだろう）

　くらりと立ちくらみがして、シーフォはしゃがみこんだ。突とつ然ぜんのことに吐き気がこみあげ、口元を押さえる。

　つと、影かげが斜陽を遮さえぎった。

「立てるかな」

　やんわりとした物言い。シーフォは顔をあげた。差し出された手の向こうに、逆光となって顔は分からないが、一人の青年が立っている。眩まぶしさに少年は目を細めた。

　すらりと背の高い青年だった。一目で上等と分かる生地の服を着ているから、近隣の村の人間ではないだろう。仕立ても変わっていて、メラミはむろん、ソゾン市やライラでも見かけなかった形をしている。くっきりと出ているボディラインは、筋肉質とは言えないが、無む駄だ肉にくのない均整のとれた体を表わしていた。

　啞あ然ぜんとしながら、シーフォは差しだされている手を摑つかんだ。青年は軽々と引っ張りあげた。その物もの腰ごしや言葉に表われている気品は嫌いやみがなく、力をなるべく使わないようにしている機能的な動きが優ゆう雅がさとなっている。さらりとできるのは、長年体に染しみ着いた習慣、それが彼の自然体なのだろう。

　そして、青年の放つ霊れい気き。神しん秘ぴ的な気け配はい。初夏の熱気も蒸し暑さも、けだるささえ消え、彼の存在だけでその場が森しん厳げんたる空気に包まれる。霊れい域いきに踏ふみいれたように、大気が冴さえ渡り、洗い清められた心地になる。

　彼のまとう霊気は、清せい冽れつな流れのようだった。

（ぼくは、彼を知っている）

「ちゃんと戻もどってきたんだね、シーフォ」

「……ユリアン皇子？」

　シーフォが尋ねると、逆光の中の人影は笑った。
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「きみの反はん応のうが突とつ然ぜん移動したので、私が足を運ぶことにしたのだよ。白木を来させるには、ここら辺の情報場はかなり不安定だからね」

　苛いら立だたないほどにゆっくりした、穏おだやかな口く調ちようでカリミア皇こう太たい子しは語った。言葉のアクセントや響ひびきに歪ゆがんだ部分はない。美声とはこのような声を言うのだろうか。

「ここはどこなんですか」

「オララント水路の入り口にある村だよ。レムダリア河とレタ海をつなぐ水路でね、かなり長い人工の川だ。レムダリア河はネルン山脈に向かって北上するけれど、オララントは南回りで海に抜ける。ここはルクセニアという小さな国の辺境で、海との高低差が──」

　水路の高低差問題を説明するユリアンを、シーフォは陶とう然ぜんと見つめていた。

（似ている）

　年は二十二、三だろうか。小さな帽ぼう子しからこぼれるプラチナ・ブロンドも、夕焼けを縁ふちどる夜空のように鮮あざやかな紺こん青じよう色の双そう眸ぼうも、白はく磁じの肌はだも、鼻び梁りようの通った凛り々りしい顔にも、なにもかもに見覚えがある。夢ゆめの住人のようにきれいで、現実みがなく、それでいて儚はかなさのかけらもない強烈な存在感。

　似ている──あの世界で見たリルフィ・アイーダ皇女に。

（いや、アイーダ皇女というよりも……）

　青年の発するものは威い厳げん、神々しいまでの富貴だった。

「シーフォ」

　名を呼ばれてシーフォは我に返った。頰を赤く染め、慌てて言葉を捜す。

「ぼくはどうなってしまったんだろう」

「貝ばい闕けつの宮から戻ってきたのだろうね。エルヴィラの結界が開いた感かん触しよくがしたから」

「そんなことが分かるんですか？」

　さらりと答える皇子にシーフォは目を見張った。彼は微笑を浮うかべると、

「結界から出てきたということは、きみはフェシアの『記き憶おく箱ばこ』を開いた。それもついさきほど」

「あ……じゃあ、やっぱりあのご神体がそうだったのかな」

　シーフォは振ふり返って、祠ほこらに安置された石像の上の木切れを見た。

「でも、たしかに箱だったのに、今はただの木切れに変化してしまった。蓋ふたを開いたはずなのに」

「それはエルヴィラの結界内にいたからだろう、結界では物の見え方が異なるのだよ。そしてきみは出てきた。箱を開けばこちらに戻ってくることができる、そうエルヴィラは言わなかったかな」

　まるでなにもかも見すかしているように、ユリアンは言う。シーフォはまさにそのとおりだと驚おどろいて、何度も頷うなずいた。

「箱の中に入っていたのはこれと同じ物だろう」

　差しだされた右の掌てのひらを見ると、果たしてあの白銀の珠たまが一粒乗っている。少年は絶句して相手の顔を見つめるしかなかった。フェシアではないが、すべてのことが彼らによって計算され、お膳ぜん立だてされたように感じられてくる。

　でも、それがほんとうなら、ここでわざわざ種たね明あかしする必要はないだろう。

　目を白黒させるシーフォを楽しそうに見ながら、ユリアンは説明した。

「これは太陽神国で製造されていた道具の一つでね、ちょっとした経緯いきさつで我々の手に入ったものなんだ。『転生』を行うのに必要な品だよ」

「なんなんですか、これ」

「受信体とでもいうのかな。フェシアの知識と力の源みなもととなる『情報』は、実際に箱の中に入っているわけではないよ。人一人の情報は莫ばく大だいな量になるからね、人目に触ふれることのない場所に、さらに別の形で保存されている。この珠は条件にかなう受容体に付着して、保存体に『情報』を送信するよう命令するんだ。そして、これを通して被ひ体たいの中に『情報』を書きこむ作業を行う」

「はあ」

　分かったような分からないような。シーフォは曖あい昧まいに相づちを打った。皇子は気分を害した様子もなく婉えん然ぜんと微笑んで話を続ける。

「フェシアの転生に必要な受容体の条件は、フェシアの血を引く者であること、アミュールの力を持っていること、そして、彼の意識に同調させることができること。そんなところだろうね」

「でも、溶とけてなくなっちゃいましたけど」

　シーフォが不安そうな面おももちで言うと、ユリアンは笑って、

「それはきみが結界から弾はじき飛ばされたということだよ。きみは選ばれなかった。条件にかなわない者、異い物ぶつとして排はい除じよされたんだ。実際に溶けたわけではない」

「条件にかなわない」

　シーフォは皇子が言った三つの条件を反はん芻すうした。

（彼の意識に同調させることができなかった）

（じゃあ、ぼくは彼に勝ったんだ）

「受信体はこれからもフェシアの子孫を待ち続ける。でも、きみは二度と認められることはないだろう」

　確信を持って言う皇子に、シーフォは少々ムキになって言い返す。

「もし、ぼくがフェシアを受け入れていたらどうしたんです？　彼はあなたたちを殺したがっていました」

「そのときはそのときだ。私はあまり干かん渉しようしたくなかった。父がきみの父親に干渉しすぎて嫌きらわれたのを知っているからね。きみ自身で解決してほしかった」

　その言葉を聞いて、シーフォはアリーシュ王女との交感で見せつけられた虐ぎやく殺さつの光景を思いだした。つまり、カリミア皇帝は過保護だったというわけか。

「白木から話を聞いたと思うが、私はきみを父親の二の舞にしたくなかったのだよ。でも、きみは一人で自分を見いだすことができた。おめでとう」

　ユリアンが祝福の言葉を渡す。実は一人ではなく、あの少女に助けられ支えられてのことなのだが、シーフォはそのことを言うつもりはなかった。代わりに、頰ほおを赤らめながら言うには、

「ぼく、あなたはもっと怖い人だと思っていました。もっと厳格で、そっけない人だと」

「カリミア皇太子という肩かた書がきがそう思わせてしまうのだろうね」

「それもあるけど……あの夢ゆめの中で、あなたはつっけんどんだったし、冷たかったし。口調も違ってたから」

「夢の中？」

　ユリアンは少しだけ語尾を上げて言い返した。それから、ああ、と腑ふに落ちたようで、くすくす笑いだす。

「ああ、あのときのことか。そうか、私たちはまだ挨あい拶さつを交わしていなかったのだな。私はユリアン、現カリミア皇こう帝ていダニウスの長子であり、カリミア皇太子でもある。よろしく」

　突とつ然ぜん自じ己こ紹しよう介かいをされて、シーフォはぽかんとした。それなら以前にも聞いたことではないか。面めん食くらった少年を見て、ユリアンはさらに笑うと、

「あれは私ではなかったのだよ。たしかに、アミュール全般に関しての責任は私にある。でも、きみ以外にも手のかかるアミュールがいてね、そっちの方に私はかかりきりだった。だから、きみを視みる役には代理をたてていたんだ、白木も私でないとあとで気づいたそうだが」

「ぼく以外のアミュール？　カインたちのこと？」

「いいや、彼らはもはや気にするほどの存在ではない。消えゆく旧アミュールの末まつ裔えいであるから。私が視ていたのは新アミュール、キマ王朝の一族とカリシンハラ王朝の残党──アイン兄妹きようだいをね」

「……え？」

　シーフォは幾度も瞬まばたいた。なぜそこでアインの名が出てくるか分からない。きょとんとしている少年の背を、ユリアンは軽く押おして、

「さあ、行こう。アインたちが待っている。彼らは水路の出口、エイジの港町にあるカリミア大使館できみの帰りを待ちわびているよ」

　そう言い終わったときには、すでに二人の姿は祠ほこらの前からかき消えていた。




　オララント水路の海の玄関口エイジの町は、古くから栄えた港町である。大陸の反対側、レムダリア河口に位置するソゾン市と同じく、東西から物資が集まるところだ。大陸内部や、遠く西の大陸からも人々が流れてきていて、人種の坩堝るつぼと化している。そして、ネルン大山脈で隔かく離りされた北の地にあるカリミア帝国への通り道として、学者や外交官が一時滞在する場所でもあった。

　そんなエイジの町に、エイラン一行は三日前から留とどまっている。ライラ王都デリスアージアからもかなり距きよ離りはあるのだが、言葉使いの力であっさり空間移動して連れてこられてしまった。彼らはソゾン市からこのエイジの町まで、ほんとうに大陸を横断してしまったのだ。長い長い旅だった気がする。ソゾンを発たったのはいつのことだろう。

　エイランはポルゼハータ宮きゆう殿でんの一角で倒れて以来、再び昏こん睡すい状態にあった。今度は兄のアインがそばにいてくれたので騒さわぎにはならなかったが、自称いいなずけのパケンとしては、落ちついてお茶を飲んでいる気にはならない。思いっきり顔をしかめ、日がな一日、昏こん々こんと眠るエイランを睨にらみ続けている。

「おぬしが見ていたからとて、目が覚めるわけでもなかろうに」

　そうハービルが冷やかしても、一向にやめやしない。もっともハービルは、一いつ緒しよに連れてきたミュリエールにアミュール神話を解説してやることに忙しくて、そうそうかまってはいなかったが。

　カリミア大使館の客人となっているのは、エイラン兄妹、パケンとハービル、ミュリエール、サジリ、そして、ライラの老ろう騎き士し侯こうクレジールに再び駆かけつけたボルト・ドマンドの計八人だ。エイランが倒たおれた現場を目もく撃げきしていたクレジールは、言葉使いを王おう宮きゆうに引き入れることをためらったせいでこんな事態になったのだと、深く反省していた。そして、シーフォがなかなか帰ってこないことにやきもきし、日がない一日うろうろ庭を歩き回っている。ドマンドも上司に倣ならって、大おお股またで歩き回っていた。

　そして、サジリは──

「パケン、エイランの調子はどう？」

　エイランの寝しん室しつにアインがひょっこり顔を覗のぞかせた。椅い子すに座って不動の体勢でいたパケンだが、青年の吞のん気きな声を聞くとあっさり気が抜ぬけてしまい、ふにゃんと顔を崩くずす。そして、恨うらみ声で、

「お兄さあん、なんでそんなに悠然としてられるんですかあ。俺はもう心配で心配で、こっちの方が倒れたいくらいですよう」

「しかたないね、これがエイランの体質なんだから。のんびりしてんのは俺の性格。パケンも、これからずっとエイランと一いつ緒しよにいるつもりなら、肝に銘じておくことだね」

　アインは泰たい然ぜん自じ若じやくたる態度を崩さず応こたえる。パケンは口を尖とがらせてなにか言おうとしたが、それを遮るようにアインが続けた。

「でもパケン、きみはもう十年近くエイランと一緒にいるんだよ」

　それを聞いて、パケンは虚を衝かれた表情になった。少女の兄は笑ったきり、それ以上何も言わない。パケンは口を開くが、言葉は出てこなかった。曇っていた視界がぱあっと晴れたような気がした。何か忘れていたことを思いだしたような。それが何かを突きとめる前に、不意にエイランが寝返りを打ったので、それどころではなくなってしまった。慌あわててベッドにすがりつき、彼女の耳元で叫さけぶ。

「エイラン？　エイラン！」

「呼んでもむだだと思うけどな──あ、起きた」

　横から覗のぞきこんでいたアインが、たいした感かん慨がいもなく言った。それに呼応するかのように、エイランの瞼まぶたがぱちりと開く。あまりに唐とう突とつに開いたので、パケンはしばらく啞あ然ぜんとした。

「…………」

　まだ頭がはっきりしていない様子で、ゆっくりと半身を起こすエイラン。不ふ機き嫌げんな面もちはまるで眠りばなを起こされたかのようだ。さすがは長年朝夕をともにした者、アインはいち早く察知して、部へ屋やの外へと逃にげる。

　そんな相手にも関わらず、パケンは無む謀ぼうにもエイランに抱きついた。

「エイランっ、やっと起きたんだな！　俺はおまえが心配で心配で、夜も眠れないくらい、心配してたんだっ。俺は、俺は──！」

「眠れないのはあたしだ」

　ぼそっとエイランは呟つぶやき、パケンを思いっきり突つき飛ばした。予想もしていなかった攻こう撃げきに、ごろんとパケンは床ゆかに転がる。反射的に彼は身を縮めた。どやしつけられると思ったからだ。蹴けりがくる可能性も高い。

（そうだ、エイランは寝起きが悪かったんだーっ）

　だが、第二波はこなかった。おそるおそる警けい戒かいを解いてエイランを見あげる。少女はわなわなと拳こぶしを震ふるわせて、パケンを睨にらみつけていた。目は完全に覚めたようだ。

「どうして──どうして、いつもあんたなんだよ。どうしてパケンなんだよ。あたしが望んでいたのは違うのに。あたしが待っていたのは……」

　そのビー玉のように光る目からはらはらと涙がこぼれるのを見て、パケンはひどく驚おどろき、動転しまくった。パニックに陥って、とりあえずエイランに駆かけ寄るが、再び突き飛ばされてしまう。

「ど、どうしたんだよ、エイラン」

「あんたじゃない。あんたじゃないのに、どうして……どうして……」

（どうして？）

（どうして泣く？　パケンなんかを見て、どうして涙が出るの）

（これは、悲しみの涙じゃ、ない）

　顔を手で覆おおい、そのせりふを何度も何度も繰くり返すエイラン。どう対応したらいいか分からず、パケンはおろおろとその場で行ったり来たりしていた。

　その様子を扉とびらの陰から見ていて、アインは笑みを浮うかべた。ミュリエールから聞いた話では、エイランはオハラたちから自分がアミュールだと指摘され、混乱していたという。あとでそんなことはないと訂てい正せいしておかなければ。

　そうしたら、自分の役目はすべて終わる。兄として、親代わりとしてあの国から引きずってきた役目はもう。あとはパケンに引き継ついでもらえばいい。これからエイランを守るのは彼だ。

「大きくなったもんだ」

　そう一人ごち、扉とびらの前から立ち去ろうとして、アインは足を止めた。

　廊ろう下かの向こうから、よく見知った少年と青年が並んで歩いてくる。シーフォとカリミア皇太子だ。だが、二人を見てもアインはいつもと変わらない飄ひよう然ぜんとした態度で、

「やあ、お帰り、シーフォ。こんにちはー、殿下」

「アイン！」

　アインに気づいて、シーフォが走り寄る。そして、たどりつきざま、彼に尋たずねるには、

「アイン、アミュールだってほんとう？」

「ほんとうじゃないよ」

　いけしゃあしゃあとアインは否定する。出で鼻ばなをくじかれた調子になり、シーフォは顔をしかめた。ユリアンが笑いながら助け船を出してくれる。

「アインにものを尋ねるときはそれではだめだよ。彼は噓うそつきの天才だからね。アイン、きみは新アミュールの一族の生まれだろう」

「はいはい。殿下がバラしてるんじゃお話にならないって」

　そう言ってアインは肩かたをすくめる。

「ここじゃなんだから。道々話そう」

　扉の向こうのエイランには聞かせたくない話なのだ。シーフォは黙だまって頷うなずき、三人は連れだって歩きだした。

　廊下に並ぶ四角い窓から差し込む斜しや陽ようが、床の市いち松まつ模も様ようを照らしている。ごてごてした内装はなく、やけにすっきりした館だった。いかがわしい天てん井じよう画がや金銀を塗ぬりたくった調度品などないところは、クレジール侯こうの屋や敷しきと同じだ。採光の窓がやたらあり、壁かべも床ゆかも白が基調で、内部は日が暮れるというのにやけに明るかった。

　その中をゆっくりと歩きながら、アインは語った。

「俺はソゾン市から少し北にある、カリシンハラという小さな王国の生まれでね。十三年前、東の大国キマに攻せめ込こまれて、一いち族ぞく郎ろう党とう皆殺しにあったんだ。俺はエイランを連れて落ち延びたんだけど、小さかったから追手を撒まききれなかったんだな。国境近くで捕とらえられ、危うく殺されるところをユリアン殿下に助けてもらったんだ。なんでこの人は、あんなところにいたんだろうね」

　皮肉めいて言うアインに、ユリアンは笑うだけだった。

「それで、俺は恩返しにこの人の仕事を手伝っているわけ。海に落ちていたシーフォを拾いにいったときからね。一番近くにいたし、旧アミュールの末まつ裔えいだっていうから興きよう味み津しん々しんで引き受けたんだ」

　つまり、彼はなにもかも知っていたというわけだ。人のよさそうな顔をして、えんえんと騙だまし続けていたのである。だが、それですまなそうにするわけでもなく、アインはむしろ楽しそうに語った。シーフォも騙されていたという感じはなかった。おいしい話は最後までとっとおいただけさ。そう言いたげなアインの、いかにも彼らしい茶目っ気だったのだと苦笑してしまう。

「俺の役目はシーフォをカリミアへ行かせること。ま、俺がどうこうしなくても、シーフォにその気があったから楽だったよ。あとは警けい護ごってとこかなあ。白木との連れん絡らく係とか」

「あ、じゃあ、やっぱり白木と最初から知り合いだったんだ」

「うん。言葉使いは一族以外の人間とあまり交わらないもんなんだけどね、俺たちは彼らと境きよう遇ぐうが一いつ緒しよだから」

「境遇？」

「キマに追い払われたって言っただろう。言葉使いも昔、キマ王朝に郷里を追い払われてカリミアに流れ着いたそうだよ。キマ王家は──あれこそ、真の意味での新アミュールだ」

　アインの声のトーンが一いつ瞬しゆん低くなったが、表情はいつもどおりの穏おだやかな笑顔だった。シーフォは眉をひそめ、ユリアン皇子を仰あおいで尋ねる。

「その、さっきから出ている新アミュールってなんですか？」

「言葉通りだよ。新しく出現したアミュールのことだ。きみやエル・アミューリカのメンバーのように太陽神国の時代に生きたアミュールの末まつ裔えいというのではなく、まったく別の流れに現れた能力者なんだ。それならアミュールという名称で呼ばなくてもいいと思うだろう。でも、能力者のポテンシャルチェックを行った者が、彼らはアミュールとぴったりパルスが一致すると言ってね。アミュール自身、自分たちと彼らの違いを区別できていない。だから、我々は両者を新旧アミュールと区別して呼んでいるんだ」

　やんわりとユリアンは説明した。

　新しく現れたアミュール。一体それは何を意味しているのだろう。大きな歴史のうねりの中で、アミュールという存在がどんな位置を示しているものか、シーフォには分からなかった。また、分かろうという気もなかった。自分はアミュールであることに捕らわれはしないから。呪縛を振り切ることができたから。

「むろん、新アミュールの何もかもが旧アミュールと同じというわけではないよ。力の質も違うし、思想も全く違う」

　彼とアインの言葉遣づかいはよく似ている。それは二人が長い時間、一緒に過ごしてきたことを意味していた。ただ、アインの喋しやべり方はそっけなくて、皇子の方は口く調ちようは柔やわらかいのに反論の余地がないような響ひびきがある。

「どうして彼らは出現したんだろうね。東方の、それまで後進とされていた領りよう域いきに、急に現れた。旧アミュールと同じだ。彼らもとつぜん南極圏に出現して、そして滅びていった。アインの一族も突とつ然ぜん、カリシンハラに現れたのだよ」

「そういう難むずかしいことは俺は知らないよ。キマから流れてきたっていうから、キマ王家の異い端たん人物だったとかさ。キマ王家は、強いよ。旧アミュールよりも強い。言葉使いでも勝てなかったんだ。ラー・カレディア王並みの能力者がごろごろしてんじゃないかなあ。カリミアが今、いちばん目を光らせている国だもんな」

　自分の一族を滅ほろぼした相手だというのに、アインはしみじみ感心して言う。ケムルを攻撃されたときの、あのどうしょうもない怒りを思いだし、シーフォは困惑した。

「アインは、それでいいの？　自分の国を滅ぼされちゃって、もう一度取り戻もどしたいとは思わないの？」

「思わないよ。俺、今の生活気に入ってるし、キマは強いし。あいつら、未だに残党狩りしてんだもん」

「でも、義勇軍もきみを捜しまわっているね」

　面白そうにユリアンが口をはさむと、アインは肩かたをすくめた。

「どっちにしろ俺はいやだよ。今のカリシンハラはキマの下で平へい穏おんなんだから、わざわざ波風たてることもないだろう。昔からいた者も、新しく移ってきた者も、うまくやっている。俺は決して、以前のカリシンハラが絶対に正しいなんて思わない。あの国はあの国で多くの問題を抱かかえていた。いい機会だったのさ。でも、俺はキマに捕つかまってやる気はないから、こうしてカリミアに守ってもらってるんだ」

　のうのうとアインは言う。けれど、あの剣の腕うでといい、鍛きたえられた体といい、彼は彼なりに自分を守る努力をしてきたのだ。そして、ここまで悟り心こころ穏おだやかになるまでにはさまざまな葛かつ藤とうがあったに違いない。

「シーフォも意地張らないで、守ってくれるっていうなら守ってもらった方がお得だよ。そういうこと。あ、エイランにはぜんぶ内ない緒しよだよ」

　片目をつむってみせるアインに、シーフォは強く頷うなずいた。

　彼らは階段を降り、下の階へ出た。夕飯時が近いので、使用人たちが忙しそうに行き交っている。

　大使館内で働く人々は、みなカリミア人のようだった。北の民族であることを象しよう徴ちようしているかのように、髪かみや瞳ひとみの色が希うすい。皇太子を見かけると深くこうべを垂れて、畏い敬けいと憧どう憬けいのまなざしを向ける。皇太子は日常のこととして、手を軽く挙あげて応えていた。

　その光景を眺ながめていたシーフォを、アインが小こ突づいた。

「シーフォ、覚えているだろう、例の予言。フェシアの転生とともに新たなるアミュールの時代が訪おとずれる、ってやつ」

「うん。でも、フェシアは転生できなかったから……」

　そうじゃなくて、とアインは手を振ふる。

「あれね、オハラたちは自分のことだと考えてみたいだけど、ちょいと意味が違うんだ」

「意味が違う？」

訝って聞き返してから、シーフォは腑に落ちた。新たなるアミュール。そういうことだったのか。目を円くする少年にアインは頷くと、

「ほんとうは、フェシアが転生するころには、新たなる、自分たちとはまったく違うアミュールが現れているはずだ。だから、転生しても戻る場所はないんだ──エルヴィラは転生するフェリム・フェシアにそう言いたかったんだとさ」

「彼女はすでに新アミュールの出現を知っていた。太陽神国というのは、時折、人知では考えられないような道具を造るからね、その一つで未来を予言したのかもしれない」

　ユリアンが引き継ついで語る。その道具というのも調べてみたい、青年の言葉にはそんな響ひびきがあった。

（じゃあ、カインたちは骨折り損のくたびれ儲もうけだったのか）

　シーフォは啞あ然ぜんとした。オハラたちは間ま違ちがえたのだ。そう思うと、なんだかやるせない。彼らとともにアミュールの帝国を立てる気にはなれないけど、それでも彼らの真しん摯しなまなざしが忘れられなかった。

（人間の生き方は間違いだらけだ）

「そういえば、カインは？　カインたちはあれからどうなったの？」

　複雑な表情でシーフォが尋たずねると、二人は顔を見合わせた。そしてアインが、

「ポルゼハータ宮きゆう殿でんに侵しん入にゆうしたエル・アミューリカの連中は、全員とっ捕つかまったよ。今ごろはライラの牢ろう獄ごくの中だ。でも、オハラだけは、殿下の名において連れてきた。ここにいるよ、牢に入れてあるけど」

　ぴくんとシーフォの耳が震ふるえた。顔が強こわばって、全身が緊きん張ちようするのが感じられる。

　カインがここにいる。

　自分と引き合わせるために、ここに連れてきてくれたのだ。

（これが最後の正しよう念ねん場ば）

（これで、すべてが決まる）

　どうしたらいいのかまだ考えていない。カインへの対処は、おそらく自分への対処につながるだろう。目指すカリミアは目と鼻の先だ。そこへたどりついたら、その次自分はどうしたらいいのであろう。なにをしたらいいのか、どこへ行けばいいのか。

　躊ちゆう躇ちよするシーフォを横目に見て、ユリアンは言った。

「性急にことを決める必要はないよ。今日は休みなさい。一晩、ゆっくり考え、明日彼と話しあえばいい」

「でも……」

「それに、私はもうカリミアに戻もどらなくてはならないのだ。あとのことは白木に任せてある。それじゃあ、また明日」

　そう言い残して、カリミア皇太子はその場から姿を消した。空間移動したのだ。当とう惑わくして唇くちびるをかみしめる少年の肩かたを、アインが叩く。

「そういうこと。テンションが高くなってるのは分かるけどさ、高いままだと一方向のものの見方しかできないもんだよ。さ、ハービルもクレジールさんも待っている、フェリム・フェシアの転生はどうなったか、聞かせてもらいたいもんだな」

「うん……そうだね」

　青年の温かい心こころ遣づかいに嬉うれしくなって、すなおにシーフォは頷うなずいた。考えてみると、以前はもっと人の話を素直に受け入れていた気がする。むろん、鵜う吞みにしていただけかもしれないが。ここ数日のごたごたで他人にも自分にも素直になれなかったが、こうしているのが一番楽で自分にあった体勢なのだ。そうシーフォは思った。

「シ、シーフォさま！」

　歓かん声せいがすぐ横の部へ屋やから飛んできて、いきなりシーフォはクレジールに抱きつかれた。

「シーフォさま、よくぞごぶじで！　いきなり消えてしまわれたときには、この老人のおいぼれ心臓が止まるかと思いましたぞ！」

「ど、どうもすみません」

　老人とは思えないパワーに面めん食くらいながら、思わず謝あやまってしまうシーフォだった。クレジールはおいおいと泣きながら、

「アインどのや言葉使いの娘は大だい丈じよう夫ぶだと言いましたが、私は心配で心配で、いてもたってもいられませんでした。シーフォさまにもしものことがあれば、私は陛下の前で腹をかっさばこうと、このように懐刀を一日中握りしめ」

「クレジールさん、サジリはどう？」

　まだまだクレジールの熱弁が続きそうなのを、アインが口をはさんで遮さえぎる。効果は覿てき面めんだった。老人は、あ、ああ、と口ごもり、つき従う若い軍人ドマンドに目配せをする。ドマンドは頷うなずいて部屋に戻った。ようやく抱ほう擁ようから解放されて、シーフォは一息ついたが、彼らの様子がおかしいことにすぐ気づいた。クレジールは顔をしかめながら、

「実はシーフォさま、平ひら船ぶねを降りて以来、義弟さまを我が家でお預かりしていたのです。ですが、あの事件のショックで錯さく乱らん状態が続き、食事も水さえも取らず目に見えて衰すい弱じやくされて」

「病気になったんですか？」

　シーフォが声を上げると、クレジールは首を振ふって否定した。

「ただ、このままでは命に関わると思いまして……」

　言いにくそうに言葉を区切る。そのとき、ドマンドがサジリを連れて部へ屋やから出てきた。シーフォを見るなり、サジリの顔にぱっと笑顔が広がる。

「兄ちゃん！」

「サジリ？」

　クレジールが言い淀よどむからには、どんなに具合いが悪いかと思えば、サジリは健康そのもの、純真な少年の笑顔を見せてシーフォに抱きついた。平船に乗っているあいだに見せた、なにかにとり憑つかれたような暗い翳かげりが表情から消えている。その頑がん是ぜない笑みを喜ぶべきなのに、シーフォは得体のしれない不安を抱いた。

　なにか違う。なにかおかしい。どこか不健康な笑いだ。サジリはこんな笑い方をしていただろうか。

「兄ちゃん、もういいの。もう島に帰れるの」

「それは……」

「カインは見つかったんだから、早く帰ろう。父ちゃんも母ちゃんも待ってるよ」

　最後の一言で、ばっとシーフォはサジリを自分から引きはがした。目を大きく見開き、凝ぎよう然ぜんと弟を見る。信じられない、そんな感情を全身で表わして。

「黒くろ蓮はすの夢ゆめでございます、シーフォさま」

　クレジールが耳元でささやく。

「王おう宮きゆうに勤つとめております道どう化け師し──あれに依い頼らいして、ほんの小量、摂せつ取しゆさせました。彼の苦しみに関する一連の事件は忘れ去っているはずです。この責任はすべて私にあります、ひらにご容よう赦しやを」

「そんな！　だって、忘れきれるはずないじゃないか──あの人のように」

「アリーシュさまのことですか。それは承知しております。ですが、あのままでは……」

「自分の罪つみから逃げるのは間ま違ちがってるよ」

　きょとんとしているサジリを尻しり目めに、ひそひそ声で言い争う二人。そこへアインが再び間に入った。

「シーフォ、そう決めつけるもんじゃあないよ。誰だれもが自分に立ち向かえるほど強いわけじゃない。ましてサジリはまだ子供なんだ。背伸びしているだけで」

「でも、いつかは夢は覚めるのに……」

「今、じゃないだろう。そのころにはサジリも少しは成長しているよ。自分のしたことを考えられるぐらいにはね。シーフォ、もっと柔じゆう軟なんに考えなくちゃあ」

　それ以上はシーフォは反論できなかった。自分のやり方が絶対的に正しいとは限らない。

　シーフォは自分の言葉を待っている弟を見た。

（その方が幸せであるというなら）

「サジリ、もうすぐ島に帰れるよ。もうすぐ……」

　気色満面になって頷うなずくサジリを見届けて、シーフォはその場をあとにした。

　考えることがたくさんあった。
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　そこはひんやりした空気で満ちていた。薄うす暗ぐらく、太陽の光はほとんど入らない。採光用に天てん井じようと壁かべの境にわずかな隙すき間まがある。だが、西を向いているため、日暮れの、物悲しい赤い光しか差しこまなかった。それが憂ゆう鬱うつな心をいちだんと重くする。夜になると、夏だというのに骨がきしむほど冷たくなる石いし床ゆかは、人間の体温と生気を容よう赦しやなく奪うばっていった。

　牢ろう獄ごく。人が見たらそういうだろう。だが、自分ではよく分からない。

　牢番は、おまえは運がいい、そう言った。

　本国の牢に入れられずにすむのだから。

　おまえ、光は天使の象しよう徴ちよう、闇やみは魔ま物ものの象徴、そう思ってやしないか。光は人間の味方、闇は人間の敵と思ってやしないか。

　とんでもない。

　光の部へ屋やは地じ獄ごくだ。

　なにせ、円ドームが全天ガラス張りなのだからな。

　星が見えてロマンチック？　笑わせてくれるね。おもしろい奴やつだなあ。

　まあ、六十度に達する日中を乗り切れば、星も見えるだろうが。

　人間の生存可能な温度って知ってるかい。いやあ、知らない方がいい。いつ本国に送られるか分からないから。

　覚えておきな。ここには味方も敵もない。善も悪もない。神もいないし悪あく魔まもいない。

　ただ、カリミア皇こう家けがあるばかりだ。それだけさ。

　暗い、倦けん怠たいと絶望が支配する世界で、異様なまでに明るい牢ろう番ばんの声が響ひびく。

　膝ひざを抱かかえてうずくまる。疲つかれた。その言葉しか考えつかなかった。いや、考えるのさえ億おつ劫くうで、もうなにもしたくない。

　思考がとりとめなくなる。体が重くなる。眠い。ずっと眠り続けたい。

　とても、重い……

「カイン」

　名を呼ばれて、彼はゆっくりと瞼まぶたを開いた。ともすれば再び睡すい魔まに襲おそわれそうになるのを押おして、柵さくの向こうに佇たたずむ少年を見る。

「……俺は、カイン、か？」

　呂ろ律れつがまわらない口く調ちようで、カインは呟つぶやいた。シーフォは頷うなずいた。




「シーフォは、俺の望みだった」

　夢うつつの漫まん然ぜんたる表情で、カインはぽつりぽつりと語りだした。

「なにもない、夢も希望も、失望も堕だ落らくもない島で、シーフォだけが俺には輝かがやいて見えた。絹糸のように滑なめらかな金きん髪ぱつや、光の加減でくるくる色が変わる翠みどりの目や、海の精せい霊れいが祝福している姿を見ると、うらやましかった。違う世界がそこにある気がした」

　カインの話を聞くのは四人。柵をはさんで対面しているシーフォ、少年から少し離れた暗がりにユリアン皇子とアイン、さらに控ひかえて白木がいる。

「俺は逃げだしたかった。あんな、小さい、排はい他た的でなあなあの世界なんかで腐くさりたくなかった。そのまま平へい坦たんな人生を歩みたくはなかった」

「カイン……」

「朝、夜明けとともに起きて、海に出る。そして漁りようをする。ときには森に入って狩りをする。年頃になれば女を抱き、子供を作る。そして、子供とともに海に出る。毎日、毎日、それの繰くり返しだ。なんの変化もない、ただ、ただ、海に出、漁をする！　子供を作り、朽ちて死ぬ！　人生なんてそれだけなのか。違う、もっと違う世界があるはずだ。でも、それは島にはない。あるのは──大陸だ」

　カインは拳こぶしを握にぎりしめた。自分の手を見つめる双そう眸ぼうに、一いつ瞬しゆん炎の色が宿る。しかし、それはただちに消え失せ、元の倦けん怠たい感かんを漂ただよわせた茫ぼう洋ようたる面おももちに戻った。

「俺のところに仲間がきた。十四になりたてのときだった。アフエラの土守と陸の魔ま術じゆつ師しゼネの二人が来て、俺が彼らの仲間だと言った。失われた偉大な帝国、太陽神国の末まつ裔えいであると。俺にはすぐ分かった。二人は同族だ。俺は彼らと会うために生きてきたのだ。アミュールの新時代が来る。フェリム・フェシアの力をもってして、アミュールの楽園を復活させるのだ。

　崇すう高こうな目的のために、俺は大陸に渡ることを決心した。気がかりなのはシーフォのことだった。あいつはこんな淀よどんだちっぽけな島なんかで生きていてはいけない。一いつ緒しよに連れていってやろう。ところがどうだ、ゼネが言うには、シーフォこそ我々が望んだ水神エルヴィラ──フェリム・フェシア──そして、我らが偉大なる帝王、ラー・カレディア王の血を引く者だというではないか。俺は無論、歓喜した。それこそふさわしい。それこそシーフォにあっている。一緒に行こう。俺たちの新たなる帝王として」

　陶とう酔すいしきった顔でカインは朗々と語る。

「親父はきっと反対するだろう。ガチガチ頭の年寄りには分かるまい。安あん寧ねいだけを望む大人には。島を出る日、俺はシーフォのところへ行こうとした。だが、その途と中ちゆうで運悪く、あのくそじじいに捕つかまってしまった。見逃してくれ──はっ、俺さまとあろうものが、あんな小こ汚ぎたないじじいに頭を下げて頼たのんだのさ。するとどうだ、反対すると思いきや、じじいはあっさりシーフォのことを許したんだ。俺を部へ屋やに入れ、薄気味悪く酒まで注ついで」

「おじいちゃんが？　ぼくには十四になったらって言ってたのに」

　自じ嘲ちようするオハラの言葉に驚おどろいて、シーフォは聞き返す。だが、彼には少年の声は届いていなかった。催さい眠みん術じゆつによって喋しやべらされているかのように、彼は独白しているのだ。

「じじいは俺に話した。シーフォは実の孫ではない。そんなこと、誰もが知っていた。ただ、口にしないだけで。そしたら、じじい、なんと言ったと思う。あれは神の血を連ねる者、水神の子だと。あまつさえ、太陽神の血を引くともぬかしやがった。くそじじいめ、なにもかも承知だったんだ。アミュールのことも、俺が荒こう神じんの末裔だということも」

　シーフォは眉をひそめた。メラミ諸島の住民の大部分はアミュール・トルスを知らない。シーフォの育ての祖父は、一体誰からその話を聞いたのだろう。

「だが、承知しているなら話は早い。俺はアミュール帝国復活の話を持ちだそうとした。大陸に行くほんとうの目的を。だが、その前にじじいが言いやがった。

　いずれはあれをしかるべきところへ返さねばならない。おまえはあれを送り届ける役目を負うのだ。

　荒こう神じんの末すえとして、あれをカリミアへ届とどけよ──

　なぜ？　俺だってカリミアぐらいは知っていた。ソゾン帰りの大人たちの話に一回は出てくる北の大国。なぜそんなところへシーフォを連れていかねばならない。俺はじじいに尋たずねた。じじいは、それが約束だからだと言う。

　十年前だ。じじいの長男夫婦が海で嵐に会い、身重だった嫁よめは流産してしまったそうだ。彼女は疲ひ労ろうと流産のショックでノイローゼになって、ソゾン市にしばらく滞たい在ざいしていた。そのとき、追われていた男を助けたことがきっかけで、二人は赤ん坊を譲ゆずり受けることになったんだ。それがシーフォだ。男が言うには、この子供は水神エルヴィラの血を引くが、わけあって力を封ふう印いんしてある。封印の期限は十四年、それまでに男がいるカリミアへ連れてきてほしい、と。子供がほしくてたまらなかった夫婦は、その条件を吞のんだのだ。

　俺は叫さけんだ。いやだ。シーフォは俺の希望だ。みすみす他人なんかにくれてやるもんか。シーフォは俺のものだ。誰にも渡さない」

　オハラの爪つめが掌てのひらに食いこみ、うっすらと血がにじんでいる。シーフォは慄りつ然ぜんとしたものを感じた。すさまじい執しゆう念ねんがオハラの体から発散されている。

「じじいはしつこく言った。今に封印が解ける。その力を抑おさえるすべは我々にはない。あれのためにも連れていけ。

　それ以上言うな──俺は叫ぶと同時に、刀でじじいを斬きり倒たおしていた。

　俺とて火吹きの司つかさの家に生まれた者、そんなことは分かっていた。赤ん坊のときから力の使い方をいやというほどしごかれてきた。力のセーブができなくて、火ひ達磨だるまになったこともあった。だから、じじいの言った意味はよく分かる。

　だが、フェシアの知識さえあれば大だい丈じよう夫ぶだ。それですべてが円く収まる。じじいはなにも分かっちゃいなかった。じじいを刺さした俺は気が動転して、そのまま島を逃げだし、ゼネたちと合流した。いつかシーフォを迎えに行く。帝国を打ち立てる準備を終わらせ、迎えに行く。俺たちは頑がん張ばった。『記き憶おく箱ばこ』があるとおぼしきライラ王国を第一の足がかりとして──だが、シーフォは来てしまった。俺が迎えに行く前に、しかもカリミアへ行くために。俺たちの夢はどうなる。俺たちの理想は、希望は……シーフォ？」

　最後の言葉は、今まさに目覚めた、そんな口く調ちようで、オハラは顔を上げた。シーフォは黙だまって頷うなずくしかなかった。




「シーフォが決けつ闘とうするって？」

　エイランは目を円くして聞き返した。まったく信じられないといった表情だ。話を伝えにきたパケンは、自分が咎とがめられているかのように頰ほおを膨ふくらませながら、

「噓じゃねーよ。シーフォ自身が言ったんだぜ、オハラと決闘するって。あいつ、しばらく行方ゆくえ不明になってたら、頭でも打ってきたな」

「そ、それで、兄さんたちは止めなかったの？」

「ぜーんぜん。あの学者崩くずれなんか異様にはしゃいじゃってよー。もうすぐ始まるぜ」

　パケンの話を最後まで聞かないうちに、エイランはベッドから飛び降りた。走ろうとして、そのまま転てん倒とうする。足元がおぼつかないのだ。それをパケンは助け起こし、

「おめーは布ふ団とんの中で安静にしてるんだよ。ろくに立てもしねーくせに」

「冗じよう談だんじゃないっ。あたしが止めなくて誰だれが止めるんだ。あたしは行く。這はってでもいくぞ。手え放せよっ」

「はいよ」

　いつになくあっさりとパケンが手を放したので、エイランは再び倒たおれてしまった。自力で体勢を直し、ぽかんと彼を見上げる。

　パケンは憮ぶ然ぜんとエイランを横目で見ると、背を向け屈かがんで、

「まったく、しょーがねーな。ほら、乗っかれよ」

「……へ？」

「途と中ちゆうで倒れられちゃ困るからよー。ほれ、運んでやるって」

　エイランは当とう惑わくしながらも、促うながされるままパケンの背に乗った。ひょろりと瘦やせているくせに、軽々とパケンは立ち上がり、部へ屋やを出る。

　なにか調子が狂う。いつもだったら大おお騒さわぎで喚わめき回るパケンだというのに。

「……あんた、なにか変な物食べなかった？」

「あー、そういえば、最近胃がもたれるんだよなー。胃薬ないかなー」

　突とつ然ぜんの態度の変化を訝いぶかるエイランに、パケンはうそぶいてみせるのだった。




『決けつ闘とう』は大使館の中庭で行われることになった。

「剣を」

　白木に差しだされた諸もろ刃はの剣を受けとり、シーフォは試しに薙なぐ。風が唸うなった。鋭するどい切れだ。同様にオハラも獲え物ものを手にすると、刃を舌に乗せ、切れ味を確かめてみた。触ふれるだけで表皮が裂さけそうである。こうまで磨みがきこんだ剣は実戦ではまず使われないだろう。

「力を使うことをためらう必要はありません。ここには私の結けつ界かいが張ってあります。あなたたち程度の力では、建物に傷一つつけることはできないでしょう。力も技量のうちです、卑ひ怯きようを唱となえることはなしにしてください。お双ふた方かた、それでよろしいですね」

　白木の事務的な言葉に、二人は黙だまって頷うなずいた。オハラは、幼い少女に見える白木なんかに自分の能力を否定されたことで、誇ほこり高いプライドが傷ついた。だが、今はそれにかまっている余よ裕ゆうはない。

　中庭は、およそ決闘の舞ぶ台たいなどというものとかけ離れた場所だった。手入れの行き届とどいた花壇や噴ふん水すいがあり、小道には白と黒の小石が敷しき詰つめられている。東あずま屋やが少し離れたところに建っていて、迷路状の垣かき根ねがその向こうに見えた。そして林があって、大使館の敷しき地ちは終わる。広葉樹の梢こずえが風になぶられ、さわさわ心地よい音を奏かなでていた。初夏の朝にふさわしい、爽そう快かいな光景である。その中で、剣を構えて対たい峙じする二人だけが浮うかんでいた。

　グリップを持ち直し、構える。ジャリ、と小石が音を立てた。

　カインと闘たたかう。

　決められていたことだ。ためらいはない。

　白木が二人から離れる。中庭に面した回かい廊ろうでじっと成りゆきを見守っているのは、アインとハービル、クレジールとドマンド、ミュリエール、弟サジリ、ようやく駆かけつけたエイランとパケンの八人だ。そして、カリミア皇太子はその存在が多大な影えい響きようを与えるため、建物の二階から見物している。

　シーフォはまだ力をうまく操あやつれない。それをオハラは知らなかった。ただ、平ひら船ぶねとポルゼハータ宮きゆう殿でんで見たプラズマ・コロナに、戦せん々せん兢きよう々きようとしていた。あれがいつ噴ふき上げるやも知れない。しかし、このままでは斬きられる。どうして？　平船であの子供を斬り殺してしまったためであろうか。

（シーフォ、俺おれの夢ゆめ、俺の希望）

　殺されるかもしれない死にたくない死にたくなんかない。

　ならば、殺やられる前に殺るしかない──誰を？　俺の希望を。

　カインはわずかに唇くちびるを開き、ゆっくりと用心深く深呼吸し始めた。盆ぼんの窪くぼがチリリと焦こげつく感かん触しよくがする。河か賊ぞくとして生きてきた彼にしてみれば、シーフォは隙すきだらけだった。習得が早いとはいえ、アインに剣を習い始めてからほんの一ケ月しかたっていない。

　しかし、ほんのわずか遅おくれたら、自己防衛のため自じ律りつ神しん経けいとつながっているエナジイの噴ふん出しゆつ口こうは開放されるのだろう。油ゆ断だんは禁きん物もつだ。

　じりじりと詰つめ寄り、間合いをとる。

　少年は勝敗を気にしなかった。カインと闘たたかう。それが、この旅の最終地点だったから。

　動いたのはシーフォの方だった。剣を斜に振ふりかざし、小石を蹴け散ちらして踏ふみこむ。オハラはそれを軽々と叩たたき落とした。反はん撃げきをされる前に、シーフォは突つっこんだ勢いを使って軽かる業わざ師しのごとく片手で前転し、すばやく剣を拾う。

　第二の突きもあっけなく跳はね上げると、オハラは力任せに薙なぎ払った。少年はひらりと交わすが、避けきれず上気してきた頰ほおに一線の赤い筋が走る。焼きつけるような痛みがシーフォを襲おそった。鋭するどい。

　再び二人は間合いをとった。すでにシーフォは肩かたで息をしている。

「無む駄だな動きが多いなあ」

　剣の師アインが頭を搔かきながら呟つぶやく。エイランは兄の、もっと基礎から教えなくちゃなという呟きを聞き逃さなかった。

　シーフォには剣が大きすぎたようだ。一振りするたび、自分も一いつ緒しよに振り回されている。少年に比べてオハラは落ちついていた。疲ひ労ろうもまったく見せない。さすがは火の司つかさの者、呼吸法は身についている。

　ふいに、カインの口から橙だいだい色いろの炎があふれ始めた。燃え終わりのような弱々しい炎は、彼の唇から顎あごを伝い、生きる紅くれないの蛇へびと変じて腕に絡からみ、そのまま剣へと這はいのぼる。

　妖あやしい橙の炎をまとう剣。

「かかってこい」

　くぐもった声でカインは挑ちよう発はつする。シーフォはたじろいだ。

　火吹きの司、ケムルの守護者。生まれながらにして炎を操あやつる力を持ち、皆から畏おそれ敬うやまわれた一族。彼らがいるかぎりケムルは安あん泰たいだ。月に一度の清めの日を抜かせば。封ふう印いんの日さえなければ。

　アンゴリアン族の襲しゆう撃げきが、もう何年も昔のことのような気がする。

　シーフォの動揺を見てとったか、

「かかって来なければ、こちらから行くぞ！」

　炎が噴ふきあがる。ヒッとサジリが上うわ擦ずった悲鳴を上げ、手で顔を覆おおった。いち早く事態を悟ったクレジールが、ドマンドに命じて少年を奥に連れていかせる。

　炎の剣がシーフォを縦に襲おそった。逃にげる。払う。跳とぶ。

「でやあっ！」

　花壇に足をすくわれ、倒たおれたシーフォに降りかかる段だん平びら。とっさに片かた膝ひざついて剣で受けとめたが、力でかなうはずがなく、じりじり押される。

　くわっと刃先の蛇へびが牙きばを剝むき、シーフォに食らいついてきた。仰ぎよう天てんした少年は渾こん身しんの力で剣を払い流し、噴ふん水すいの縁まで跳ちよう躍やくする。

　ほとんど反射的に、池に手を突つっ込こむ。

（エルヴィラ、あなたの力を！）

　噴水の受け池の水が、ぶるりと身み震ぶるいするかのように波立った。その次の瞬しゆん間かんにはしぶきとなり、我先にとシーフォめがけて押おし寄せる。怒ど濤とうは少年を吞のみこみ、ぐいっと天に向かって噴ふきあがった。

「ほう、これはおもしろい」

　重力に逆さからう水柱が出現する。その内部に凛りん然ぜんと佇むのは金きん髪ぱつ翠すい眼がんの少年。いや、その瞳ひとみは金色の輝かがやきを放っている。

「やはりエルヴィラの血も出るものだな。貝ばい闕けつの宮に赴いたことで触しよく発はつされたらしい」

　ユリアンは喜々と自分の傍かたわらに佇む者に話しかけた。しかし、相手は返事もせず、闘いから目を離さない。

「魔ま性しようの蛇よ、消えろ！」

　水柱が水神の血を引く者の命令に従い、オハラを襲う。彼に逃のがれるすべはなかった。激しい勢いで降り注そそいだ水が炎を消沈し、オハラ自身も打ちのめす。

　シーフォは挙あげていた手を下ろすと、放りだした剣を拾った。柄つかを両手で持ち、黄金の双そう眸ぼうで相手を捉えて踏ふみこむ。オハラはすぐに気づいたが、剣を握にぎる手が痺しびれ、ままならなかった。

「カイン！」

　振ふりあげる。刃に太陽の光が反射した。

（シーフォ！）

　額から腹部にかけ、シーフォは一文字に斬きりつけた。オハラの目が見開かれる。瞳どう孔こうが広がる。

　そして、オハラは見た。体が自分から剝はく離りしていく光景を。半透明の体は重力に引かれるまま倒たおれ、すっと大地に吸収された。一いつ瞬しゆん間かんのできごとに、彼は呆ぼう然ぜんと地面を眺ながめる。今のは……？

「勝負あり」

　白木の透すきとおる声が響ひびいた。

「これで終わりです。オハラ・カイン、たしかにあなたの体の一部分をいただきました。有効に使わせていただきますので、ご心配なく」

「お、俺は……」

　俺は生きているのか。オハラは自分の体を見おろした。どこも変わらない。どうやら言葉使いの手て妻づまだったらしい。だが、一部分とは一体？

　腹をさすった途と端たんに激痛が走り、オハラは悲鳴をあげた。白木は微笑を浮うかべながら淡たん淡たんと、

「肝かん臓ぞうを半分いただきましたから、アルコールはしばらく摂せつ取しゆしないでください。あと、激しい運動も控えてください。痛いですか？　我慢しないでください、痛みのショックで死んでしまうこともありますから。誰か、麻ま酔すいを」

　恐ろしいことを白木は笑顔で言う。オハラは顔を青紫色に染そめてのたうち回った。どこからともなく白服の人々がやって来て、彼になにやら緑の液体を飲ませる。ついでに白木が短い旋せん律りつを歌ってやると、ふいに痛みが半減した。それでも動くのは辛つらく、きりきり胸をしめつける。

　まだ剣を握にぎりしめたまま、シーフォはオハラに歩み寄った。

「カイン、ぼくの勝ちだ。制裁はこれですんだよ」

「平船で、殺した子供のか」

　息荒くオハラが尋たずねる。シーフォは静かに首を振ふって否定した。その瞳ひとみが草原色に戻もどっていた。

「これは、おじいちゃんの。族長を傷つけたことへの制裁だ。オリクルドのことは──関係ない。カイン、約束どおりサジリと一いつ緒しよに島に帰るね」

「し、しかし、俺は！」

「フェリム・フェシアは転生しない。ぼくは彼に選ばれなかったんだ。カイン、終わったんだ。アミュール・トルスは終わったんだよ」

　すがりつくオハラの手をとって、シーフォは断言した。反論の余地もなかった。仲間は捕とらわれ、頼たのみのフェリム・フェシアは転生しなかった。オハラは肩かたをがっくり落とし、悄しよう然ぜんとうなだれる。

（俺の希望は、俺の手から飛んでいってしまった……）

　再び仲間を集める気力は、オハラには残っていなかった。

「……シーフォ、おまえはこれからどうする気だ」

「ぼくは──ぼくは、カリミアに行くよ。カイン、いままでありがとう。サジリをよろしくね」

　シーフォは手を差しだしてオハラを起こそうとしたが、青年はそれを拒きよ絶ぜつした。苦痛に顔を歪ゆがめながら自力で立ち上がり、よろよろと建物の中に入っていく。シーフォは悲しげに眉まゆを寄せたが、オハラの背を凝ぎよう視ししたきり声をかけようとはしなかった。

　決けつ闘とうを止めることも忘れて闘たたかいに見入っていたエイランが、ぽそりと呟つぶやいた。

「パケン、帰ろう」

「あ？　部へ屋やにか」

「ソゾンに帰ろう。なんだか、とても帰りたいよ」

　そう言って、エイランもふらふらしながら部屋に戻ろうとする。そのあとをパケンは追いながら、怪け訝げんそうに、

「でも、おにーさんはカリミアまでシーフォについて行く気だぜ。あのカリミアに行けるってーのに、ここまで来て引き返すなんてもったいない」

「帰りたいんだ」

　パケンの言葉を遮さえぎって、エイランは強調した。

（あの子は成長したんだ）

（あんなに成長したんだ……）

　だから、これ以上ついていく必要はない。ここでさよならをしなければ、ずるずると惰だ性せいでついていくことになる。

　それから、もう兄を追いかけるのはやめよう。エイランは固く決心した。自分も成長しなければ。自立しなければ。

「あたしにはあそこが似合ってるよ。ソゾンに帰ろう、パケン」

「しかたねーなー。ほんっとーにおまえはわがままだぜっ」

　ぶつくさ文句を言うパケンに、エイランは笑った。そうだ。パケンは変わったのではない。元に戻ったのだ。ソゾンでからかい合いながら暮らしていた頃ころに。だから、こんなにもソゾンが懐なつかしい。

（そうだよ、パケン。あんたとあたしは対等、それが一番いい）

（あんたらしくって、いい）

　だから、笑った。心底笑った。それが幸せの笑いだとは気づかずに。

　剣を白木に返したシーフォに、クレジールが駆かけ寄った。老ろう騎き士し侯こうは顔を強こわばらせていた。少年がこれからどうする気でいるのか、すでに悟ってしまったようだ。それでも、彼は厳格な声色で、

「シーフォさま、さきほどの闘たたかい、みごとでございました。アミュールの力とはいえ、水神エルヴィラの神じん通つう力りきは内陸の乾かん燥そう域いきに住む民草にも喜ばれることでしょう」

「クレジールさん、ぼくは……」

　なにか言いかけるシーフォを押おし込こめるように、クレジールは言葉を続けた。

「ライラ二百万人の民が殿下をお待ちしております。なにとぞ、カリミアに赴おもむいたあとには、我らとともにデリスアージアへ。なにとぞ、なにとぞ」

　老人は小石の上にひざまずくと、額を石にこすりつけて平へい伏ふくした。クレジールには分かっていた。シーフォはライラに帰る気はないのだと。だが、頼たのまずにはいられなかった。

「ライラにお戻りください。私のおいぼれ命でしたらいくらでも差しあげます。ですから」

「クレジールさん、ぼくは、だめだよ。ライラには、行かない」

　ようやく覚えてきたカリミア語でシーフォは言い、老人の肩を持ちあげた。少年の目が淋さびしく笑っている。

「ぼくはだめだよ。みんな、喜ばない。ぼくだって、王になんかなりたくない」

「しかし、あなたには王おう孫そんとして王位を継つぐ義務があるのです」

「ライラには又従兄弟のマルクートがいるでしょう。彼はやる気があるもの、適任だと思うよ。ほんとうにぼくはなにも知らないし、ぼくが上に立ったら、それは下につかざるをえない人々にとっての不幸だと思う」

　ゆっくりと、子供を諭さとすようにシーフォは言う。だが、クレジールは食い下がった。

「では、王位に就ついてくださいとは申しません。陛へい下かの、余生をたった一人の孫とともに過ごしたいという願いを叶かなえてさしあげてください。陛下亡なきあとも、アリーシュさまのお側にいてさしあげてください」

「ぼくは元々いなかった。お願い、ぼくはあの人に会うのがとても辛つらいんだ」

「実の母ぎみでございますぞ」

「実の子供を捨てたんだ。ぼくの両親は、死んだ。先月、戦いの中で」

　それが決め手だった。クレジールは押し黙だまった。それ以上は言葉が出てこなかった。王女が子供よりも紅ぐ蓮れんの夢ゆめを選んだことは彼にも分かっていた。

　こうなることはあらかた予想がついていたのだろう。老人は毅き然ぜんとシーフォを見つめ、一礼して去っていった。そのあとにドマンドが続くが、青年は最後にちらりと振ふり返り、慌あわてて回かい廊ろうの向こうに消えた。いつのまにかハービルとミュリエールもいなくなっている。

　こうして、一人一人去っていく。中庭はなにごともなかったように静かになり、ギャラリーは閑散とした。さきほどまでの緊きん迫ぱく感かんはどこにもない。幕は下り、観衆は去った。

　旅が終わった。別れのときが来たのだ。

（これで、終わったんだ。なにもかも）

　胸に熱いものがこみあげ、慌ててシーフォは空を見あげた。見あげる土地が違うと、太陽の眩まぶしさまで違っていた。

「シーフォ」

　呼んだのはアインだった。視線を戻もどすと、青年は白木と二人、並んで彼を手招いている。

「行こう、カリミアへ」

「う──うん」

（まだ、終わってない）

（ぼくの旅は始まったばかりなんだ）

　シーフォは二人に駆かけ寄った。きょろきょろ辺りを見回し、

「みんなは？」

「ここで一いつ緒しよに帰るってさ。エイランとパケンはソゾンに戻って、ハービルとミュリエールはライラに行くんだと。ハービルは調べものがあるからクレジールさんのお宅におじゃまするそうだ。でもって、ミュリエールもクレジールさんとこに奉公するみたいだし」

　おかしそうにアインが答え、白木はくすくす笑った。まったく、いつのまにやら、だ。シーフォもぎこちなく笑った。

「みんな、バラバラだね」

「それぞれ道が違うからな。でも、いつかは道は交わるし、新しく合流もする」

　感傷的に言うシーフォに、のんびりアインが応える。どこまでも前向きな男だった。そういう青年がシーフォは好きだった。だから、騙だまされていたという感じがしないのだ。

「シーフォはどうする、カリミアに行ったあとは」

「ぼくは──もっと、旅がしたい。いろんなところを見て回りたいな」

　シーフォは目を輝かがやかせて答えた。今までケムルという小さな世界しか知らなかったが、現実の世界はとてつもなく広くて複雑だと、今回の旅で分かった。それをもっと知りたい。理解したい。

（きっと、カインもこんな気持ちだったんだろう）

　オハラは世界の見方に失敗したのだ。今はおとなしく島に帰るだろうが、そのうちまた飛びだすに違いない。それを止めようとはシーフォは思わなかった。

「それ、一人で行くの？」

　興きよう味み津しん々しんのていでアインが尋たずねる。シーフォはきょとんとしたが、すぐに彼の言わんことを悟って、

「そうだね、もう一人くらい仲間がいると楽しいんだけどな」

「よしっ、その話、俺が乗った。もう降りないよ」

　シーフォがなにか言おうとするのを見て、最後の言葉をすばやくアインは付け足す。そして、二人は顔を見合わせ、豪ごう快かいに笑いだした。もう彼らの間に庇ひ護ごの関係はない。対等の、二人の人間だった。

　笑い続け、息が干上がってもひいひい言いながら笑いあっている二人を、ばかばかしそうに見ていた白木が、

「はいはい、旅もいいですけど、とりあえずカリミアに来ていただけませんか。皇こう帝てい陛へい下かもリルフィアさまもお待ちですので」

　軽くあしらって、二人を引きはがす。いい加か減げん疲れたのか、二人は肩かたで息をして笑うのをやめた。そして、はたと気づいたようにシーフォが顔をあげる。

「誰だれが待ってるって？」

「ですから、皇帝陛下と」

「リイは待ちきれずにこっちへ来てしまったよ、白木」

　いつのまに降りてきたのか、ユリアン皇子が回かい廊ろうに佇たたずんでいた。いつもどおり、目にすると眩まぶしい人だ──シーフォは目を細め、それから呆ぼう然ぜんと立ち尽くした。

　ユリアンの傍かたわらに、彼女がいる。

　夢ゆめの佳か人じん。自分を支えてくれる、きれいで、優しくて、強い少女。

「妹のリルフィアだ。アインの妹と同い年で──きみをずっと視みてきた、私の代理人だ。ほら、リイ」

　皇子の紹しよう介かいに、少女はにっこりと微笑ほほえんだ。

　フェシアの言葉がシーフォの脳のう裏りによみがえる。

（二度と逃のがれられないしがらみ）

　彼女がしがらみと言うならば、甘んじて受けよう。だが、束そく縛ばくされているとは思わない。これを束縛と呼ぶならば、この世は身動き一つとれぬ地じ獄ごくだ。

　少女はアインに駆かけ寄り、その手を重ねた。そして口をぱくぱくさせる。それに答えてアインは頷うなずき、

「やあ、リイ。きみも元気そうだね。うん、こっちはいろいろあったよ。あとで話してあげる。うん、うん、ぜひ行かせてもらうよ」

（声がでないんだ……）

　だから、あの世界を視ることができるのかもしれない。シーフォはぼんやりとそんなことを考えていた。そこへ、ふいに少女が振り向いた。視線が絡からむ。

（カリミアへようこそ！）

　唐とう突とつに脳に入りこんできた思念に、シーフォはどぎまぎしてよろめいた。少女がおかしそうに笑う。おきゃんという表現がぴったりな、美しい皇女だった。

　ここが、新しい道との合流点、新たなる道の始まり。

（ここから始まる）

（ここからぼくの道は始まる）

　シーフォはリルフィアに向かって歩きだした。










　そして。




「殿下」

「ん？」

「よろしかったのですか、あれで」

「けっこうだ。上々のできではないか」

「てっきりフェリム・フェシアを転生させるものだと思っておりましたが」

「被ひ体たいがあの程度の力では、よみがえるフェシアも気の毒というものだよ。リィも健けん闘とうしてくれたしな」

「残念です、私どもの世代で転生が見られないというのは……」

「貝ばい闕けつの宮まで行ったのだ、それはそれでかなりの成果だよ。あとは後世の者に渡そう。それにしても、父があの手この手を尽くしてライラ王家と交配させたのに、あまりいいのが生まれなかったな。また劣れつ性せい遺い伝でん子しを送りこんでクリアにするか」

「殿下、そのような言い方は」

「カリミア皇家の遺伝子が人間に対して劣性なのは事実だ。次くらいにいいのが生まれてくるとわたしも楽しいのだが、まあ、儚はかない期待だ。『転生』の調査は一時中断して、おまえもほかの調査に回りなさい」

「はい。でも、あの少年を野放しにしてよろしいのですか」

「いつかはカリミアに帰ってくるよ、リイがいるかぎり。まあ、アインに任せておこうではないか。わたしは彼を信しん頼らいしているのだよ、白木」







　あとがき青春連続小説　【そして、あたしはここにいる】　第七回




　上巻の著者校正を終え、あとがきも出したあと、小林さんの元に編集さんから電話がかかってきました。「小林さん、ごめんねえ。年末進行でどうしても時間がとれないんだよお」。その言葉を聞いたとき、小林さんは騙だまされたと思いました。「えーっ、解説書いてくれないんですかあ」「ごめんねえ」「じゃあ約束通り、あとがきも抜いてください」。そうです。第五回までえんえんと編集部の解説がついていたのは、「あとがきなんか書きたくアリマセン。どうしてもつけたかったら、解説もつけてください。そしたら書きます」と小林さんが無理難題をふっかけていたからでした。

　小林さんが推論するに、作家にはあとがきの大好きな人と大嫌いな人両極しかいない気がします。そして、自分自身は大嫌いな方に入るのでした。なぜなら、人は皆あとがきから本を読もうとするからです。よって、本文を書いた感想、例えば、「うだうだ面倒なシーフォ君が死んでくれてすっきりしたわねっ」とか「転生したフェシアさんの今後の活躍は絶望的でしょう」とか、そんな本文を暴ばく露ろしてしまうようなことは書けないのです。特に、謎なぞときをメインに話を進めている場合は。じゃあ、なにを書けばいいのよっ、と考えたところで煮に詰つまってしまうのでした。結果、あとがき小説でごまかし、さらに編集さんに脅おどしをかける、ここに至るわけです。そして、上記に戻ります。

　しかし、世の中そんなに甘いわけがありません。

「それはだめだよ、もう書いてあるんだし。みんな待ってるんだから。それとも著者の略歴と近影つける？」。かくして小林さんは編集さんとの戦いに破れ、今日もやっぱりキーを叩たたかねばならないのでした。ああ、誰があとがきなんて面倒なものを普ふ及きゆうさせたのでしょう。作家の日常生活が知りたければエッセイでも書かせればいいのに。ちっ。


やっぱり、つづく　　



　第八回、こうごきたい（これを書かないと八冊目は出ないと宣言しているみたいだ）。

「君が夢、河を上りて」はこれで完結しました。一年前に書いた話のあとがきなんて書けないよう、と上巻で泣いた話でしたが、下巻は一つ書くことがあります。

　私には珍しく「考える主人公」の話でした。本当は「転生」をメインに話を進める予定だったのに、いつのまにかこんなになってしまって。困ったとき頼るものがなんであるかは人さまざまですが、多くの場合、宗教に求めるだろうと思います。私にとって「宗数」とはあまりにも漠ばく然ぜんとしたもので、それこそ「寺で供く物もつを干ひ涸からびさせている」ような存在でしかありませんが、最近、その片へん鱗りんに触れる機会がありました。

　去年の暮れ、祖母が脳のう梗こう塞そくで倒れました。意識も朦もう朧ろうとしてかなり危かったさい、娘たちが幾いくら呼びかけても反応しなかったのに、仲のいい和尚おしようさんが見舞いに行ったときは彼女の手を握って離さなかったと聞きます。「宗教」が元来持っていた役割はそこにあるのではないかと、私は思ったものです（だがその後、祖母はめきめきと回復し、言葉まで喋しやべれるようになって病院で「奇跡の人」と呼ばれるので、真偽は分からない）。みなさんも頼るものを守って、お気楽に生きてください。

　シーフォ少年の旅はこれで終わりですが、フェシアさんの「転生」はまだまだ前途多難です。ちなみにこの話は三部作、「フェシアさん転生前」「転生中」「転生後」になっていましたが、いきなり「転生前」を飛ばしているので、これからどうなるかは分かりません。でも、そのうち「カミリア」の話は書くでしょう。あと「言葉使い」とか「キマ」とかも。こうごきたい。

　最後に、今日、池袋の旭屋書店で、「君が夢」の上巻を買う青年を目撃しました。一年ぶりの本だったので、とても感動してしまいました。多くの「彼」にありがとうを言って、あとがき終わります。（それにしても、「小林めぐみ度」って一体なにが基準なの？）




　平成六年二月一日


小林めぐみ　　









　解説【そして、わたしはココア党】





富士見ファンタジア文庫編集部　　






　編集者は言った。

「全部わたしのせいですぅ～～！」




　というわけで、恒例になってしまった解説のお時間となりました。

　小林さんの「あとがき」にあるとおり、もろもろの事情で上巻には「解説」をつけなかったわけですが、その上巻のアンケートはがきのなかに、「編集者のたわごとがついてなくよかった」という貴重なご意見がありました。ありがとうございます。でももうしわけない。小林さんとの約束もあり、ほんのちょっとの間おつきあいを願います。

　さて、『ねこたま』以来ひさびさの、剣と魔法の（？）小林ワールドです。

　いかがでしたか？

　小林さんの構築する世界って、なんかこうキラキラしてて、それでいて奥行きや厚みがあって、世界そのものに存在感がありますよね。その秘密はなんなのでしょう。

　さりげなく描えがかれるディティール。物語の場面場面で、仰ぎよう々ぎようしく説明するのではなく、ほんの少しずつ描写される街の様子、人々の生活、文化、風俗、それらが総体となって、世界の確かさをささえています。しかも登場人物の目を通して描かれるので、ほんとうに自然に描かれています。ときには、登場人物にとって自明の（読者にとってはなじみのない）用語などがポンとでてきたりもします。ちょっととっつきにくい印象をあたえる危険性はありますが、あえてそうすることも世界の存在感を高めています。

　そして、この、世界のディティールをささえているのが小林めぐみ独特の史観的アプローチです。小林さんの作り出す世界には歴史があります。考えてみれば当りまえの事なのですが、どんな社会にもそれが築きずかれるまでの歴史があります。今この時は独立して存在するわけではないのです。長い歴史の中の今──それが小林さんの作品の舞台であり、登場人物たちが生きている世界です。当然、彼らの生活には、歴史の中で築かれた文化や生活があります。それがさきほど述のべたディティールとして描かれているのです。でも、歴史の中にあるといっても登場人物にとってはあくまでそれは『今』。ことごとしく歴史を描くのではなく、バックボーンとして歴史は存在する。そのさりげなさが世界に奥行きを与えているといってもいいでしょう。

　ストーリーやキャラクターばかりでなく、描かれる世界にも魅力がある。それが小林さんの作品のステキさのひとつではないでしょうか。




　ひさしぶりに解説らしい解説を書いてちょっとテレてる編集者曰いわく、

「だからわたしが悪かったんだってばぁ～～！」










君きみが夢ゆめ、河かわを上のぼりて（下）








小こ林ばやしめぐみ
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